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第１話　我が家に執しつ事じがやってきた





　五月一日。

　今日という日がどんな時期なのか、知らないヤツはたぶんいないだろう。

　ゴールデンウィーク。

　ゴールデンウィークである。

　何を隠そう、今日――五月一日はそんなゴールデンウィークの真っただ中。

　いや、冷静に考えればすでに連休の半分近くが遠い過去となってしまっているのだが、今はそんな悲しい現実には目をつむっておこう。

　そう――ここから。

　俺おれのゴールデンウィークは今こ日こから始まるのだ。

　遅すぎるスタートだとは決して思わない。

　その証拠に俺のテンションは徳とく島しま阿あ波わ踊おどりの最終日なみにハジけていた。

　実じつは昨晩から一いつ睡すいもしていないのもそのせい。あまりにエンジンが過熱しすぎてボディがついて来なかったのだ。

　静かに、自分の部屋の時計を確認する。

　ただいまの時刻は朝の八時半ジャスト。

　計算では、そろそろである。

　そろそろ、あいつが来る時間だ。

　ただ静かに、ピストルの号砲に備える短距離ランナーのごとく、俺おれはベッドの中でその訪れを待っている。

　もはや恒例となってしまった坂さか町まち家の朝の一コマ。嵐あらしのごとくやってくる我が家の人型目覚まし時計の号令をもってして、俺の輝かしき黄金週間は幕を開けるのだ……！



「グッモォ―――ニングッ！　おはろー兄さんっ！」



　元気のいい声と共に、そのまま外れるんじゃないかって勢いで部屋のドアが開いた。

　そこにいたのは明るい髪色のショートカットが眩まぶしい女の子。スタイリッシュな黒いスポーツウェア。小動物チックな小柄な体たい躯く。大きな瞳ひとみと、夜空に上がった打ち上げ花火のごとく弾はじける笑顔。

　坂町紅くれ羽は。

　見誤るはずもなく、我が妹いもうと君ぎみの登場であった。

「だりゃあーっ！」

　気合の入った声と共に、紅羽は部屋にある学習机まで全力疾走。そのまま机を踏み台にして……バク転した!?

「………っ！」

　それは、プロレスにおいてはあまりにも有名すぎる美技。飛びあがってから後方に回転すること二百七十度。天井に触れるギリギリを飛ひ翔しようしたその身体からだが、綺き麗れいな円えん弧こを描く。

　そして――妹は叫んだ。もちろん宙で。



「伸身の新月面が描く放物線は、栄光への架け橋だぁ！」



　いや、それプロレス違うから。しかも微妙に古いし。

　俺の必死の脳内ツッコミも空むなしく、ちょうど×バツの字を描くように、小さなシルエットは俺の身体からだに重なって――。

「ぐぴぺっ!?」

　ムーンサルトプレス。別名、月面水爆である。鮮やかに宙で廻まわった身体は寸分の誤差もなく俺の腹部に墜つい落らくしていた。

「わーい！　おはよー兄さん！」

「お、おはよう、紅羽……」

　なんとか呼吸を整えながら、俺おれは落下してきた妹にあいさつを返した。

　……まあ、なんていうか。

　恐るべきことに、こんなのが俺の日常なんですよ。

　母親がプロレスラーで妹が格闘技マニアという歪ゆがんだ家庭に生まれたために、俺は十年以上もこの二人の技の実験台や練習台として育ってきたのである。

　厄介なのはコイツ本人に全く悪気がないこと。ほら、よくあるでしょ？　水族館のショーで調教師がシャチにじゃれつかれて大おお怪け我がを負っちゃう悲惨な事件とか。

　基本的にはあれと同じ。

　人間とシャチ。

　俺と紅くれ羽はの戦闘能力にはそれくらいの差があってもおかしくない。あっちは楽しくじゃれついて甘えているつもりだろうが、こっちにとっては死活問題ってワケ。

　かくして、妹の登場により安息の寝ね床どこは血ち塗まみれのリングへとすり替わるのだが、それには俺の体質が関係している。

　女性恐怖症。

　五歳の頃ころから母親と妹にサンドバッグとして扱われるという過酷な幼少期を過ごした俺は、女の子に触られるのが死ぬほど苦手になってしまったのだ。

　具体的に言えば、女の子に触られるとテンションが上がったわけでもないのに鼻血が噴き出す。身体からだが拒絶反応を起こすわけですよ。

　当然、今日もこの程度で終わるはずがない。

　ここから――紅羽による血も凍るような残酷ショーが繰り広げられるのだ……！

「えへへ、兄さん♪」

　しかし。

　今朝の妹はいつもと違っていた。

　普段ならすぐさまリアルプロレスごっこのご開演なのだが、何を思ったのか、紅羽は横になった俺の身体にぎゅっと抱きついてきた。

「……お、おい、紅羽？」

　あまりの対応の違いに思わず問いかける。

　けれど、返答は沈黙。

　細い腕を腰の辺りに回しながら、紅羽はただただ俺に体重を預けてきた。

　というか、マタタビに酔ったネコ科動物みたいに、スリスリと胸に頬ほおずりまでしていた。

「………」

　マズい。

　いや、普段の殺人的な起こし方に比べれば全然マシなんだけど……これはこれで目が覚める気がする。

　軽やかな重み。密着するぷにぷにとした柔らかな感かん触しよく。微かすかに漂ただようフローラルシャンプーの甘あま酸ずっぱい香り。

　女の子。

　妹といえど、今現在俺おれの身体からだの上に乗っかっているのは間違いなく女の子である。

　だから、マズい。

　ぞわぞわと鳥とり肌はだが立って、鼻の辺りが熱くなってきた。

　間違いなく、女性恐怖症の発ほつ作さの前兆である。

　このままじゃ、俺はまた鼻血を噴き出して失しつ神しんして――。

「………。ん。そろそろいいかな？」

　意識が若干遠のいてきたところで、紅くれ羽ははがばっと起き上がってベッドから飛び降りた。

「うん。ありがとね兄さん」

「……何がありがとねだ。今のはなんだったんだよ」

　ゼェゼェと息を切らしながら訊たずねる。危ねえ。あと二秒離れるのが遅かったら完かん璧ぺきに意識がブラックアウトしてたぞ。

　俺の質問に、紅羽はちょこんと首を傾かしげてから、

「えーっと……強しいて言うならチャージかな」

「チャージ？」



    


  
    
      



    


  
    
      「そうだよ。これからしばらく兄さんと離ればなれになっちゃうからさ。あっちで寂さびしくならないように、兄さんエネルギーをぎゅーって補充しといたんだ」

「兄さんエネルギーって……」

「にゃはは。ごちそうさまでした。おかげでばっちりチャージ完了。これなら銀河の果てまで行けちゃいそうだね！」

「………」

　恥ずかしいことしやがって。おまえはどこの宇宙戦艦だよ。

「それと……どう、兄さん。このジャージ、似合ってるかな？」

　紅くれ羽ははジャージを見せびらかすようにくるくると旋回した。

　真新しいスポーツウェア。

　どっからどう見ても運動部が着る部活ジャージにしか思えん。背中に白字でプリントされた『浪ろう嵐らん学園手芸部』なんていう文字が見えなければだが。

　なぜ紅羽が朝っぱらからこんなものを着ているかというと、なんと今日から二泊三日の間、手芸部主導の山やま籠ごもり合宿に行ってしまうのだ。

　いや、なんで手芸部に運動用のジャージがあるんだとか、合宿の場所が根本的におかしくないかとか、ツッコむポイントは多々あるんだがこの際無視しておこう。

　合宿。

　しかも二泊三日である。

　当然、その期間紅羽は我が家を離れることになる。

　つまり、それが示す事実は……。

「……え？　う、うそ。兄さん……ひょっとして、泣いてるの？」

「ああ、ちょっと……感かん極きわまっちゃってさ……」

　言いながら、眼鏡めがねを外して目に溜たまった涙を拭ぬぐった。それでも熱い涙は止めどなく溢あふれてくる。ああ、嬉うれし泣なきをしたのなんて何年ぶりだろう……。

「そっか……気付いてあげられなくてごめんね。あたしが合宿に行くから、兄さんも寂しくなっちゃったんだね」

「んなわけねーだろ。とっとと行ってこい」

「もう、兄さんったら強がっちゃって」

「強がってない。なんならウソ発見器にでもかけてみるか？」

「ちゃんと一人で留守番しててね。お土産みやげはちゃんと買ってくるからさ」

「そんなもんいらん。……つーか、なんでこのご時世に山籠りとかするんだよ」

　今どき武道家だってそんなことしないんじゃないか。しかもコイツの入っているのは手芸部だぞ。山に籠こもって何するんだ？　大自然の中でアップリケでも作るんだろうか。

「いやー、実じつは合宿で行く山の近くに住んでる人たちから『ぜひ来てください！』って依頼が来ちゃったんだ」

「依頼？」

「『近ごろ冬眠から目覚めた熊くまが田た畑はたを荒らして困っています！　どうにか退治してくだせえ！』って」

「そんなことは地元の猟りよう友ゆう会かいとかに頼めや！」

「まあ、うちの手芸部は強豪だから仕方ないんだけどね」

「仕方なくねぇよ。たとえ全国大会で優勝した空から手て部でもそんな依頼は受けねえぞ」

　どうかしてる。前々から思ってたんだが、うちの学園の手芸部はちょっとばかり常じよう軌きを逸いつしている。合宿の趣旨が完全に山やま狩がりじゃねーか。

「なあ、おまえの部活って大丈夫なのか？　ちゃんとマトモな活動もしてるんだろうな」

「マトモな活動って？」

「ほら、手芸部なんだから……刺し繍しゆうとか、編み物とか、ヌイグルミ制作とか……」

「ヤンキー狩りとか？」

「そうそう……って、ヤンキー狩り!?」

　してんの!?　手芸部が!?　ヤンキー狩りを!?

「照れるなぁ。ちょっと街まちをきれいにしてるだけだよ」

「ボランティアで清掃活動してますみたいなノリで言うな！　危ないことはやめろ！」

「んにゃ？　もしかして兄さん、心配してくれてるの？」

「ああ、心配だよ。おまえじゃなくてヤンキーがな……」

　紅くれ羽はvsヤンキー。ロケットランチャーでアリの巣をふき飛ばすのに近い。かなり一方的な虐ぎや殺くさつになってしまうぞ。

「んじゃね、兄さん。あたしはそろそろ行ってくるね」

「ハイハイ、せいぜい熊の非常食にならないように気を付けてな」

「あーい、らじゃりましたー」

　ブンブンと元気に手を振りながら、紅羽は部屋のドアへと向かった。

　ああ、これで夢にまで見た一人きりの生活が始まる。なんというフリーダム。現時刻をもって我が家は猛もう獣じゆうの生息地域からピースフルな一般家庭へと変へん貌ぼうを遂とげるのだ！

「――あ。うっかりしてた。肝心なことを言い忘れてたよ」

　くるりと。

　俺おれの部屋を出る寸前で、紅羽は振り向いた。

　その手にはポケットから取り出された真まっ赤かなリンゴ。

　あれって、この前青森にいる親しん戚せきから大量に送られてきたヤツか？

「兄さん。あたしがいないからって、勝手に女の子とかを家に連れ込んじゃダメだよ？　もしそんなことしたら……」

　ぎゅぅ～っと紅くれ羽はの指に力が込められ……って、うおおっ!?　リ、リンゴが！　産地直送もぎたてフジリンゴが、一瞬にしてスクラップに!?

「こうなっちゃうから、覚悟しててね」

　紅羽は満面の笑顔で掌てのひらについたリンゴの汁をペロッと舐なめた。

　……しません。

　女の子どころか猫一匹連れ込みません。

　変わり果てた姿となったリンゴを見ながら、俺おれは固く心に誓った。

「そいじゃ、今度こそバイバイ兄さん。帰って来たら熊くま鍋なべ食べさせてあげるから、楽しみにしててねっ！」

　これでもかと手を振って、紅羽は俺の部屋から出ていった。

　まもなくして、バタンと玄関のドアの閉まる音が二階まで届いてきた。

「はあ、やっと行ったか……」

　ため息を吐きだしてから、俺はベッドの下を覗のぞきこんだ。

　いえね、何も妹がいなくなったから隠しておいたエロ本を熟読しようとか、そういうわけじゃないんですよ。

　先月、ここに隠してあったエロ本は紅羽によって発見されてしまった。なので現在俺の秘蔵コレクションは学習机の二番目の引き出しの二に重じゆう底ぞこの下に厳げん重じゆうに保管してある。

　それに、いくら紅羽でもすでに見つかった隠し場所の奥に、さらなるリーサルウェポンが隠してあったとは夢にも思うまい。

　ゴソゴソとベッドの下からそのブツを引っ張り出す。

　あらわになる白いビニール袋。その中に詰め込まれた丸みを帯びた物体。

　そう――カップ麺めん。

　しかもエース×ックのスーパー×ップ。

　これこそ、俺にとっての最終兵器なのだ！

「…………」

　いや、ね。

　自分でも意味のわからないことを口走っている自覚はあるんですよ。

　でも、このカップ麺が山ほど入った袋は俺にとっては何物にも代えられぬ貴重な財産。

　なにせ、我が家にはリンゴしか食料がない。

　先月はほぼキムチだったのだが、四月終盤――ゴールデンウィークに入る前から突然リンゴにシフトチェンジしやがった。

『最近ちょっと太っちゃったから、リンゴダイエットにでも挑戦してみようと思うんだ』

　妹のそんな一言で、俺の食生活は目も当てられない惨状となった。

　いやぁ、すごいねリンゴダイエット。体重が見る見る減ってくのよ、減量中のボクサーかって勢いで。さすがに頬ほおがこけてきたときは焦ったね。

　というわけで、カップ麺めんである。

　そんなもんコンビニで売ってるんだから普段から食べればいいじゃないかと思われるかもしれんが、そうもいかん。

　我が家のリトルモンスターこと坂さか町まち紅くれ羽はは、カップ麺が大嫌いなのだ。

　なんでも栄養のバランスがよくない、とか。

　そんなことを言ったらキムチやリンゴだけの食生活の方がよっぽどアンバランスだと思うのだが、残念ながら異い論ろんを唱える権利なんざ持ち合わせちゃいない。ここは坂町家、力のみが支配する灼しやく熱ねつのサバンナのごとき世界。非力な者は容赦なく食物連鎖に組み込まれる。この家の中では俺おれの立場なんて江戸時代の隠れキリシタンなみに弱いのだ。

　ホントは外食とかもしたかったけど、俺にそこまでの経済的余裕はないので、ここはカップ麺縛りとする。別に構わないさ。俺、カップ麺大好きだし。この日が待ちきれなくて買いだめしてたくらいだ。

　さて、お湯を沸わかしに行こう。

　食べて腹を膨らませたら、もう一回寝よう。生活習慣がメチャクチャになるが、それも悪くない。若さゆえの過あやまちと神様も目を瞑つぶってくれるさ。

　ああ、なんて自由。そして堕だ落らく。

　すでにめくるめく俺のゴールデンウィークは始まっている。鬼のいない隙すきに、思春期男子らしいダラけた休日を過ごすのだ。

　そう心に決め、カップ麺を片手に部屋から出ようとして――。



　チャララ～ラ～ラ～ラ～ラ～ラ♪



　部屋に置いてきたケータイの着信音が鳴り響く。

　その壮大なメロディはまさしく――映画『ゴッドファーザー』のテーマであった。

「げっ」

　思わずカップ麺を持ったまま立ちすくんでしまった。

　それもそうだ。

　この着信設定にしているのは、俺の電話帳の中でたった一人しかいない。

　涼すず月つき奏かなで。

　俺のクラスの委員長にして、学園理事長の一人娘という正真正銘筋すじ金がね入りのお嬢様。

　しかし、至し極ごく残念なことにその実態はヒツジの皮を被かぶったオオカミ。優等生のキグルミを着ているが、中身はコモドオオトカゲも真まっ青さおの冷れい血けつ動物である。

　実じつを言うと、俺は二年生に進級してから立て続けに不幸な目にあっている。

　レジャーランドで溺おぼれかけたり、誘拐犯にボコボコにされたり、妹とクラスメイトに殺されかけたり……本当にろくなことがない。

　そんな不幸の数々には、このお嬢様が絡んでいる気がするのだ。

「………」

　どうしようかなぁ。

　ベッドの枕まくら元もとでここぞとばかりに自己主張するケータイ。

　なんとなくだが、出ない方がいい気がする。

　電話に出た瞬間、まるでストライク時のボーリングのピンよろしく、俺おれの輝かしい休日は音を立てて弾はじけ飛んでしまうような、そんな気さえする。

　でも、出ないのはもっとマズい。

　何せ相手はあの涼すず月つき奏かなでだ。ここで無視したら、血も涙もない闇やみ金融の取り立てのごとく家に押しかけて来ても不思議じゃない。

　だったら――電話に出た方がまだマシかもしれない。

　この間、約十秒。

　重い足取りで部屋に戻って、爆発物でも解体する面持ちでケータイの画面を確認。画面にはしっかりと『デビル涼月』の文字が浮かんでいやがった。

「……よし」

　スーハーとまるでインドヨガばりに深く大きく深呼吸。

　最低限の冷静さは保っておこう。

　何を言われても揺るがない。きっと今この電波の向こうにいる女と話すときに必要なのはそんな鋼はがねの意志だろう。

　オオカミとコブタの話じゃないが、決して外敵が入り込めない強固な家を建ててやる。

　来るなら来やがれ。

　強気な志を秘めながら、俺は覚悟を決めてピッとケータイの通話ボタンを押して――。



『ねぇジローくん。どうして私の着メロがゴッドファーザーのテーマなのかしら』



「どうしてわかったんですか!?」

　思わず丁てい寧ねい語ごでツッコミを入れていた。

　……ダメじゃん、俺。

　何が強固な家を建ててやるだよ。

　たった一息で吹き飛ばされちゃったじゃん……。

『まったく、やるんならせめてダースベイダーのテーマが良かったわ。そっちの方が私のイメージに合ってるのに』

「あっ、やっぱり？　実じつは俺おれもその二つのどっちにするかギリギリまで迷って……って、そうじゃねえ！　なんでおまえが俺の着信設定を知ってるんだよ！」

　誰だれにも言ってなかったのに。ひょっとしてこの女はエスパーか。だとしたらスプーンを曲げたり、ボストンバッグに入ったりできるのかもしれん。

『そんな便利な能力は持ってないわよ』

　さらっと俺の思考を言い当ててから、涼すず月つきは得意げに続けた。

『あなたの家に仕掛けた監かん視しカメラと盗とう聴ちようマイクを使えば、着メロをチェックするなんて容易たやすいことだもの』

「明らかにそっちの方が問題だよね!?」

『苦労したのよ。なにせ設置したカメラの数はお風ふ呂ろ場ばのも含めて一二〇台』

「嘘うそつけ！」

『ジローくんって、いっつも腋わきの下から洗うのね』

「マジで仕掛けられてる!?」

『それと成人向け雑誌の隠し場所も変えた方がいいわ。学習机の二番目の引き出しの二に重じゆう底ぞこの下でしょう』

「やめて！　これ以上人の個人情報を公開しないで！」

『ごめんなさい。実はこの映像、ニコ×コ動画で生放送されてるの』

「てめえええええええええっ！」

『でも大丈夫。ちゃんと規制はかけてるから』

「……規制？」

『Ｒ―70。70歳未満の方はご覧になることができません』

「難易度高たけぇええっ！」

『人生の酸すいも甘いも経験した人間しか見ることができない。あなたの日常はそういうものでしょう』

「どんだけハードル高い日常生活を送ってんだよ俺は……」

　いや、確かに普通の人とはちょっと違った日常を送っている気もするけどさ。

　でもネット配信はひどい。もしかして今のツッコミにも誰かからコメントとかされてんのかなぁ……。

『大丈夫。全部デタラメよ』

「へ？」

『本当は、みんな紅くれ羽はちゃんに教えてもらったの』

「………」

『ちなみに、ガリガリ君を一本奢おごってあげるって言ったら、すごく快く教えてくれたわ。素直な妹さんを持って幸せね』

　どこがだ。

　家族の個人情報をあっさりバラす妹だぞ。

　しかもガリガリ君一本で。

『それはそうと……』

　涼すず月つきは仕切り直すように息を吐いてから、

『ジローくんって、意外にマニアックな趣味をしてるのね』

「！」

『すごいわね、あの袋とじ。男の子って、ああいうのが好きなんだ』

「………」

『でもあんまりマニアックすぎると女の子に引かれちゃうから、気を付けてね』

「ぎゃあああああああっ！」

　なんてこった！　クラスの女子に自分の性せい癖へきについてアドバイスされてしまった！

『どうしたの？　自分の性癖がクラスメイトの女の子にバレただけじゃない』

「うるせえ！　恥ずかしいから皆まで言うな！」

　ひどすぎる。なんでゴールデンウィークにクラスメイトの女子から自分のエロ本のセンスについてダメ出し食らわなきゃいけないのさ。

　くそぅ、こうなったのも全部あいつのせいだ。紅くれ羽はめ、覚悟しろ。今度は逆におまえの部屋を漁あさってやるからな。

『それはやめた方がいいんじゃない？　勝手に女の子の部屋を漁るのは犯罪よ。それに超能力者じゃなくても、その後あなたがどうなるかは容易に想像できるわ』

　わかってるよ。でも男には引けないときがあるのだ。

　というか、ナチュラルに人の心を読むのは止めて欲しい。勘が良すぎる。もう十分超能力者なみの読心術じゃん。将来ＦＢＩにでも就職したらどうだ？

「で、何の用だよ。わざわざ俺おれの性癖にアドバイスするために電話してきたのか？」

　ご苦労なこった。その調子でこの国の政治にも気の利いたアドバイスを一つしてくれると助かる。少しは景気が良くなるかもしれん。

『実じつは、ちょっと問題が起きてね』

「問題？」

『そう、些さ細さいな問題。ところで、あなた今何してる？』

「カップ麺めん食って寝るとこ」

『………。つまり、ヒマってことね』

　簡単に言うなよ。俺にとってはやっとのことで手に入れた一人の時間なのに。

『それで、その問題っていうのが――』

　ふと、ピンポーンと。

　玄関のインターホンが鳴った。

　どうやら誰だれかが訪ねて来たっぽい。

「悪い涼すず月つき。家に誰か来たみたいだから、いったん電話を切るぞ」

　さっさと切りたかったからちょうどいいきっかけだ。

　来客の予定はなかったから、きっと新聞勧誘か宗教勧誘のどちらかだろう。ゴールデンウィークだっていうのに精が出ますね。

『そう、わかったわ』

　すぐさま、ブツっと電話が切れた。

　あれ？　なんか、あいつにしてはやけにあっさりと電話を切ったように思えるのは気のせいだろうか。そこまで大した問題じゃなかったのかな。

「……って、しつこいな」

　ピンポンピンポンと怒ど涛とうの勢いでインターホンが連打されている。高×名人なみのテクニックだ。よっぽど仕事熱心な新聞勧誘か、信仰心の厚い宗教勧誘らしい。

「はいはい、いま出ますよ」

　ボヤキながら玄関まで行って、カギを開ける。

　着ている服がハーフパンツにＴシャツ一枚という非常にラフな格かつ好こうだが気にする必要はないだろう。赤の他人にそこまで気を張る必要もないしな。



「……おはよう、ジロー」



　だが。

　開け放たれたドアの向こう。

　そこにいたのは何とも意外な人物だった。

「……近この衛え？」

　精巧に造られた人形みたいな身体からだに、それこそアンティークドールじみた端たん整せいな顔立ち。明るい髪を束ねた髪形、透き通った瞳ひとみ、澄み切ったアルトボイス。学園の生徒たちから『スバル様』と呼ばれる、絶世の美少年。

　近衛スバル。

　今現在我が家の玄関の前にいるのは近衛スバルに違いなかった。

　けど……なんか、格好がおかしい。

　ぴっちりとしたパンツにべストと燕えん尾び服ふく。

　執しつ事じ服。

　どっからどう見ても執事の正装。プラス、肩から下げたでかいスポーツバッグである。いや、コイツは涼月の家の執事だから別に普通なんだけど……なんで休日にこんな格好で俺おれの家に来たんだ。まさかまた俺を監かん視しするとか言うんじゃねーだろうな。

　状況がわからず固まる俺と、なぜか挙動不審にオロオロと目を泳がせている近この衛え。

　向かい合う俺たち。

　沈黙。

　なんとも気まずい沈黙が玄関を支配する中――。



「……泊めてくれ」



　静せい寂じやくを切り裂いたのは近衛の方だった。

　………。

　ちょっと待て。

　今コイツ、なんか場ば違ちがいなことを言わなかったか？

　泊めてくれ？

　いや、そんなわけあるか。なんで近衛が俺の家なんかに泊まるんだよ。きっと空そら耳みみに違いない。じゃあ近衛は今なんて言ったんだろう。トマトくれ、かな。でもなぜにトマト？　これからスペイン伝統のトマト投げ祭りにでも参加するんだろうか？

「きっ……聞こえなかったんなら、もう一回言うぞ」

　近衛は精せい一いつ杯ぱい気丈に振る舞ってから、

「きょっ、今日から……おまえの家に泊めさせてくれ！」

「………」

　……痛いてえ。

　突とつ如じよ発生した頭痛の種に俺はその場で頭を抱えてうずくまりたかった。

　目の前にはスバル様。

　今の発言がよっぽど恥ずかしかったようで、顔が一ひと風ふ呂ろ浴びたタコみたいに真まっ赤かになってしまった。しかもその目には薄うっすらと涙まで溜たまっている。

　どうしよう。

　俺が本気で返答に困ったそのときだった。

　再び、ケータイの着信音が鳴り響く。

　ゴッドファーザーのテーマ。

　涼すず月つきだ。

　ああ、助かった。地じ獄ごくに仏とはこのことか。おぼつかない手でポケットからケータイを取り出し、藁わらにもすがる想おもいで通話ボタンを押すと――。



『――というわけで。スバルをよろしくね、ジローくん』



　カッキーンと。

　突然の場外ホームランに、俺おれの脳内は一瞬で真夏の甲子園球場なみの狂乱の渦うずと化したのだった。



　　　♀×♂



「ふざけんな！　なんで近この衛えを俺の家に泊めなくちゃいけないんだよ！」

　たっぷり五秒ほど固まってから、俺は電話口で抗議した。

『何をそんなに騒いでいるの。スバルは男の子なんだから別に問題ないでしょう』

「……問題あるだろ」

『あら、どうして？』

「どうしてって……近衛は女の子だろーが！」

　今更すっとぼけやがって。

　普段は男の子の格かつ好こうで学園に通っているが、何を隠そう近衛スバルは女の子なのだ。

　なんでも涼すず月つきの執しつ事じでいるためには、三年間誰だれにも女だとバレずに学園生活を終えるなんていう面倒くさいことをしなくちゃいけないんだとか。

　一年生のうちは上う手まく隠して過ごしていたらしいのだが、二年に進級してまもなく、あろうことかクラスメイトの俺にその秘密がバレてしまった。

　おまけに涼月が『スバルの秘密を守ってくれれば、女性恐怖症を治すのを手伝ってあげる』なんて取引を俺に持ちかけたおかげで、今の関係が築かれたわけだ。言っちまえば共犯関係である。

『いい機会じゃない。スバルと一緒に暮らせば、あなたの女性恐怖症も少しは改善されるかもしれないし』

　うえー、さすがはデビル涼月。それっぽいこと言って無む理り矢や理り納得させるつもりだよ。そりゃあ家族以外の女と暮らせば免めん疫えきがつくかもしれないけど、いかんせんハードルが高すぎる。

　だって、紅くれ羽はが合宿に行ってしまった今、家には俺しかいないんだぞ。

『それに、あなたも妹がいなくなって寂さびしかったんじゃないの？』

「ああ？　そんなことがあるわけ――」

　……って、ストップストップ。よく考えてみればおかしいぞ。どうしてコイツ、紅羽がいないことを知ってるんだ？

『驚くことじゃないわ。今日から紅羽ちゃんが合宿に行くことは、連休前にあの娘こから直接聞いていたもの。私たち、結構仲が良いのよ？』

　そうでした。

　紅くれ羽はは涼すず月つきのことを『お姉さま』なんて呼ぶくらい仲が良いのだ。

　最初は俺おれと涼月が付き合ってるなんていうデタラメから生まれた呼称だったのだが、その誤解が解けた今でも本当の姉妹のようにベッタリなのである。いっそのこと戸籍でも移してくれ。

「そもそも、なんで近この衛えが俺の家に泊まらなくちゃなんないんだよ」

　せっかくのゴールデンウィークなんだから涼月の屋敷でゆっくりしてればいいのに。

『言ったでしょう。問題が起きたの』

　涼月はいつもの落ち着いた調子で、

『実じつは昨日きのう――スバルは屋敷を追い出されちゃったのよ』

「なっ」

　なんじゃそりゃあああああっ。

「ど、どういうことだ。原因は？　どうして近衛は屋敷を追い出されたりしたんだ？」

　だって、近衛の家系は代々涼月の家の執しつ事じをやってるんだぞ。ちょっとやそっとの理由じゃ追い出されたりなんかしないんじゃ。

「原因？　そんなの決まっているでしょう」

　涼月は、はあっと嘆息してから、

『リーマンショックのせいよ』

「マジで!?」

『最近不景気でしょう？　だから少し雇用人数を縮小しようと思って』

「現実的すぎる！　そんな理由で自分の執事をクビにするなんて！」

『クビ？　違うわ。正確に言うとリストラかしら』

「そんなもん一緒だ！　つーか、さすがにそれはデタラメだろ！　いくら俺だってそれくらいはわかるぞ！」

　もし、近衛スバルという人間を円グラフで表すとするならば、その八割は自分が涼月奏かなでの執事でいることで占められているのだ。もし本当にリストラされたんだとしたら、今ごろあしたのジョーみたく真まっ白しろに燃え尽きててもおかしくない。

『とりあえず、細かいことは置いておきましょう』

「やっぱり嘘うそなんじゃねぇか」

『本当は、私の父がスバルに夜な夜なＳＭ嬢もビックリの変へん態たいプレイを強要して……』

「いい加減にしないと電話を切るぞ」

『うふふ、いいじゃないジローくん。詳しい事情なんてものは』

「笑って誤ご魔ま化かすな」

『………。まぁ――そんなわけで、スバルはどこにも行く当てがないの』

　げっ。

『だから、あなたの家に泊めてあげて。少しの間二人きりで生活することになるけど、別に問題ないわよね？』

　むむ、さすがはデビル涼すず月つき。こちらの意向を無視してゴリ押しで話を進める気か。でも、二人きりって……二人きりはマズいだろ。俺おれだって健全な男子高校生だ。ほら、男女七歳にして席をナンチャラってことわざもあるでしょ？

『心配いらないわ』

　涼月は俺の不安を見透かしたように言い切った。

『たとえ二人きりとはいえ、あなたみたいなチキン野郎がスバルに手を出す可能性は限りなくゼロに近いもの』

　ざっくりと鋭えい利りな刃物で胸を抉えぐられた気分だった。

　うわあああなんてことを言うんだこの悪魔。それは禁句だろ。だってねえ？　なんだか男としての大事な何かをコナゴナに叩たたき潰つぶされてしまった気がする……。

「やっぱり嫌だ……」

　あらためて、俺は涼月の頼みを断っていた。

　いや、玄関の隅すみで新居に引っ越してきたハムスターみたく居い心ごこ地ち悪そうに縮ちぢこまってる近この衛えにはすげえ申し訳ないんだが、今日は待ちに待った俺だけのゴールデンウィーク。たぶん、こんなチャンスはそう何回もない。俺だって、一人の時間を大事にしたいんですよ。

『ふうん。じゃあ仕方ないわね。それじゃ、ジローくん。最後にスバルと話がしたいから、ハンズフリーに切り替えてくれない？』

　さすがにあきらめたのか、声のトーンを落としながら涼月は頼んできた。

　まあ、それくらいはしてもいいか。

　言われた通り、俺はケータイをハンズフリーに切り替えた。

『もしもし？　聞こえる？　スバル』

「はい、お嬢様……」

『話は聞いていたわね。やっぱりプランＡじゃダメだったみたい』

「………」

　気まずそうに黙り込む近衛。つーか、プランＡってなんだ？

『だから――あなたはただちにプランＢを実行して』

　ビクっと。

　近衛の身体からだが小さく震えた。気のせいか、その顔は微妙に青ざめている。

「やっぱり、やらなくちゃダメでしょうか」

『もちろん。ここでやらなかったらあなたにあの装備を持たせた意味がないじゃない』

「………。わかりました」

　応こたえるなり、何を思ったのか、近この衛えは玄関のドアをバタンと閉めて外に出た。

　かすかに聞こえるゴソゴソという音。我が家の軒先で何かが行われている。ここからじゃ死角になって全く見えないが……。

「おい、涼すず月つき」

『なあに、ジローくん』

「おまえ、また何か良からぬことを考えてるだろ」

『失礼なこと言うのね。これまで私があなたを困らせるようなことをしたことがあった？』

「……あの、すいません。心当たりがありすぎるんですけど……」

　裁判に持ち込んだら勝てるレベルだ。もしこの女を打ち負かす自信のある弁護士がいたら今すぐ名乗り出てくれ。日給五百円で雇いますから。

『大丈夫。プランＢについてはすぐにわかるわ。そう――あなたの身をもってね』

　やたら不吉な発言をする涼月。やはり何か強硬策に出る気か。しかもコイツの発言にはノストラダムス以上に信しん憑ぴよう性せいがある。かくなる上は、ここを放棄することも考えねば。

　迫りくる危機に俺おれが逃亡先を思案していると、再びドアがガチャリと開いて――。

「――っ！」

　瞬間、絶句した。

　猫耳。

　猫ねこ耳みみだった。

　髪とお揃そろいの色の猫耳と、ちょこんと跳ねる尻尾しつぽを身に付けたスバル様が、そこにはいたのである。

「…………」

　……どうしよう。

　ツッコミ所が多すぎて、逆にどこにツッコんでいいかわからない……。

　ただ一つわかるのは、絶対に近衛はこのプランに乗り気じゃなかったってことぐらいだ。

　だって恥ずかしそうに黙ってるし、頬ほおも羞しゆう恥ち心しんでばっちり桃色に染まっている。

　けど、なんていうか、それがまた初うい々ういしくて……その、悪くない。

　しかも、近衛が着ているのは執しつ事じ服。見事なまでの白と黒のコントラスト。そこに加えられた猫耳＆尻尾という外的要素。洗練された気品と野生の革命的ともいえる融合。

　執事。

　猫耳執事。

　なんてことだ。一見アンバランスに思えるこの組み合わせに、ここまでの破壊力が秘められていようとは……！

『ほら、スバル。ちゃんと練習通りにやって』

　電波の向こうからナチスの訓練教官ばりに容赦のない命令が飛んだ。

　猫ねこ耳みみ執しつ事じは、あまりの恥ち辱じよくに泣きそうになりながらも、頬ほおを桃色に染め、ぷにぷにと柔らかそうな口唇くちびるを一生懸命動かして――。



「ご、ご主人様。もしボクを泊めてくれたら……いっぱいご奉仕しちゃうにゃん♪」



「――――」

　………。

　ヤバイ。

　これは、もしかしたらニコ×コ動画のランキング上位を狙ねらえるかもしれん……！

　練習をしたというだけあって、身体からだまで自然に猫っぽいポーズを取っている。それに応じてぴょこぴょこと自己主張する猫耳と尻尾しつぽ。新鮮すぎる。まさか、あの無ぶ愛あい想そうで強気なスバル様が、こんな羞しゆう恥ちプレイに身を投じてしまうとは……！

「……って、危ねえっ！」

　寸前で、俺おれはハッと正気を取り戻した。

　――危なかった。

　ついつい敵の術中にはまるところだった。こんな執事なら一匹ぐらい飼ってもいいかなぁとか、脳内で急きゆう遽きよドラフト会議をおっぱじめるところだった……。

『……驚いた。まさかこのＢ型装備でも籠ろう絡らくできないなんて……』

　チッ、と悔しげな舌打ちがケータイから聞こえた。

　恐るべし、涼すず月つき奏かなで。

　こんな卑ひ劣れつな手段で攻めて来るとは。これでもし肉球グローブとかつけてたら瞬殺だったに違いない。もっとも今の近この衛えにそんなことされたら世界すら獲とれそうなものだが。

　でも――ちょっと変だな。

　あの涼月が、自分の目が届かないところで近衛にこんなことさせるなんて。普段だったら、最前列の特等席でポップコーン片手に観賞したがるはずなのに。

『どうしてこんな結果になったのかしら。あんなに練習させたのに……百五十回もリハーサルしたのに……ビデオカメラで撮影までしたのに……』

　デビル涼月、ここに降臨。この女、目ま蓋ぶたに焼きつくぐらい観賞していやがった。しかも百五十回って……ちくしょう、羨うらやましすぎる。あとでＤＶＤにダビングしてくれ。

　――と。

　もしその映像が貰もらえるなら、来年のお年玉を全額支払ってもいいかなぁと俺が本気で思い悩んでいるときだった。



　きゅぅぅぅぅ。



　そんな、気の抜ける音ね色いろがどこかから響いた。

「………。今のって……」

　もしや、腹の音か？　でも誰だれの？　少なくとも俺おれではない。ましてや涼すず月つきでもないだろう。最近のケータイは技術的にもかなり進歩したが、さすがに腹の音までは拾えまい。

　とすると、残るは……。

「う、うわああああ！　違う！　違うぞ！　今のはボクじゃないぞっ！」

　猫ねこ耳みみ執しつ事じとなった近この衛えが、両手をバタバタさせながら必死に無罪を主張していた。

　……わかりやすっ。

　事情聴取を取るまでもなくコイツは真まっ黒くろだ。

「な、なんだその目は。まさかとは思うが、ボクのことを疑っているのか？」

「でも、今の音はどう聞いてもさ」

「知らない。ボクは何も知らないぞ」

　近衛は明後日あさつての方向に視線をそらしながら口笛を吹き始めやがった。

　うわー、ホントわかりやすいなー、コイツ。

「さっさと吐いたらどうだ？　楽になるぞ」

「ふん。誰が言うか。執事の口はそこまで軽くない」

「正直に言ったら、カツ丼どんあげるから」

「おまえはボクをバカにしてるのか！」

「あっ――近衛。口からよだれが垂れてるぞ」

「なっ……」

　パッと確認するように近衛は自分の口元を触る。しかしそこによだれの痕こん跡せきはない。当然だ。だって引っかけ問題だし。

「だ、騙だましたな……」

　うっかり罠わなにはめられたことに気づいた近衛は、「くそぅ……」と拗すねた子供みたいに呻うなってから、こちらをキッとにらみつけてきた。

　だが、いつものプレッシャーはこれっぽっちも感じない。当たり前だ。なにせ今のコイツは猫耳執事。緊張感のカケラもねえ格かつ好こうである。

　それにしても――やはりこの執事、思いのほかハラペコなのか。

　近衛は小柄な身体からだの割にはよく食べる。円グラフの残り二割が『はんばーぐ♪』や『おむらいす♪』などの美お味いしそうな食べ物で占められていると言っても過言ではないのだ。

　しかも、この様子からするとかなりのエネルギー不足なのかもしれん。

「あれ？」

　そう言えば、一つ見落としていたことがあった。

　さっき涼すず月つきは『スバルは昨日きのう家を追い出された』と言っていた。

　そして俺おれの家を訪ねて来たのが今朝である。

　では――その空白の時間、近衛は一体どこにいたんだろうか？

「まさか、公園の遊具の下で夜よ露つゆを凌しのいでたとか？」

　かなり当てずっぽうだったのだが、俺の発言に近この衛えはトリックを見破られた犯人のようにぎょっと目を見開いた。

　おいおい、図ず星ぼしかよ。思わず遊具の下でダンボールに包くるまっているスバル様を想像しそうになって……やめた。シュール過ぎる。もしそんな光景を学園の近衛ファンが目撃してみろ。きっと一目散に眼科に駆け込むに違いない。それか心療内科。

「もしかして、昨日からほとんど何も食べてないのか？」

「ま、まあ、そんなところだな」

「でもコンビニとかあるだろ。そこで食料を買えばよかったんじゃ……」

「……落とした」

「は？」

「屋敷を追い出されてすぐにサイフを落とした。それで、一文無しに……」

「………」

　ついてねー。

　それからずっと路頭に迷ってたわけか。

『これでわかったでしょ。今日あなたの家に来たのだって、私が電話で必死に説得したからなの。理由は言えないけど、この娘こもまだ帰るつもりはないみたいだしね』

「帰るつもりがない？」

　どういうことだ。追い出されたってのはまだわかるが、帰るつもりがない？　それじゃまるで、近衛が自分から涼月の家に帰るのを嫌がってるみたいじゃねぇか。

『それに、最近タチの悪い風邪が流は行やっているでしょう。私たちのクラスにも何人か罹かかっている人がいたわ。今夜も野の宿じゆくなんかしたら、きっとスバルも風邪を引いちゃうわね』

「………っ」

『ねぇジローくん。あなたってスバルの友だちなんでしょう？　友だちが困っているときに助けてあげるのが、友だちってものなんじゃないの？』

　そこまで言って、涼月は黙ってしまった。

　……ダメだ。

　もう降参である。

　理由がはっきりしないのは釈しやく然ぜんとしないが、ここまで言われて放っておけるわけがないし、近衛だって男装はしているが女の子だ。

　女の子に――これ以上野宿させるつもりはない。

　ああ――さらば、俺おれだけのゴールデンウィークよ。

　また来年、機会があればお会いしましょう。

「ほら――さっさと上がれよ」

　玄関で俯うつむいている近この衛えに促した。

「でも、あんまりがっかりすんなよ。いま家にはリンゴとカップ麺めんしかないし、そりゃあ野の宿じゆくよりは良いかもしれないけど、涼すず月つきの屋敷からしたらきっと狭くて汚いしさ」

　部屋はちょうど母さんのが空いている。半年間ほったらかしだが、今から掃除すれば人一人くらいは寝泊まりできるだろう。

「……うん。すまない、ジロー」

　安心したのか、近衛はほんの少しだけ頬ほおを緩ゆるませた。

　ホントは屋敷を追い出された理由も聞きたかったんだが、今はやめておこう。よっぽど喋しやべりたくないみたいだし、俺に人の秘密を暴あばく趣味はない。どっかのお嬢様とは違うのさ。

「けど――心配するな」

　しかし。

　突然、近衛は自信満々にぺったんこな胸を張りながら宣言した。

「ボクだって、タダで泊まらせてもらおうとは思ってないぞ」

「……？　なんだそりゃ。おまえ、サイフは落としたとか言ってなかったっけ？」

「ああ。だから、身体からだで払う」

「……カラダ？」

　訊きき返すと、近衛は自分の過あやまちに気付いたようにハッとした。

「どうしてそこだけ強調するんだ！」

「でも、カラダって……」

「ち、違う！　そういう、えっ……えっちな意味じゃなくてだな……っ！」

　落ち着くためなのか、近衛は胸に手を当てて深呼吸した。

「だから、この身体で奉仕するって意味だ」

「……は？」

「む。ここまで言ってもわからないのか。だったらはっきり言うぞ。ここに泊まる間、ボクはこの家の――ジローの執事になろう。それがせめてもの礼儀というものだ」

「………」

「というわけで――これからよろしくお願いします、ご主人様」

　行儀良くお辞儀をする猫ねこ耳みみ執しつ事じ。

『――あら、楽しいゴールデンウィークになりそうね』と、電波の向こうから届いた最高に不吉な予言だけが、ショックで固まった頭の中でぐるぐると反響していたのだった。



    


  
    
      
　

第２話　ご主人様って呼ばないで！





「ジロー……これでいいのかな？」

　二階へと続く階段から下りてきた近この衛えが言った。

　その格かつ好こうはさきほどまでの執しつ事じ服じゃなく、なんと浪嵐学園うちの女子の制服。そして猫っぽいキャラがあしらわれた少女趣味なエプロンである。

「でも、よかったのか？　勝手に借りてしまって」

「平気平気。あいつだって俺おれの部屋を勝手に漁あさってたんだ。これぐらいしてもバチはあたらないさ。サイズがちょっと小さいかもって思ったけど、なんとかなったな」

　近衛が着ている服はエプロンも含めてすべて紅くれ羽はのものだった。さすがに一般中流家庭に執事服はミスマッチすぎるので、シャワーを貸してから着換えてもらったのだ。

　動きやすい格好を勧すすめたのだが、よっぽど女子の制服が着たかったらしい。普段から男装しているせいか、近衛は結構な少女趣味なのである。

　揺れるスカートにエプロン。

　格好的には執事というより朝食を作る女子高生なのだが、執事服にはない素朴さと家庭的な要素が全面的に押し出された気がする。



    


  
    
      



    


  
    
      　まあ、なんていうか……こういうのもたまには良いですね。

　あと言葉遣いも普通にしてもらった。いや、だって女の子から「ご主人様」とか呼ばれ続けたら落ち着かない。自宅で呼ばれるとなんかすげえ犯罪っぽいし。

「しかし、女の子の部屋に無断で入ってしまったのは……」

「気にするなって。それにおまえだって男装してるけど女の子だ。だったら問題ないだろ」

　仮にこれが男だったら割と問題あり。でも女の子同士なら話は別。そこらへんは同性の気軽さだろう。俺おれがやったら磔はりつけにでもされかねないからな。

「そ、そうだな。ボクは……女の子だったな」

　はて？　当たり前のことを言ってるのに、近この衛えがちょっとはにかんでいるのはなんでだろう。やっぱり他人の服を着るのは照れ臭くさいのかな。

「それよりほら、カップ麺めん食おうぜ。腹減ってんだろ」

　近衛をリビングに手招きする。

　我が家のリビングは一般中流家庭らしくそこまで豪ごう奢しやなもんじゃない。テレビだってブラウン管。しかも未いまだにアナログ放送。

　壁には家族の写真とかが飾ってあって微妙に恥ずかしい。子供の頃ころの俺と紅くれ羽は、それに母さんと親父おやじが四人で仲良く写ってる物まである。

「ジローの家はいいな。家族がみんな仲良さそうだ」

　近衛が壁の写真を見ながら呟つぶやいた。

　そういや、近衛は父親とあんまり仲が良くないんだっけか。

　近衛流ながれ。

　忘れるはずもない。

　あのオッサンには先月の一件で文字通りフルボッコにされたからな。

　記憶ではあのオッサンはかなりの……いや、重度の親バカだった。近衛だって男の子の振りをしているが実際は年とし頃ごろの女の子だ。だからきっとそこらへんは難しいんだろう。

　一通り写真を眺めた後あと、俺たちはリビングのテーブルの椅い子すに腰を下ろした。テーブルの上にはお湯を注ぎ終わったカップ麺。そろそろ二分半。いい頃合いである。

「……すまない。ボクが料理の一つでもできればよかったんだが……」

　用意されたインスタント食品を見て近衛はしょんぼりしてしまった。

　やべえ、うっかりしてた。

　近衛はある理由から料理が致命的にできないんだった。

　刃物恐怖症。

　簡単に言えば、刃物を見たり触ったりするのがどうしようもなく苦手なんだとか。

　でも、変だな。

　涼すず月つきの話じゃそれも徐々に克服できてきたはずなのに。

「いや、刃物に触るのは少しずつ慣れてきたんだが、それでも料理をするには重荷になってしまうんだ」

「そうなのか？」

「ああ。この前も、電子レンジを一つダメにしてしまった……」

「………」

　あのー、それって刃物恐怖症は関係ないんじゃ。

「その前は、オーブントースターをダメにしてしまったし……」

「ま、まぁそう気に病むなよ。どうせ料理をしようにも家の冷蔵庫にはリンゴしかないしさ。それよりさっさと食おうぜ」

　大至急家の電化製品たちを避難させた方がいいのかもしれんと考えながら割わり箸ばしを割る。フタをあけると、香ばしい匂においと真まっ白しろい湯ゆ気げが飛び出してきた。うん、上々。さすがはカップ麺めん。この国が生み出した最も偉大な発明品である。

　目の前の光景にうっとりしながら、ドロドロと付属の調味油を入れていると……。

「むー……」

　近この衛えが、時限爆弾でも見るような目つきでカップ麺とにらめっこしていた。その姿は見たことのないエサを与えられた野の良ら猫ねこを思わせる。

　まさか――初体験なのか、カップ麺。

「こうやって袋の中身を入れてから食べるんだよ。そんなに警戒すんなって。毒なんか入ってないから」

　証明するようにずるずると麺を啜すすると、近衛も意を決したように調味油を入れ、ぎこちない手つきで麺を口に含んで、

「！」

　一瞬、パッと目を見開いて硬直してから、今度は目を輝かせながら続けざまに麺を啜っていく。

　おお、どうやらお気に召したらしい。さすがはスーパー×ップ。執しつ事じの舌をも唸うならせるとは。けどこれが初カップ麺か。うーん、軽いカルチャーショック。

「ジロー、おかわり」

「って、はやっ！」

　うおおおマジで空からになってやがる！　スープまでねえ！　こっちはまだたったの一口しか食べてないのに!?

「ふん、まあまあだな」

　言いながらも近衛はうんうんと満足げに頷うなずいた。

　気に入ってくれて何よりなのだが、食べるペースが速すぎやしないか。あとおかわりって、そのスーパー×ップは１・５倍だぞ。

「ジロー」

　おかわりを用意してやると、近この衛えはやけに真剣な顔つきになって。

「そろそろ、おまえのご両親にご挨あい拶さつがしたいんだが」

　パフューッ！　と俺おれは口に含んだ鶏とりがらスープを勢いよく吹き出した。

「そんなに驚くことか？　少しの間とはいえ、ボクはこの家の執しつ事じになるんだ。この家の主あるじであるおまえのご両親にあいさつするのは当然だろう」

　何でもないことのように言う執事くん。

　紛まぎらわしい言い方すんなや。

　頭の中でツッコミを入れてから、ゲホゲホと咳せき込んだ。

「そんなことしなくていいよ。母親は海外に行ってていないし、父親は……」

「父親は？」

「………」

　不覚にも、言葉に詰まってしまった。

　そう言えば、俺と近衛は同じ片親同士だった。しかもどちらも同じような時期に同じような理由で親を亡くしている。俺は父親を、近衛は母親を。

　俺の親父おやじが死んでるってことは、レジャーランドに行ったときにポロッと言ってしまった気もするけど、そのときは冗談だって思われたんだっけ。

　………。

　さて、どうするか。

「……親父は会社の出張で単たん身しん赴ふ任にんだ。だから、しばらく帰って来ない」

　ついつい、口から出まかせを口走っていた。

　父親がいないことで気を使われるのが面倒だったのと、近衛に母親がいないことを思い出させるのはなんとなく嫌だったのだ。

　まあ、涼すず月つきのマネじゃないが、その場限りのデタラメ。

　しばらくバレることはないだろうから、とりあえずはいいだろうけどさ。

「そうなのか。じゃあ仕方がないな。ところで紅くれ羽はちゃんは？　さっきから姿が見えないんだが」

　俺の嘘うそを信じたのか、近衛はあっさりと話題を変えてくれた。バレないでよかったと安あん堵どする半面、心の中で新たな疑問がひょっこりと顔を出した。

　コイツ――、なんで紅羽が合宿に行ってることを知らないんだろう。

　たまたま涼月が伝えるのを忘れてたのかな。

「あいつは今日から二泊三日で部活の合宿に行ってるよ。だから帰ってくるのは明後日あさつてになるな」

　ありのままのことを言うと、なぜか近衛は「えっ？」と表情を強こわ張ばらせた。

「……。なぁ、ジロー」

「ん？」

「と、ということは……ボクとジローは、紅くれ羽はちゃんが帰ってくるまで……その、二人きりで暮らすのか？」

　………！

　しまった。

　すっかりそのことを忘れていた。

「どういうことだ！　そんなの聞いてないぞ！」

「いや、俺おれは涼すず月つきが知ってたからてっきり……」

「ボクは何も聞かされていない！」

　頬ほおを上気させながら、近この衛えは両手でダンッと勢いよくテーブルを叩たたいた。

　ああああやっちまった。

　平穏な団だん欒らん風景が突とつ如じよとして大惨事に。まさか涼月のヤツ、こうなることを見越して紅羽がいないことを伝えなかったんじゃねーだろうな。

　いかん。

　ここは、何か空気を変えるような言葉を吐きださねば。

「と、とりあえず、それについては後あとでゆっくり話し合うとしてさ。食べ終わった容器はそこに捨てといてくれ。俺はこれ食べたら寝るからさ」

　この場から逃げ出したい一心で言った。

　しかし、近衛はそれを聞いた途と端たんガタンッと椅い子すを揺らして立ち上がって、

「ねっ、寝る!?　ちょっと待て！　確かに、ボクはこの家の……すなわちおまえの執しつ事じになると言ったが、いきなりそういう……えっ、えっちな要求は了承しかねるんだが……」

「！」

　あああああっ！　掘った！　墓ぼ穴けつを！　その勢いは地球の裏側ブラジルまで貫通し、そのまま現地のサンバカーニバルに参加できるほどだった。

「ち、違う！　そういう意味じゃなくてさ。俺はこれから睡眠を取るから、おまえは適当にくつろいでてくれ。部屋は二階の母さんのが空いてるし……」

　もはや俺の胸中は沈没中のタイタニックもかくやという大パニック。それでも何とか立ち去ろうと、必死に麺めんをかっこんでゴクゴクとスープを飲みほしていると……。

「……睡眠を取る？　それは、どういう意味だ？」

　近衛はクルミを抱えたシマリスみたいに小さく首を傾かしげていた。いや、どういう意味も何もそのままの意味なんですけど。

「だから、これから眠るんだよ」

「眠るって……今は朝の九時過ぎだぞ？」

　リビングの時計を確認しながら訊きき返す近この衛え。その顔は信じられないものを目にした感じで固まっている。二本足で直立するレッサーパンダでも目撃したような表情だ。

「そんなに驚くことか？　確かにちょっと不規則かもしれないけど、こんなの高校生なら誰だれでもやってるだろ」

　テスト前だったら誰だって徹夜ぐらいするし、一回くらいは昼夜逆転の生活を体験しているだろう。今どきの高校生なんだからさ。

　しかし。

「――お嬢様は、そんなことはしないぞ」

　きっぱりと、執しつ事じくんは告げたのだった。

「どんなに夜よ更ふかししても、お嬢様は朝の六時には起床なさる。それが規則正しい生活というものだ」

「そんなこと言われてもな。眠いんだから寝かせてくれ」

　なんで他人に自分の生活習慣についてゴチャゴチャ言われなきゃならないんだよ。おまえは俺おれのお母さんか。

　視線をそらして自分の部屋に向かおうとすると――。

「たるんでる」

　背中にそんな言葉が投げられた。

　振り向くとそこにいたのは明らかに不機嫌になったスバル様。「むーっ」と口をへの字に曲げた執事が、無ぶ愛あい想そうに俺を見つめていた。

「わかった。ジローがどんなにたるんだ生活を送っているかよくわかった。ボクが――そのネジ曲がった性しよう根ねを叩たたき直してやる。主あるじの生活を正すのも、執事の役目だ」

「叩き直すって……」

　鍛冶屋かおまえは。ひょっとして一日の予定表でも書かせる気か？　小学生の夏休みじゃあるまいし、そんなんで堕だ落らくしきった高校生の生活を正すのは不可能だぞ。

「確か、ジローの家の地下には道場があるんだったな。そこで実戦形式の組み手をやろう」

「組み手……」

　うえー、懐かしいなオイ。そういや母さんがいたころは毎日やらされてたっけか……。

「……はん。わかったよ。食後の運動にはちょうどいいしな」

　コキコキと手首を鳴らしながら宣言する。

　プラン変更。

　たまにはこういうのも良いだろ。

　正直痛いのは嫌いだが、母さんのスパルタ教育から解放されて半年――そろそろ身体からだも鈍なまってきたと思ってたところだったんだ。

　それに――先月のレジャーランドでの一件もある。

　スタンド・バイ・ミー。

　その言葉の意味を、俺おれだって忘れたわけじゃない。

　だから、身体からだを鍛え直すのは悪いことじゃないはずである。

「………」

　――でも、怪け我がだけはさせないようにしなくちゃな。

　心の中で噛かみしめながらリビングを出て、道場へと向かう。

　そう――このときの俺は、まだ余よ裕ゆう綽しやく々しやくだったのだ。

　近この衛えに怪我をさせない。そんな気き遣づかいが甘かったと、文字通り身体で知ったのは、約半日後のことだった。



　　　♀×♂



「くっ……はっ……」

　地下道場。

　一般家庭には似つかわしくないその一室。まず目を引くのは真ん中にどおんと設置された練習用のリングだろう。他ほかにもサンドバッグやら筋トレ用のウェイト機具とかが散らばった二十畳ほどの部屋。恐ろしいことに、すべて母さんの趣味である。

　中央にあるリング。

　俺は、その上で大の字になるようにして倒れていた。

　あれから、休憩をはさみながら何回稽けい古こをつけたかわからないが、戦況はかなりのワンサイドゲームだった。

「そろそろお開きにしよう」

　澄み切ったアルトボイス。

　視線をあげるとそこには俺とは対照的に涼しい顔をしたスバル様。

　胴着姿である。

　柔道や空から手てに使われる白を基調としたタイプで、下は黒い袴はかま。ちょうど合気道で使われる胴着に似ている。

　さすがにエプロンのままで戦うわけにもいかないので、家にあったものを近衛に貸し出したのだ。他にも色々種類はあったのだが、近衛が選んだのがこれだったワケ。

　コイツが着ると凛り々りしくてとてつもなく似合うのだが、困ったことに、その実力は見せかけだけではなかった。

　――強すぎる。

　思えば、コイツは先月ゲーセンであの紅くれ羽はに勝っているのだ。だからこの結果は予想しておくべきだったのかもしれん。

　ことごとく、攻撃がいなされる。

　こんな経験は初めてだ。打撃戦じゃ勝ち目がないと判断して、体格差を生かして寝ね技わざに持って行こうとしたのだが、逆に関節を取られてしまった。

　近この衛えスバル。

　執しつ事じとして主あるじを護まもるために護ご身しん術じゆつを習ってるって聞いていたが……まさか、こんなに差があるとは。

　くそぅ。

　スタミナには結構自信があったのに。

　よりにもよって、女の子に持久力で負けるなんて……。

「そんなに落ち込むことはないぞ。今の組み手、そこまで悪くはなかった」

　天井を眺めていた俺おれに近衛はバスタオルと水の入ったペットボトルを差し出してきた。むー、なんか施ほどこしを受けるみたいだが、背に腹は代えられん。ぐびぐびと渇いた咽のどを潤うるおして、ゴシゴシと汗にまみれた髪をバスタオルで拭ふく。

　気付けば時間はもう夕方。

　本当はここまでやるつもりはなかったんだが、あまりにも負けっぱなしだったので、やってるうちにどんどん気持ちが燃えてきてしまったのだ。やっぱり、この半年間で俺の身体からだはずいぶん鈍なまっていたらしい。これは、本気で鍛え直すことを考えた方がいいのかもしれん。

　でも、それとは別に――組み手をこなすうちに、女の子に触れるのに慣れてきたような気もする。そりゃあ、かなり微々たるものなんだけどさ。悔しいが、涼すず月つきの言う通り、近衛と一緒に生活するのは、女性恐怖症の改善に役立っているのかもな。

「しかし、ジローの家にはいっぱい胴着があるんだな。しかもサイズも種類もみんな違っていた。もしかして胴着コレクターなのか？」

　どんなコレクターだ。そんな愉ゆ快かいな性せい癖へきは持ってねえぞ。

「違うよ。あれは戦利品だ」

「戦利品？」

「ガキの頃ころから母さんに色んな格闘技道場に遊びに連れていかれてさ。レスリングとか柔道とか空から手てとか。そこでやるわけだよ。『俺が勝ったらその胴着をください』って感じで」

　俺はちょこちょこ負けていたが、一緒に行った紅くれ羽ははすごかった。というか、異常だった。ガキなのに大人おとなの有段者に勝って黒帯を取ってきていたからな。

　懐かしいなぁと思い出に浸っていると、近衛は怪け訝げんそうな顔をした。

「なぁ……それって、道場破りって言うんじゃないのか？」

「ん？　言われてみればそうかな。俺たちは殴り込みカチコミって呼んでたけど」

「余計に悪い言い方だ！」

「ここいらじゃ、俺おれと紅くれ羽はは『カチコミ兄妹きようだい』って呼ばれてたんだぜ」

「なんでちょっと自慢げに言うんだ!?」

「ま、ガキの遊びだよ。あそこの道場のヤツに勝ったら今日の夕飯はハンバーグだとか、そんな感じで賞品があったから割と楽しかったけどな」

　思い起こせばあの頃ころは色々あった。

　クラスメイトの黒くろ瀬せと知り合ったのも、中学生のときにそんな感じであいつの柔道部に行ったのがきっかけだった。もっとも、当時小学生の紅羽が全国大会にも出場経験のある柔道部をたった一人で壊かい滅めつさせたときは、俺もあいつもかなり青ざめていたが。

「――ジロー。汗は拭ふき終わったか？」

　過去のトラウマを必死に振り払っていると近この衛えがそんなことを訊きいてきた。

「おぅ。そうだ、先にシャワー入るか？　俺は後あとでいいからさ」

「いや、その前に洗濯がしたい。さっき見たら大だい分ぶ洗濯物が溜たまっていたから」

　と、我が家の執しつ事じは俺から汗のしみ込んだバスタオルを受け取る。

　手伝おうかと訊いたらきっぱりと断られてしまった。

「おまえは何もしなくていい。これは執事の仕事だ」

　むむっ。なんだか申し訳ない。近衛だって疲れているはずなのに。俺だけくつろいでいていいものか。

「気にするな。それより、もうちょっとここで休んでいろ」

　俺の心境を悟ったのか、近衛はそれだけ口にして、胴着のままでそそくさと上へ続く梯子はしごを上がって行った。

「………？」

　変だな。

　今のあいつ、心なしかそっけない態度じゃなかったか。やけに無ぶ愛あい想そうというか。んー、おかしいな。組み手が始まってからはあいつも活いき活いきしてたのに。やっぱりカップ麺めん二杯は胃に重かったか。

　うーん、と大の字で寝転んで考えていると――。

「――あ、」

　そういや、一つ言い忘れていたことがあった。

　我が家の洗濯機はただいま絶不調なのである。

　具体的に言うと、洗濯物をある一定量より入れて作動させると、某ボクシングマンガに出てくるデンプシーロールのごとく本体が激しく揺れ、そのまま機能停止に陥る。前に調子が悪くなったとき、業ごうを煮やした紅羽が見事なシャイニングウィザードをかましたことが原因なんだが、それ以来どうも反抗期になってしまったのだ。

「しゃあない、ちょっと様子を見に行くか」

　上体の反動で立ち上がって梯子はしごを上る。

　どうせ洗濯するなら今俺おれが着ている服もやった方が効率的だよな。近この衛えの胴着は迂う闊かつに洗濯すると色落ちするからそうもいかないが。

「……ん？」

　と。

　廊下を進んで脱だつ衣い所じよの引き戸を開けようとしたそのときだった。

　脱衣所の扉。

　わずかに開いた隙すき間ま。

　そこからは、微妙に向こう側の光景が覗のぞけた。

　いや、別に覗き見しようと思ったわけじゃないが、目に映った映像があまりにも奇妙だったので、思わず引き戸にかけた手が止まってしまったのである。

　……何やってんだ、あいつ。

　脱衣所にある洗濯機の前。

　そこで、近衛は先ほどの俺が使ったバスタオルを両手に持ったまま固まっていた。

　洗濯かごが空からなのを見ると、他ほかの洗濯物は洗濯機の中に入れ終えたのか。

　けど、どうしてバスタオルだけ入れないんだろう。

「………」

　ただ無言で、近衛はバスタオルをじーっと見つめていた。

　でも……なんかその目つきがおかしい。

　まるで、何かを必死に堪こらえている感じ。

　例えるなら、今あいつの頭の中では、可愛かわいらしくデフォルメされた天使と悪魔がノルマンディー上陸作戦なみの血みどろの戦いを繰り広げている。そんな妄想さえ抱いだかせる、理性でなんとか自分の願望を抑えつけているみたいな表情。

「…………」

　――やがて。

　脳内の戦いが終結したのか。

　躊躇ためらいながらも、

　ゆっくりと、

　近衛は、バスタオルを自分の顔に近づけて――。



「――おまえ、何やってんの？」



　なんだか見ていられなくなって、ガラッと勢いよく引き戸を開けた。

　きょとんと。

　近この衛えは、オバケでも見るような目で俺おれを見てから、

「ふひゃあっ！」

　可愛かわいらしい悲鳴を上げて、その場で直立したまま三十センチほど跳び上がった。しかも膝ひざのバネを一いつ切さい使わずに。どんな技術だよ。

　と。

「ごぶはっ!?」

　瞬間、凄すさまじい勢いで飛んできた洗濯用洗剤が、俺の顔面を直撃していた。

　みぎゃあああ！　と叫び声を上げながら脱だつ衣い所じよの床をのた打ち回っていると、俺の顔面に洗剤の箱を投げつけた張本人は、しっぽを踏まれたライオンのごとくフーフーとこちらを威い嚇かくしていた。

「みっ、見たな！　いや、違う！　違うんだジロー！　けけ決して！　決して男の子ってどんな匂においがするんだろうとか！　そんなことが気になったわけじゃなくてだなっ！」

　とりあえずちょっと落ち着けよ。

　テンション高すぎてよく聞き取れねえよ。

　痛む鼻を押さえて立ち上がると、近衛は顔を真まっ赤かにしてあわあわと慌てた。

「とっ、とにかく！　違うからな！　今の行動は本当に違うんだからなっ！」

「何が違うんだよ。つーか、とりあえず洗濯はいいから、ちょっと脱衣所ここから出てってくれ。風ふ呂ろに入りたいからさ」

　一番風呂は譲ろうと思っていたんだが、さっきので洗剤を頭からかぶって髪の毛が漂白されてしまった。タイマーもちゃんとセットしたから風呂は沸わいているはずだし。

「あっ、うっ、風呂？　お風呂に入るのか？」

「そうだよ。先に入ってもいいか？」

「……。う、うん。じゃあ、ボクはいったん出て行くからなっ」

　ようやく落ち着きを取り戻したのか、近衛はすごい勢いで脱衣所から出て行った。

　さあて、風呂風呂。風呂は命の洗濯ってね。

　いったん自分の部屋に行って着替えを用意してから、着ていた服をすべて洗濯機に叩たたきこんだ。

　スリガラスのドアを開けて浴よく室しつに入ると、目につくのはやたら高そうなシャンプーやトリートメント。全部紅くれ羽はのである。年とし頃ごろの女の子らしく、髪の毛のケアには気を使っているのだ。

　ちなみにこの前俺が無断で使ったら、自分の部屋のファ×リーズの中身を濃こい口くち醤しよう油ゆに替えられるという、ガキの悪戯いたずらじみた報復を受けた。年頃の女の子って難しいよね。

　まずシャワーで全身の汗を流してから頭を洗う。使用するのはもちろん俺用の安いシャンプー。続いてボディ。全身をくまなく洗い終えたら泡を洗い流して湯ゆ船ぶねにつかる。

「……はあ」

　少し熱いくらいのお湯に身体からだを沈ませてから、長い息を吐いた。

　むー、生き返るとはこのことか。適度に疲労した身体にはなんとも気持ちいい。このまま眠ったら脳ミソがとろけるかもしれん。

　う～んと湯ゆ船ぶねの中で身体を伸ばして天井などを眺めていると――。

「湯加減はどうだ？」

　不意に投げかけられた声にびくっとしてしまった。

　いつのまにかガラスの向こうに近この衛えがいた。

　おおかた洗濯の続きでもしにきたんだろう。

「おお、なかなかいい感じだぞ」

「そうか、それはよかった。……では、入るぞ？」

「ああ、うん……」

　……って、おい。

　今コイツ、何なに気げにとんでもないことを言わなかったか……と考えなおしたときにはもう遅かった。



　バスタオル一枚の近衛スバルが、恥ずかしそうに浴よく室しつに入ってきた。



「うおおおい!?　お、おまえ！　なななな何してんだよ！」

　ぎゃああああ何だこの状況！　古来からラブコメなどではお約束とされてきたシチュエーションだが、まさか自分の身で体験することになるとは！

「何って……主あるじの背中を流すのは執しつ事じとして当然の義務だろう……」

　ツンとこちらから目線をそらして、近衛はか細い声で呟つぶやいた。

　どんな義務だよ。そんなことされたら恐怖症の発ほつ作さで確実に失しつ神しんするぞ。

　というか主の背中を流すって……え？　何？　つまり涼すず月つきって毎回近衛と一緒に風ふ呂ろ入ってんの？　ついつい二人のクラスメイト（女子）が仲良く談笑しながら互いの身体を洗い合っているのをイメージして……。

「…………」

　やべぇ。

　マジでやべぇ。

　即座に脳内で大音量の般はん若にや心しん経ぎようをエンドレスリピート。この状況で不謹慎なこと考えたらどんな誤解をされるか。考えてることがすぐバレるのは思春期男子の悲しい性さがである。

「ほ、ホントにいいから！　身体ならさっき自分で洗ったし！」

　これで近衛に「ご主人様」とか呼ばれてみろ。平凡な入浴風景が一瞬にして変へん態たいプレイに早変わり。何たる劇的ビフォーアフターだ。

「い、いや、ボクにも執しつ事じとしてのプライドが……」

　そんなもんは廃品回収にでも出して来い。

　目に映る淡雪のように白い肌。バスタオルから覗のぞく、ほどよい弾力がありそうな太もも。羞しゆう恥ち心しんに染まった頬ほお。くぅっ、まさかこれが着エロってヤツか。見てはいけないとわかっていても、ついつい目を向けてしまう……！

「あ、あんまりジロジロ見るな……っ」

　落ち着かないのか、近この衛えはバスタオルを押さえてスレンダーな身体からだをモジモジとくねらせた。

　……やめて。そういう微妙に色っぽい仕し草ぐさしないで。このままだと俺おれの下半身が大変なことになっちゃうから……。

「心配するな。ジローが何も着ていないがそこは問題ない。ほら、こうすればまとめて解決だ！」

　言って、有あろうことか近衛は浴よく室しつにあったハンドタオルでスイカ割りよろしく目隠しをしやがった。

　わあああああやめろバカ。

　さすがにそれはやばすぎるって。目隠しした女の子と一緒に入浴。それなんてプレイだよ。どう考えても犯罪のニオイしかしないってば。

「さ、さあ、ジロー。そこに座ってくれ」

　目隠しをしたままで、近衛は浴室にある椅い子すを指差した。

「………っ」

　これは……さすがに逃げ道はなさそうだ。

　覚悟を決めてからざばっと音を立てて湯ゆ船ぶねから上がる。

　目隠しをしているとはわかっていても平常心なんか保てやしない。お湯から上がったってのにゆでダコになりそうだ。

　うるさすぎる心臓の鼓こ動どうをなだめながら、近衛に背を向けて椅子に座る。

　うわー、頭がおかしくなりそう。電気椅子に座る死し刑けい囚しゆうだってここまで緊張はしないんじゃねえか。

「よし。次は、スポンジとボディソープを……」

　耳元近くから近衛の声。どうやらタイルに膝ひざをつけて座ったらしい。

「大丈夫か？　やっぱり目隠しは外した方がいいんじゃ……って、待て近衛！　違う！　それは違うぞ！　それはどう見ても金たわしとバスマジッ×リンだ！」

「む。うるさいな。ボクだってそれくらいわかっているぞ。ほら、これが……」

「いや、そっちは湯船に浮かべるアヒル――」

「……と、みせかけて、実じつはこっちの方だな。大丈夫。わかっている、ボクはちゃんとわかっているぞ」

「あっ……ち、違う！　そいつは一番違うって！　そいつを掴つかんだらマジで大変なことになっちゃうからぁあああっ！」

　主おもに俺おれの下半身が。

　浴よく室しつをさまよっていた細い腕がなんとか当初の目標をキャッチする。なんかすげえ不安。風ふ呂ろ場ばでまさかのビーチフラッグス大会の開催だった。

「じゃ、じゃあ、洗うぞ？」

「あ、ああ、よろしく頼む」

　お互い不安げなやり取りを交わした後あと、背中にザラついたスポンジとヌルヌルとしたボディソープの感かん触しよくが触れる。

　どこかぎこちない手つき。やっぱり近この衛えも相当緊張しているっぽい。高級な外車でも触るみたいな感じで、俺の背中をこすっていく。おかげで俺の心臓はエンスト寸前である。

「で、でも、あれだな。ジローって、結構大きな背中をしているんだな」

「ま、まぁな。これでもガキの頃ころから鍛えられてきたし」

　ガチガチと金属音がなりそうなくらいに会話も硬い。

　それに、バスタオル一枚の女の子に肌を触られてるって状況もあまりよろしくない。

　身体からだの一点に血液が集まっていく感覚。

　そう……紛まぎれもなく、女性恐怖症の発ほつ作さの前兆である。

「こ、近衛。そこまで熱心に洗わなくていいから」

　うなじの辺りをこすられて思わず声が裏返りそうになった。

　手つきがぎこちない分、変に力が入ってて刺激が強い。ビリビリと肌に電流でも流されてるみたいだ。

「だっ……大丈夫だ。もう背中はだいたい終わったから」

　と、近衛の手が壁のシャワーに伸びた。

　一度背中を洗い流すつもりらしい。手順的には最後にやった方が効率いいんじゃないかとも思ったが、きっと混乱してるんだろう。

　見えない近衛の代わりに温度を調整してやる。

　これで熱湯を浴びせられるというお約束のボケは回避できた。

　そんな風ふうに、俺が気を抜いた瞬間だった。

「ひゃうっ！」

　背後から可愛かわいらしい悲鳴が聞こえた。

　微かすかに背中に感じる冷たい水すい滴てき。

　やはり目隠しなんかしていたのが問題あったのだ。

　どうやら俺おれの背中にシャワーを当てるつもりが、間違って思いっきり自分の顔に当ててしまったっぽい。しかもまだお湯に変わる前の水を。

　けど、本当の問題はそんなことじゃない。

　何よりも深刻なのは、今の悲鳴で俺がとっさに後ろを振り向いてしまったことだろう。

「………っ！」

　その光景に、息を飲んだ。

　冷たさに驚いたのか、近この衛えはバランスを崩してタイルの上で尻しりもちをついていた。

　しかもシャワーを浴びたせいでバスタオルが張り付いてしまい、身体からだのラインが浮き彫りになってしまっている。

　水すい滴てきのついたきめ細かな肌と明るい色の髪。濡ぬれてしまったバスタオルのせいで薄うっすらと透けて見える肌色。成長途中の華きや奢しやな身体――。

「………」

　いかん。

　これは、発ほつ作さじゃなくても鼻血が出そうだ。

「や、やめろこの変へん態たい！　こっちを見るな！」

　目隠しごしに視線を感じたのか、近衛は座ったままでブンブンと手を振った。

　でもそれは逆効果だ。

　だって、そんなに暴あばれたらバスタオルがずるずるとズレ落ちて――。

「わっ、バカ、動くな……っ！」

　反射的に。

　俺は近衛の腕を掴つかんで取り押さえていた。

「やっ……いや……」

　不意に動きを拘こう束そくされて驚いたのか、スバル様はいつもの強気な態度とは程ほど遠とおい弱々しい声を出した。

「……ジロー？」

　俺が何も言わないのが不安になったのか、彼女は頼りなさそうに俺の名前を呼んだ。

　ドクン、と。

　心臓が大きく脈打った気がした。

　剥はがれかけたバスタオル。ほんのりと桜さくら色いろに上気した華奢な身体。触れ合った肌のぷにぷにと柔らかい感かん触しよく。拘束された両腕に、視界を奪っているハンドタオル。

　あられもない姿の、近衛スバル――。

「……ジ、ジロぅ……だ、黙ってないで、何か言ってくれ……」

　母猫にすがりつく子猫のように儚はかなげな声。

　……くそぅ。

　もう、理性がどうにかなりそうだ。

　湯ゆ船ぶねの中に入っているわけでもないのに、思考が沸ふつ騰とうしている。頭もやけにクラクラしているが、それが女性恐怖症のせいなのかもわからない。

　――それでも。

　ただ一つ安心できるのが、この状況を目撃できる人間は俺おれたち以外にいないってことだ。

　気持ちを落ち着かせるために、俺は大きく深呼吸した。

　そうだ。もしこんな場面を近この衛えのファンに見られてみろ。きっと裁判所をすっ飛ばしてガス室へ直行である。それを考えたらこの状況は全然マシじゃねえか。

　それに、今は紅くれ羽はだっていない。

　ああ、あいつが合宿に行ってて本当によかったよ。あのプロレスバカのことだ。家の風ふ呂ろ場ばで女の子とこんなことしてるってバレたらマジで殺され――。



「たっだいまぁ―――――っ！　兄さーん！　いま帰ったよぉ―――っ！」



　突とつ如じよ。

　そんなありえない幻げん聴ちようが浴よく室しつまで届いた。

　続けて「あれー？　兄さんどこー？」という声と廊下をペタペタ歩きまわっている音。俺にはそれが鎌かまを振りかざした死神の足音に聞こえていた。

　……最悪だ。

　最悪のタイミングで、我が家のリトルモンスターが帰って来やがった。

　坂さか町まち紅羽。

　間違いなく、最強のチャレンジャーの乱入であった……！

「ジ、ジロー！　どういうことだ！　紅羽ちゃんが帰ってくるのは明後日あさつてのはずじゃ……！」

　俺が思わず手を離すと、慌てふためく近衛は、真っ先に視界を奪っていた目隠しタオルに手を伸ばして、

「うわあああ！　やめろ！　まだ取るな！」

　間かん一いつ髪ぱつ。

　目隠しが暴あばかれる寸前に、俺は湯船にざぶんと飛びこんだ。

　ふぅっと安あん堵どの息の一つでも吐きたかったが、根本的な問題は何も解決していない。

　状況確認。

　バスタオル一枚で座り込む女の子と、全裸で浴よく槽そうに入っている俺。

　……うん。これは、どう転んでも極刑は免れないね。

　このままでは、我が家の風ふ呂ろ場ばが血に塗まみれた処刑場に変へん貌ぼうする……！



    


  
    
      



    


  
    
      「――あっ。なぁんだ。お風ふ呂ろに入ってたんだね」

　ひいっ。ついに脱だつ衣い所じよに到達しやがった。ちくしょう、今朝のあの抱きつきはなんだったんだ。銀河の果てまで行くんじゃなかったのかよ。

　くうぅ、こうなったらやるしかない。

　ここは、俺おれのトークでなんとか修しゆ羅ら場ばを回避せねば……！

「よ、よう、紅くれ羽は。どうしたんだよ。今日から合宿じゃなかったのか？」

　なるべく平静を保って、スリガラスの向こうに話しかけた。

「んにゃー、そうだったんだけど、ちょっと理由があって強制送還されちゃったんだよ」

「強制送還？」

　どういう意味だ？　国外にでも亡命するつもりだったんだろうか。

「実じつはね。腕、折れちゃった」

「は？」

「だから、骨折しちゃったの。いやー、久しぶりに救急車に乗っちゃったよ。お医者さんに診みせたら全治二週間だって」

「………」

　頭が痛い。コイツは何をやってるんだ。まさか怪け我がでリタイアしてくるとは。

「大丈夫かよ。他ほかに怪我はないのか？」

「うん。何とか腕一本で済んだんだ。我ながらラッキーだったよ」

「ラッキーって……」

「何しろ、相手の体重は軽く一〇〇キロを超えてたからね」

「一体何と戦ってきたの!?」

「えーっと……ツキノワグマ？」

「ホントに熊くまと戦ってたのかよ！」

　金きん太た郎ろうかよおまえは。仲良く相撲すもうでも取ってきたんじゃねーだろうな。

「合宿先に着いた途と端たん、うっかり縄なわ張ばりに入っちゃったみたいでさ。強かったなぁー。まさか熊さんなのに一本背負いを仕掛けてくるなんて」

「どんだけ芸達者な熊さんなんだよ」

「でも、勝ったし」

「勝っちゃったんだ！」

「ツキノワグマ、キャンキャン言いながらめっちゃ引っくり返ってた」

「それって立派な動物虐ぎやく待たいなんじゃ……」

「仕方ないでしょ。地元の人に『うへへ、お嬢ちゃん。熊を退治したらおじさんがプリンあげよう』って言われたんだ」

「大丈夫かそのおっさん！　なんかすげえ変へん態たいっぽいぞ！」

「あたしなんかまだいい方だよ。副キャプテンなんか『山やま狩がりじゃー！』って叫びながら一人で山に突っ込んでいって、そのまま遭そう難なんしちゃったんだ」

「………」

「今は山さん岳がく救助隊が捜してるけど、まぁあの人のことだから山の生態系を破壊するだけしつくして、そのまま普通に帰ってくると思うけどね」

　でも一日目でリタイアしちゃったのは心残りだなぁーと紅くれ羽はは残念そうに拗すねた。

　普通じゃない、絶対普通じゃないよ浪ろう嵐らん学園手芸部。なんか会話のノリが外国人傭よう兵へい部隊みたいですげー嫌だよ。

「ところで兄さん」

　妹は極きわめて冷静なしゃべり方で。

「どうしてこんなに早い時間にお風ふ呂ろに入ってるの？」

「！」

　来た。

　ついに来た。

　恐れていた尋問タイムの始まりである。

「べ、別に。大した意味はないよ。少し汗かいちゃったからさ」

　嘘うそは言ってない。今だって冷や汗が止まらないぞ。

「そうなんだ。でも――ここにきれいにたたまれた胴着があるのはどうしてかな？」

「!?」

　しまった！

　近この衛えの脱いだヤツか！

　なんてことだ……現場に確固とした証拠が残されていようとは……！

「い、いや、実じつは急に胴着が着たくなっちゃってさぁー……」

「サイズも合ってないのに？」

「う、うん。ちょっときつかったけど着れないことはなかったよ」

「……。へぇー、じゃあさ……」



「その隣に――同じくきれいにたたまれた女性用下着があるのはなんでかな？」



「――――」

　終わった。今まで必死にあらがっていた俺おれの脳細胞たちも「もう無理ッス」と言い残して、次々と崖がけから身を投げて投身自殺を始めていた。

「もしかして、急に女性用下着を身に付けたくなっちゃったとか？」

「ま、まあ、そんなとこかな……」

「サイズも合ってないのに？」

「は、はは。ちょっときつかったけど、穿はけないことはなかったよ」

「あはは、そっかー、それは良かったねー。――ところで兄さん。あたしも一緒にお風ふ呂ろに入っていい？」

「……なっ」

「合宿で汗かいちゃったし、いいでしょ？」

「む、無理に決まってるだろ」

「なんで？」

「なんでって……」

「あたしがそっちに行ったら困ることでもあるの？」

「………」

「ねぇ兄さん。兄さんと一緒にお風呂に入ってる女の子は、一体どこの誰だれなのかなぁ？」

　妹の声は極度の怒りにぶるぶると震えていた。

　……南な無む三さん。

　俺は覚悟を決め、湯ゆ船ぶねから手を伸ばして浴よく室しつのドアのカギを施せ錠じようした。

　籠ろう城じよう。

　苦く肉にくの策だが、立てこもり作戦である。

「あれー、兄さーん、どうしてカギなんか閉めるのー」

　コンコンとスリガラスをノックする音が浴よく室しつにエコーする。

　怖こええ。

『シャイニング』って映画に似たようなシーンがあった気がする。もしくはヒッチコックの『サイコ』。下へ手たしたらこのあとナイフとかで滅めつ多た刺しにされちゃうかもしれん。

「ふぅん。そういうことしちゃうんだぁ。だったら――あたしにも考えがあるよ」

　紅くれ羽ははやけに冷たく言い放つと、そのままドアノブに手をかけて。

「えーぃ、バイ×ルト！」

　そんな掛け声と共に、ドアノブが勢いよく回転……って、うおおっ!?　ド、ドアノブが！　ドアノブがメキメキと歪いびつな音を立てて変形していく！　なんつー馬ば鹿か力ぢから！　ていうかそれ絶対魔法使ってないよね！

「……ゴメン、近この衛え。もし俺おれが死んだら学園の桜の木の下に小さな墓はかを建てて欲しい。できればたまに線香もあげてやってくれ……」

　遺ゆい言ごんを残してから、俺は湯ゆ船ぶねの中で短かった人生を振り返っていた。

　脳裏で今朝方紅羽に握りつぶされたリンゴの圧殺死体が鮮明にフラッシュバック。

　ああ、あと数秒で俺もああなるのか。きっとアカレンジャーよりも真まっ赤かになってしまうに違いない。

「――心配するな、ジロー」

　しかし。

　この切迫した状況にも関かかわらず、近衛は冷静だった。

　まさか、何かこの状況を打開するとっておきの秘策が――。

「話し合えば、なんとかなる」

「なるかぁ―――――――っ！」

「むっ。何てことを言うんだ。紅羽ちゃんはジローの妹だぞ」

「妹だからこそ兄貴の俺が一番よくわかってんだよ！」

「ちゃんと誠意をもって対応すれば、きっと理解してくれるはずだ」

「そんな平和的な手段が通用する相手じゃねえ！」

　なにせ十年以上も俺をシバき続けた妹である。この期ごに及んで融ゆう和わ政せい策さくが通じるとは到底思えん。

「任せろ。主あるじを護まもるのも、執しつ事じの務めだ」

　近衛はそう言ってメキメキと音を立てているドアと向き合った。

　ベキッと、ついにはカギが破壊され、さっきまでドアノブだったものがカラカラと音を立てて浴室の床を転がっていく。

　最終防衛ライン突破。

　極度の緊張にゴクリとつばを飲みこんだ瞬間、浴よく室しつのドアがバーンと開いた。

「うりゃーっ！　御用だ御用だ！　事件は会議室じゃなくて現場で起きてるんだーっ！」

　麻薬取引現場にガサ入れをする刑事のテンションで紅くれ羽はが踏み込んできた。朝と同じジャージ姿。本当に骨折しているらしく、右腕の肘ひじから先を包帯で巻いている。

「……って、あれ？」

　入ってすぐに、くりっとした大きな瞳ひとみが、対面している人物に釘くぎづけになった。

「こっ……ここここっ、このえしぇんぱい？」

　あんぐりと開いた口で必死に近この衛えの名を呼ぶ妹。

　対する近衛はバスタオル一枚ながらも落ち着いていた。

　見つめ合う二人。

　沈黙。

　何とも言えない緊張が浴室を埋め尽くす中――。



「――お帰りなさいませ、お嬢様」



　華麗に営業スマイルを浮かべて、スバル様はうやうやしく頭を下げた。

　再び。

　数秒間の沈黙が流れた後あと――。

「お、おい！　紅羽！」

　紅羽は、物の見事に引っくり返った。

　……ダメだ。

　完全に目を回してる。しかも口から泡を吹いて手足をピクピクと痙けい攣れんさせていた。どうやら、あまりのショックに気絶してしまったらしい。

「ほら、話し合えば何とかなっただろう？」

　えっへんと。

　執しつ事じくんは得意げに薄っぺらい胸を張った。

「…………」

　――絶対に、一ひと筋すじ縄なわじゃ終わらねえぞ。

　去ってくれた危機にとりあえず息を吐きながらも、俺おれはこの混こん沌とんとしたゴールデンウィークの行く末に、そんな漠ばく然ぜんとした不安を憶おぼえた。



    


  
    
      
　

第３話　迷犬ハスキー





「……ふぁぅ……むにゃ。……あれぇ？　兄さん？」

「よぉ。おはよう、紅くれ羽は」

　乱入事件から約一時間。

　リビングにあるソファーの上で、紅羽はパチクリと目を開けた。

「えーっと、あたしなんでここにいるの？　確か合宿先で熊くまと戦って骨折しちゃって……仕方ないから家に帰ってきて……あれれ？　おかしいな、そこからよく憶おぼえてないや」

　チャンス。

　何たる僥ぎよう倖こう。

　引っくり返ったときに頭でも打って記憶が飛んだらしい。

「ソファーで横になって、そのまま寝ちまったんじゃないか？　きっと疲れてたんだろ。俺おれが風ふ呂ろから上がってきたら、もうここにいたぞ」

　もちろん嘘うそ八百。本当は浴よく室しつで気絶した紅羽を俺と近この衛えでここまで運んで来た。無論ちゃんと服を着てからな。

「んー、そうなのかな。そんなに疲れてなかったのに。でもやけに変な夢を見たよ」

「夢？」

「うん。近衛先輩が家のお風呂に入ってる夢」

「………」

　ピンチピンチ。どうやら完全に記憶が消えたわけではないようです。

「あたしはお風ふ呂ろ場ばで近衛先輩とバッタリ遭遇しちゃって……」

「………」

「そこで近衛先輩が『紅羽ちゃん、一緒に入ろう』って言ってくれて、ついにあたしは大人おとなの階段を……」

「昇ってねえよ。安心しろ。全部夢だ」

　半分はホントだけどな。都合の悪い記憶は抹消しておかねばなるまい。

「あはは。そうだよね。近衛先輩が家にいるわけないもんね。そんな夢みたいなことがあるわけな――」



「ふぅ、いいお湯だった」



　言いかけた所で、バスタオルで髪を拭ふきながら近衛がリビングに入ってきた。着ているのは持参してきた黒いパジャマ。紅羽を運び終わったあと、あらためて風呂を貸したのである。

　そんな光景を見て、紅くれ羽ははくりっとした両目を限界まで見開いていた。

「あ、あれー、おかしいなー、寝起きだから頭がボヤけてるのかなー、なんだかありえない幻覚が見えちゃってるー……」

　よっぽど目の前の光景が信じられないらしく、ゴシゴシと目を擦こすっている。受け止めろ妹よ。これが理り不ふ尽じんな現実というものだ。

「お目覚めになったのですか、お嬢様」

　近この衛えはソファーに座る紅羽に気付いて、相変わらずの男装執しつ事じモードで話しかけた。

「にゃ、にゃ……」

　対して。

　我が家のリトルモンスターは、急にエサを取り上げられた飼い猫みたいな声を出しながら、呆ぼう然ぜんと口をパクパクさせていた。

「にゃっ……にゃんで近衛先輩が家にいるんですか!?」

「悪い紅羽。コイツ、今日から泊まることになったから」

「と、泊まぁ――――――っ！」

　あまりの衝撃からか、紅羽はソファーの上でリアルムンクの叫びと化した。大丈夫かコイツ。また気絶しそうな勢いだぞ。

「に、ににに兄さん！　どういうこと！　なんで近衛先輩が家に泊まるの!?」

「そんなに驚くことじゃないだろ。近衛は俺おれの男友だちだ。黒くろ瀬せだって何回か家に泊まったことはあるだろ？」

「近衛先輩を黒瀬先輩なんかと一緒にしないで！」

　うえー、何なに気げにひどいこと言ってるぞ。『私とお父さんの下着を一緒に洗わないで！』みたいなノリだ。そりゃあ黒瀬と学園の王子様じゃレベルが違うけどさ。

「そ、それに……近衛先輩！　どうしてあたしのことをお嬢様なんて呼ぶんですか!?」

「？　いけませんか？」

「いえ、むしろクセになりそうで……って、ちがーう！　おかしいですよ！　これじゃまるで近衛先輩があたしの家の執事になったみたいじゃないですか！」

「みたいじゃなくて、そうですよ」

「………は？」

「ですから、ボクは今日からこの家の執事になったんです」

「…………」

　倒れた。

　ボクシングのクロスカウンターでも喰くらったみたいに紅羽はリビングの床にぶっ倒れた。普通なら担たん架かを要請するレベルの倒れ方だったが、そこは坂さか町まち家長女。衝撃に打ち震えながらも、生まれたての仔こ鹿じかのようにフラフラと立ち上がる。

「と、ということは、今の近この衛え先輩はあたしに絶対服従ってことですよね？」

「はい。そういうことになります」

「じゃ、じゃあ『ボクは紅くれ羽はお嬢様の執しつ事じです』って言ってくださいっ」

「……？　構いませんよ」

　スバル様は不思議そうにしながらも了承してから、

「ボクは紅羽お嬢様の執――」

「やっぱりやめましょう」

　ビシッと。

　紅羽は即座に近衛の言葉を遮った。

「ダメです。今のあたしには刺激が強すぎます。だから敬語もやめてください」

「えっ……」

「お願いします！　あたしもこの歳で天に召されたくはないんです！」

　かなり苦渋の決断だったのか、ハアハアと息を乱しながら紅羽は胸を押さえている。どうでもいいけど、今のおまえってすげえビョーキっぽいぞ。

「大丈夫、紅羽ちゃん？」

「は、はい、なんとか。でも……どうして近衛先輩があたしの家の執事なんかに？」

「どうしてって……そんなの決まってるだろう」



「――身体からだで払うためだ」



　と。

　近衛は何でもないことのように言った。

　言いやがった。

　……おい。

　だから、その言い方は凄すさまじく語ご弊へいがあるんじゃ……。

「かっ、身体って……どういう意味ですか？」

「どういう意味も何も、言葉通りの意味だ。ボクはこの家の――ジローの執事なんだから、自分の身体で奉仕するのは当然だろう」

「で、でも、兄さんと近衛先輩は男同士なんですよ？」

「おかしなことを訊きくんだな。この場合、男同士だろうが関係ないぞ」

「かっ、関係ないって……」

　あわわわわ……と紅羽は壊れたテープレコーダーみたいにおかしな声を出していた。

　マズい。完全に今の発言を誤解してやがる。このままでは、また俺おれと近衛がボーイズラブ的な関係だと勘かん違ちがいされてしまう。

「お、落ち着け紅くれ羽は！　俺おれと近この衛えは、おまえが思ってるような関係じゃ――」

「兄さんは黙ってて！」

　ギロリとプレッシャーをかけられた。大きな瞳ひとみに水分を溜ためながら、紅羽は意を決して切り出す。

「近衛先輩。ちょっと訊ききたいんですけど、今日は兄さんとどんなことをしてたんですか？」

「どんなことって……」

　紅羽の言葉に近衛は一瞬黙った。

　……助かった。

　今日近衛としたことと言ったら組み手だけだ。ちゃんと説明してくれれば、俺たちがそういう関係だって誤解されるわけが……。



「二人で一緒に身体からだを動かして汗をかいていたな」



　背中から嫌な汗がどっと噴き出した。

　あの、すいません。もうちょっと語ご弊へいのない言い方はできないんでしょうか。

「ふっ、二人で汗をかいていたんですか？」

「そう。ほとんど今日一日ずっと」

「丸一日も!?」

「仕方ないだろう。さすがに丸一日は長いと思ったんだが、ジローが『なんだかやってるうちにどんどん燃えてきた』って言うから」

「……ち、ちなみに、具体的には何をやっていたんですか？」

「色々やったぞ。寝ね技わざとか」

「寝技!?」

「ボクは立ったままの方がやりやすかったんだが、ジローがなんとか寝技に引きこもうとするんだ。ジローの方が大きくて力も強いから、相手をするのは大変だったな」

「………」

　やたら淡々と言う近衛とは対照的に、紅羽はまたぶっ倒れそうになっていた。

　よし、倒れろ。倒れてもう一回頭をぶつけろ。そして今の会話をすべて宇宙の彼方かなたに廃棄処分してくれ。

　必死の祈りも空むなしく、妹は目を充じゆう血けつさせてこっちをにらんできた。

「兄さん！　確かにあたしは女の子を連れこんじゃダメって言ったけど……だからって、近衛先輩に……男の人にそんなことしちゃうなんて……っ！」

「ち、違う！　全部誤解だ！」

「何が誤解だよっ！　それに……兄さんの方が大きいって……」

「おいコラ！　なんでそこでショックを受けた顔をするんだよ！　言っとくが大きいってのは身体からだのことだぞ！」

「そっ……そんなのわかってるもん！　兄さんはその大きな身体で嫌がる近この衛え先輩を無む理り矢や理り押し倒したんでしょ!?」

「してねえよ！　組み手！　さっきのは全部組み手の話だ！　近衛は格闘技経験者だから、今日一日稽けい古こをつけてもらってたんだ！」

　それでもボクはやってない！　そんなノリで俺おれは身の潔白を主張した。

「く、組み手？」

「そうだよ……。おまえだって近衛が強いのは知ってるだろ。最近身体が鈍なまってるから、ずっと組み手をしてたんだ」

「………。近衛先輩、ホントなんですか？」

「ああ。さっきのは全部組み手の話だったけど……二人ともどうしたんだ？　特に紅くれ羽はちゃん。顔がやけに赤いけど、風邪でも引いたのか？」

「い、いえっ！　別に！　あっ、あたし、ちょっと自分の部屋に行ってきます！」

　言い残して、紅羽はバタバタと二階へと走り去って行った。

　眼鏡めがねを外して汗を拭ぬぐう。やっと冷や汗が止まってくれた。あのまま会話が続いてたらいつ脱水症状になってもおかしくなかったぞ。

「つーか、もうちょっと普通に喋しやべれよ。さっきの会話、なんか変だったぞ」

　内容もそうだけど、喋り方がどことなくギクシャクしていたというか。

　あれじゃ学園にいるときの近衛だ。

　主あるじ以外は誰だれも傍そばに近寄らせない憮ぶ然ぜんとした態度。孤独な王子様。スバル様と呼ばれる学園一の美少年――。

「……仕方ないだろう。あの娘こと話すのは、ちょっと苦手なんだ」

「苦手って……紅羽と話すのが？」

　確かにあいつは他人よりテンションが高いが、苦手っていうほどか。むしろ人懐っこくて話しやすいくらいなんじゃ。

「誤解しないでくれ。別にあの娘が嫌いなわけじゃない。紅羽ちゃんと喋るのは好きだ。歳の近い女の子と会話するのはそれだけで楽しい。ただ――」

「ただ？」

「紅羽ちゃんは、ボクの秘密を知らない」

　だから、どうも緊張してしまう。

　近衛はどこか寂さびしそうに呟つぶやいた。

　そういうことか。

　近この衛えは自分が女の子だってことを隠さなきゃいけない。

　だから男装しているときの近衛は、自分の秘密を知る人間以外は誰だれもそばに近寄らせない。秘密を知られるのが怖こわいから。

　それは、紅くれ羽はと会話するときも同じことで――。

「きっとボクが神経質になりすぎてるだけなんだ。でも、女の子だとバレるかもしれないと思うと、どうしても無ぶ愛あい想そうな態度になってしまう。本当は同じ女の子だから、もっと仲良く喋しやべりたいんだが……」

　暗い顔でガックリと落ち込んでしまった。

　なんだよ――聞いて損したぜ。

　コイツは、そんな簡単なことで悩んでたのかよ。

「おいおい、落ち込むほどのことでもねえだろ」

　深く考え込むことはない。なにせ、ここには俺おれがいる。近衛の秘密を知っている人間がいるんだから、解決策はある。

「そんなに硬くなるなよ。俺だっておまえの秘密を知ってるんだ。フォローぐらいは入れられるさ」

　そう、助けてやればいい。

　もし近衛の男装が紅羽にバレそうになったら、俺が何かしらの手助けフオローをしてやればいい。サッカーや野球と一緒だ。チームプレイ。誰かに弱点があるんだったら、別の誰かが補えばいい。

「だから、もうちょっとリラックスして話せよ。そっちの方がおまえも楽しいだろ？」

「……。すまない、ジロー」

　こくんと、近衛は小さく頷うなずいた。

　途と端たん、階段を下りてくる足音。

　よし、どうにかあいつに秘密がバレないように気を使わなければ……。

「……って、おまえ。なんだよその格かつ好こうは」

　リビングに戻ってきた紅羽を見て、俺は思わずツッコミを入れていた。

　白のワンピース。

　裾すそがレースになってる可愛かわいらしいデザインで、ちっこい紅羽が着るとなんだか着飾ったお人形さんみたいでわりと様になっている。

　我が家では滅めつ多たに見られない勝負服。

　骨折した腕が若干痛々しいが、どう見ても外出用の格好である。

「あはは、やだなぁ、おかしなことを言わないでよ。これがあたしの普段着じゃない」

「………」

　いや、おまえの普段着ってすげえラフじゃん。Ｔシャツにハーフパンツとか。それに髪形もそこまで気合入れてセットしてねえぞ。

「んにゃにゃ？　どうかしたの兄さん。何か言いたいことでもあるのかな？」

　にゃははっと満面の笑顔で訊きかれた。

　しかし、その瞳ひとみの奥にはこちらを威い嚇かくする明確なメッセージ。余計な情報を洩もらせば命はない。そんな威圧感がビシビシ伝わってくる。

　……なるほどね。

　気を使ってるのは近この衛えだけじゃないってわけか。

　まあ、これくらいの方がバランスがとれてちょうどいいかもな。

「さあ、そろそろ夕飯にしようぜ」

　時刻は夜の七時を過ぎたくらい。

　昼間にあれだけ運動をしたせいもあってか、正直腹ペコである。

「そうだな。というか、どうしてこの家の台所にはリンゴしかないんだ？　何か宗教的な理由でもあるのか？」

　どんな宗教だよ。えらく奇抜な戒律だな。

「違う。あれはリンゴダイエットだ。紅くれ羽はが最近ちょっと太ったって言って――」

　ミシッ。

　言いかけたところで、俺おれの背骨が奇妙な音を立て――ああああ内臓が！　リンゴをも握りつぶす紅羽のアイアンクローが、背骨からわき腹にかけての部分を圧迫している！

「あはは、そうなんですよ。兄さんったら最近ちょっと太っちゃったみたいで、あたしが食事制限してあげてるんです」

「なんだ、そうだったのか。紅羽ちゃんは兄想おもいの優しい妹なんだな」

「えっ、えへへ……そんな、優しいだなんて……」

　優しく微笑ほほえみかける近衛と照れ臭くさそうにはにかんでいる紅羽。

　どうしてだろう。望んでいた微笑ましい展開のはずなのに全く喜べない。あと紅羽さん、お願いですからそろそろ手を離してくれませんか。

「買い物に行くにはもう遅いし、昼間食べたカップ麺めんでいいかな？　ボクは好きだから問題ないんだが」

「いや、ダメだ。実じつは紅羽はカップ麺が大嫌――あぎゃあああっ！」

　出ちゃう！　やばいって！　マジでシャレになんないって！　このままじゃ俺は自分の中身たちとコンニチハしちゃうから！

「はい、問題ありません。あたしもカップ麺は大好きです」

「じゃあそうしよう。ところで……大丈夫か、ジロー。さっきから顔がすごいことになっているけど」

「ノープロブレムです。兄さんはご飯の前はいつもこんな感じです。きっとお腹なかと背中がくっついちゃうくらいペコペコなんですよ」

　言って、紅くれ羽ははやっと手を離した。

　危ねえ。本気でお腹と背中がくっつくかと思った。決して出会うはずのない二人が感動の対面をする寸前だったぞ。七夕の彦ひこ星ぼしと織おり姫ひめじゃあるまいし。

　痛むわき腹を押さえてる間に、人数分のカップ麺めんが用意されていく。

　うえー、紅羽のヤツ、自分から進んでお湯を入れてやがる。普段はあんなに嫌がってるくせに。近この衛えがいるといないじゃ大違いじゃねえか。

　待つこと三分。

　ほどなくして三人分のカップ麺ができ上がった。

「いただきます」

　しっかりとエース×ックにお礼の言葉を告げてから麺を啜すする。ああ、偉大だよ、スーパー×ップ。連続で食ってもこんなに美う味まいんだから。

「あぅ……」

　隣を見ると、紅羽がカップ麺相手に四し苦く八はつ苦くしていた。どうも上う手まく麺が掴つかめないらしい。変だな、コイツってこんなに箸はし使づかいが下へ手ただっけ。

「………あ」

　そっか。紅羽は怪け我がで利き腕が使えないんだった。当然箸を持つのも慣れない左腕になるわけだ。不器用な動作のせいで、何回やっても箸から麺が零こぼれていく。

　……はあ。

　ったく、しょうがねえなぁ。

「そんな調子じゃ麺が伸びちまうぞ。ほら、食べさせてやるよ」

　自分の箸で麺を掴んで、紅羽の口に持ってってやる。

「えーっ、やだよそんなの。あたしだって子供じゃないんだし」

「つべこべ言うな。ほれ、あーん」

「あー……ん、あちゅっ」

「あっ、悪い。今度はちゃんと冷ましてやるから」

「あうー、気を付けてよね。この服お気に入りのヤツなんだから」

「心配しなくてもスープなんか飛ばさねえよ。その代わり……んぐんぐ。お、やっぱり味み噌そもいけるな」

「ああっ！　ずるいよ兄さん！　あたしの味噌を横取りするなんて！」

「ちょっと味見しただけだろ。後あとでちゃんと俺おれのも分けてやるからさ」

　麺にフーフーと息を吹きかけて紅羽にも食べさせてやる。

　うーむ、なんかヒナ鳥に餌えさをあげてる気分だ。

　微妙に間接キスになってる気もするが、そこは家族なんだし問題ないだろ。

　もぐもぐと紅くれ羽はに麺めんを頬ほお張ばらせてやっていると。

「………ずるい」

　どこからか、小さな抗議が聞こえた。

　見ると、近この衛えがやけに険しい目つきで俺おれたちを眺めていた。

「なんだ。もしかしておまえも味み噌そが食べたかったのか？」

　近衛がいま食べているのは醤しよう油ゆである。むー、よっぽど味噌が食べたかったのかもしれん。ひどく恨うらめしそうな目をしている。

「い、いや、そういうわけじゃないが……。なんていうか、ジローと紅羽ちゃんは本当に仲が良い兄妹きようだいなんだな」

　どこか不機嫌そうにずるずると麺を啜すする近衛。なんだよ、味噌が食べたいんなら素直にそう言えばいいのに。我慢は身体からだによくないぞ。

　――と。

　俺があらためて自分の分に箸はしを伸ばしたときであった。



　くぅぅぅぅん。



　そんな、気の抜けた音ね色いろがどこかから響いた。

「………。今のって……」

　また腹の音か？

　でも、前に聞いたのとは微妙に違ったような……。

「なっ、なんでそこでボクを見るんだ！　今のは本当にボクじゃないぞ！」

　反射的に近衛を見たら真っ向から容疑を否ひ認にんされた。

　じゃあ、誰だれだ？

　少なくとも俺ではない。ましてや紅羽でもないだろう。さすがに隣から音が鳴ったら気付く。

　とすると、残るは――。

「に、兄さん！」

　音の出所を確かめようとしていたら、急に紅羽が叫んだ。

「そろそろご飯も終わったことだし、お風ふ呂ろにでも入ってきたら？」

「いや、いいよ。さっき入ったし」

　つーか、終わってねえよ。俺の分、まだ半分くらい残ってんじゃん。

「そんなこと言わないでさ。今ならあたしも一緒に入ってあげるから」

「なんでおまえと一緒に入んなきゃなんないんだよ」

「だって兄さん、『妹と一緒にお風ふ呂ろに入るのが僕の夢です』って小学校の卒業文集に書いてたでしょ？」

「書いてねえよ！　勝手に人の夢を捏ねつ造ぞうすんな！」

　嫌な卒業生だ。そんなヤツはもう一回一年生からやり直させた方がいいぞ。

「それより、おまえこそ風呂に入ってこいよ。俺おれと近この衛えはもう入ったからさ」

「えっ……あ、あたしはまだいいよ！　このあとやることがあるし……」

「やること？」

「あっ……」

　紅くれ羽はは気まずそうに視線をそらした。

　………。

　おかしい。

　はっきり言って挙動不審である。

　これじゃ、まるで俺に何か隠し事でもしているみたいな……。

「なあ、紅羽」

「な、なにかな、兄さん」

「おまえ――なんか隠してるだろ？」

「ぎくっ」

「………」

　……すげえ。

　自分からぎくって言うヤツ初めて見たよ。でも言ったのが血の繋つながった妹だからな。なんかフクザツな気分。

　ともあれ。

　紅羽が何かを隠しているのは間違いない。

　なんだろう。

　たぶんさっきの音に関係しているとは思うんだが。



　がりがりがり……。



　再びリビングに響くノイズ。

　さきほどとは違う、何かをひっかくような音ね色いろ。

　音がした方に目線をやると、そこにあったのは合宿に持っていったであろう紅羽のリュックサック。

「ん？」

　なんか……不自然なくらいに膨らんでる気が……。

「あ、あぅ！　見ちゃダメだよ！」

　ガタンッと椅い子すを揺らして立ち上がった紅くれ羽はは、片手でリュックサックを抱えあげた。

　その腕の中ではリュックサックがもぞもぞと動いている。ちょうど中にいる何かが必死に外に出てこようとしている感じで。

「あっ……ダメ！　出てきちゃダメ……っ！」

　必死に押さえようとする紅羽だが、いかんせん片手では上う手まくいかないらしい。まもなく、リュックサックのチャックの隙すき間まから黒くて湿しめった鼻先が――。

「……げっ」

　ひょっこりとリュックサックから顔を出した生き物。黒と白のふさふさとした毛並みにガラス玉のようにつぶらな瞳ひとみ。そしてどこか強こわ面もてな顔立ち。

　シベリアンハスキー。

　紅羽のリュックサックから顔を出してフンフンと元気いっぱいに部屋の匂においを嗅かぐソイツは、どう見てもシベリアンハスキーの子犬であった。



　　　♀×♂



「お願いだよ兄さん！　ちゃんと面倒見るから飼ってもいいでしょ！」

　うるうると目を潤うるませながら、紅羽は上うわ目め遣づかいで頼みこんできた。

　その腕の中では子犬が眠たそうに「わふぅ」と大あくび。

　たぶん生後二、三ヶ月くらいであろう。話によると、病院からの帰り道で拾ってきたとか。首輪がないから飼い犬か捨て犬かはなんとも言えないが……。

「心配するな、妹よ。さすがに元の場所に帰してこいとか、そういうベタなことは言わないから」

「……兄さん！」

　ぱあっと目を輝かせる妹。

　俺おれはその希望に満みち溢あふれた顔に優しく微笑ほほえみ返して、

「さぁて、ダンボールはどこにあったかな」

「うあああああ！　嘘うそつき！　やっぱり捨てる気なんだ！」

「冗談だよ。そこまで本気にすんな」

「鬼！　悪魔！　冗談にも程ほどがあるでしょ！　兄さんの血は何色なの!?」

「………。おまえ、確か毎朝俺のこと流血させてるよな」

「うっ……あ、揚げ足とらないで！　どうしてそんなに性格が悪いの!?　親の顔が見てみたいよ！」

「いや、めっちゃ見たことあるじゃん」

　同じ親から生まれただろ。それとも俺おれは拾われてきた子供だったのかな。だとしたらこの家に馴染めないのも納得がいく。

「ううっ……やだよぉー。この子はあたしの弟にするんだぁー」

　紅くれ羽ははヒクヒクと咽のどを鳴らしながら子犬をぎゅっと抱きしめた。

　まいったな。

　こりゃあかなりの重症だぞ。

「でもな、紅羽。今はちっこくて可愛かわいくても、コイツはそのうちでかくなるぞ。なにせシベリアンハスキーだからな。そしたら飼うのだって大変だろ？」

「そ、そんなことないもん。大きくなってもちゃんと一緒に遊ぶもん」

「遊ぶって……」

「この子なら、きっとあたしの技を全部受け切ってくれるよ」

「サンドバッグにする気かよ！」

「名前はパトラッシュにするんだ」

「縁起でもねえ名前付けんな！」

「じゃあ、ハチ」

「それだとやっぱり死んじゃうよね!?」

　ひでえ。紅羽のプロレスごっこに付き合って死ぬとか忠犬すぎる。まさしく犬死にだ。

「プロレス技で俺を説得しても状況は変わらねえぞ。エサ代は？　仕送り増やしてって母さんに手紙を送るか？　勝手に犬なんか飼ったって知ったら、母さんも怒るだろうな」

「にゃっ……」

「いいか。飼うってことは、一生付き合うってことなんだぞ。だから、中途半端な気持ちで飼っちゃいけないんだ。わかるよな？」

「そっ……それはわかってるけど……」

　紅羽は子犬を抱えたままシュンとうなだれた。

　冷たいことを言っているように聞こえるかもしれないがこれが正論である。生き物を飼うってことはそれなりの覚悟がいる。ましてやそれが犬……しかも大型犬なら尚なお更さらだ。コイツだって家にいるよりは、南極で犬ぞりでも引っ張っていた方がまだ幸せだろう。

「ほら、近この衛えも何か言ってくれ」

　さらなる説得のため、隣にいる近衛に協力を仰あおいだ。

　我が家の執しつ事じも、それくらいはわかってくれるはずである。

　そう思って目線を向けると――。

「紅羽ちゃん、その……ボクにも抱かせてくれないかな？」

　我が家の執事は心奪われた感じで子犬に熱い視線を注いでいた。

　……マズい。

　ここにも、愛あい玩がん動物の毒どく牙がにかかった人間が一人いやがった。

「やめろ近この衛え！　それは罠わなだ！　犬なんかに触るな！」

「何を言うジロー。こんなに可愛かわいい子が犬のはずがない」

「いきなり何言ってんのおまえ!?」

　どっからどう見てもそいつは犬だぞ。

　近衛は俺おれの制止を振り切って、一直線に子犬に擦すり寄って、

「……うわぁ、ふわふわだ……」

　ぎゅぅ～っと抱きしめた。

　さてはシベリアンハスキー独特の強こわ面もてな顔立ちがツボに入ったか。コイツの美的センスは若干おかしいからな。

「ジロー。ずっとは無理でも、ゴールデンウィーク期間だけならこの家に置いてあげてもいいんじゃないか？　その間になんとか引き取ってくれる人を探すということで」

　げっ。

「あっ、名案です近衛先輩。兄さんも、それなら問題ないよね？」

　がばっと、近衛の一言で紅くれ羽はまで息をふき返しやがった。

　二人は子犬を囲んですっかり意気投合。第二次大戦下のドイツとイタリアなみに強固な同盟が結成されつつある。

　いかん。

　ここは、一家の長男として確固たる威厳を示さねば。

「ほら、ジローも触ってみたらどうだ？」

　と、近衛がぴょこぴょこ尻尾しつぽを振る子犬を差し出してきた。ぎゃあああやめろ犬なんか近づけるなっ。

「ダメですよ近衛先輩。実じつは、兄さんは犬が大の苦手なんです」

　ぎくっ。

「幼稚園のときに野の良ら犬いぬにじゃれつかれて噛かまれたことがあって、それ以来犬がトラウマになっちゃったんですよ」

「お、おい、紅羽！」

　うわー、信じられねえ！　この妹！　平然と兄の恥ずかしい過去を暴ばく露ろしやがった！

「ふうん、そうなのか。こんなに可愛いのに」

「ですよねー」

　笑顔で子犬を可愛がる動物愛護団体のお二人。何たる政権交代。よそ者のシベリアンハスキーは一瞬で我が家のアイドルへと昇格していた。

　くそぅ、羨うらやまし……じゃなくて恨うらめしい。犬っころの分際で、女の子二人にチヤホヤされやがって……！

「なあ、ジロー」

　子犬を抱きながら近この衛えが上目遣いで俺おれを見つめてきた。

「本気でこの子を放り出す気なのか？」

「べ、別に、放り出すとは……」

「五月の夜は意外と冷えるからな。今夜も野の宿じゆくなんかしたら、きっとこの子も風邪を引いてしまうぞ」

「いや、犬だから人間の風邪は引かないんじゃ……」

「それに、きっとこの子も独りぼっちで寂さびしかったんだ。その気持ちは、屋敷を追い出されたボクにはよくわかる」

「………」

「だから、ジロー……」

「……っ！　わかったよ。ただしゴールデンウィーク中だけだからな。それが終わったら容赦なく追い出すぞ」

　言って、俺は近衛から視線を逸そらした。

　……くそっ。

　ずるいぞ。

　あんな表情で下から見つめられたら、断れるわけないじゃねーか。



    


  
    
      



    


  
    
      「わーぃ、兄さん大好きっ！」

　よっぽど嬉うれしかったのか、紅くれ羽はが俺おれの腰辺りに抱きついてきた。うげえええ勘弁してくれ。おまえは俺が女性恐怖症だって知ってるだろ。

「お、おい！　放せよ！」

「にゃはは。いいじゃん、兄妹きようだいなんだし♪」

　それこそ子犬みたいにすり寄ってくる妹。

　コイツの場合、この手のスキンシップは日常茶さ飯はん事じなんだが、やっぱり何回やっても慣れない。プロレス技をかけられるよりはマシだけどさ。

「…………むむっ」

　なぜか、近この衛えがまた不満そうに口唇くちびるを尖とがらせた。なんだよ、そんなに紅羽に抱きつかれたいのか。どうせなら代わって欲しいくらいだよ。

「……はあ」

　まあ、何はともあれ。

　騒がしかった一日も、これでようやく終わる。

　思えば色々あった。近衛が転がり込んできたり、紅羽が帰ってきたり、新しい家族が増えたり……ホント盛もり沢だく山さん。

　当初の予定とは大だい分ぶ違ってしまったが、たまにはこういう騒がしい休日もいいのかもしれん。とりあえず退屈だけはしなかったしな。

　さすがに、これ以上問題は起きないだろうし――。



　チャララ～ラ～ラ～ラ～ラ～ラ♪



　瞬間、鳴り響くケータイ。

　もはや定番となってしまったゴッドファーザーのテーマ。

　その主ぬしは間違いなく……。

「……げっ」

　着信画面を確認。

　やっぱり涼すず月つきだ。

　おいおい、なんてタイミングだよあの女。

　嫌々ながらも、通話ボタンをプッシュすると、



「ジローくん。玄関の鍵かぎはちゃんと閉めた方がいいわ。不用心だから」



　その声に俺はぎょっとした。

　なんと、涼すず月つきの声はケータイからではなく、すぐ後ろから聞こえたのだ。

「……っ！」

　驚いて振り向くと、そこにいたのは黒髪をツーサイドアップにした少女。黒い上着と真まっ白しろなスカート。上着がやけにタイトなせいでただでさえ抜群のプロポーションがさらに際立っているが、雰囲気はまさしく深しん窓そうのお嬢様。

　涼月奏かなで。

　彼女は、リビングの入り口でケータイを持ちながら優ゆう雅がに微笑ほほえんでいた。なぜか、その隣には大きなキャリーバッグが転がっている。

　そして、悪戯いたずらが成功した子供のようにニッコリと笑った。

「――来ちゃった」

「来ちゃったって、おまえ……」

「来たっちゃ☆」

「『ちゃ』じゃねえよ！　ラムちゃんかてめえは！」

「ふふ。相変わらずスピーディーなツッコミね」

　涼月はいつも通り落ち着いた様子でリビングに乗り込んできた。

　近この衛えと紅くれ羽はも突然の来訪者をただただ見つめている。さすがに何の前まえ触ぶれもなく来たのはショッキングだったらしい。二人揃そろってぽかんと口を開けている。

「お嬢様……どうしてここに？」

　やっとのことで口を開く執しつ事じ。

　涼月は自分の執事からの質問に「ふふん」と微笑んでから、

「どうして？　そんなの決まっているじゃない。あなたと同じように、私もジローくんの家にお世話になりに来たのよ」

　ドォオオンと。

　あまりの衝撃に、俺おれの頭の中では核の炎が上がっていた。しかもいくつも。第三次世界大戦の勃ぼつ発ぱつであった。

「おっ……俺の家に世話になるって……」

　なんで？

　別に家を追い出されたわけでもないのに。

「大丈夫。ちゃんと家出はしてきたから」

「わざわざ家出してきたのかよ！」

「だって、こんなに楽しそうなことに私だけ仲間外れなんて、そんなのひどすぎると思わない？」

「………」

　なんてヤツだ。さすがデビル涼月。本当に押しかけてくるとは。こんなことなら家の前に塩でも撒まいておけばよかった。いや、コイツの場合はバリケードを築いても突破してきそうだが。

「心配しないで。私だってタダで泊まらせて貰もらおうとは思ってないから」

「は？」

　………。

　いやいや。

　ちょっと待ってくれ。

　なんかこの会話、前に一回したことがある気がするぞ。デジャヴってヤツだ。確か、あのときは近この衛えが俺おれの執しつ事じに……。



「だから――今日からあなたのメイドになるわ」



「――――」

「というわけで、何なりとお申し付けください、ご主人様」

　ちょこんとスカートの裾すそをつまんで、映画のワンシーンのように優ゆう雅がに頭を下げる涼すず月つき。

　十秒ほど。

　現実という名の理り不ふ尽じんな悪夢と向き合ってから。

「ふざけんなああああああっ！」

　月に吠ほえる狼おおかみ男おとこよろしく、俺は絶叫していた。

「帰れ！　今すぐ帰れ！」

「ひどいこと言うのね。スバルのときは簡単に了承してくれたのに」

「おまえと近衛じゃ目的がまるで違うだろーが！」

　近衛が執事をやる理由が純粋に恩返しだとする。しかしコイツの場合は、『なんだか面白そう』という至し極ごく快楽的な理由なのである。これは早急に涼月奏かなで対策本部を設置せねば。

「そんなに嫌なの？　それとも私みたいなメイドはいらないのかしら」

「うっ……」

　不意に近づいてきた涼月の顔に声が詰まった。

「ねぇ、ジローくん？」

　入れたてのホットチョコレートみたいに甘い声で、涼月は俺の名を呼んだ。

　……やばい。

　早くも心が折れそうだ。

　だって極上の笑顔で迫ってくるんだぜコイツ。こんなメイドに尽くされるならそれこそバラ色の日々だろう。

　しかし、騙だまされちゃダメだ。ここにいるのはデビル涼月。ヒツジの皮を被かぶったオオカミ。結婚詐さ欺ぎ師しなみに計算高い女である。

　そんなヤツにメイドになられてみろ。俺おれの家庭は大型台風が直撃したかのごとくブチ壊されてしまう。この愉ゆ快かい犯はんの参戦だけは、なんとしても水みず際ぎわで食い止めなくては……！

「とにかくダメだ！　それに家には近この衛えがいる！　使用人ならもう間に合ってんだよ！」

　ピシャリと言い放ってやった。

　よく考えれば近衛は家に来てから執しつ事じらしいことを何一つしていないような気もするが、それはそれ。今は、このお嬢様を追っ払うことさえできれば――。

「そう、わかったわ」

　意外にも、涼すず月つきはすんなりと俺の意見に頷うなずいた。

「つまり、ジローくんが言いたいのはこういうことでしょ？　一般中流家庭に使用人は二人もいらない」

「お、おお。そうだよ。家にはもう近衛がいる。だから――」

「だったら、勝負をしましょう」

「………はい？」

　予想外の返答に、俺の思考回路は一瞬で凍りついた。

「簡単な話よ。一般中流家庭に使用人は二人もいらない。だったらどちらがこの家の使用人に相応ふさわしいか、ちゃんと決めればいいのよ」

「お、お嬢様……？」

　困こん惑わくする近衛に、涼月はクスッと不敵に微笑ほほえんだ。

「さぁ――戦争よ、スバル。執事vsメイド。どちらがジローくんの使用人に相応しいか、この私と勝負しなさい」

　ビシッと。

　一直線に、涼月は近衛を指差した。

　宣戦布告。

　それは、どう見ても宣戦布告にしか見えなかった。

「………」

　……ほらね。

　やっぱり、一ひと筋すじ縄なわじゃいかなかったでしょ？



    


  
    
      
　

第４話　執しつ事じとメイド





「おはよう、ジローくん」

　翌日。

　起床してからリビングに行くと、そこには涼すず月つきがいた。

　メイド服だった。

「………っ！」

　おいおい。

　朝っぱらからなんて格かつ好こうをしてやがるんだコイツ。

「どうかしら？　ここに来る前に買って来たんだけど……似合ってる？」

　メイドにしてはやけに短いスカートを揺らしながら、涼月はふわりと一回転。

　ふわふわしたフリルが大量についたエプロンドレス。白と黒のコントラストが長い艶つややかな黒髪と絶妙にマッチしている。どっからどう見てもメイドにしか見えん。

　しかも、中身は涼月奏かなで。

　筋すじ金がね入りのお嬢様である。

　お嬢様がメイド。



    


  
    
      



    


  
    
      　お嬢様なのに、メイド。

　なんだよ……その見事なギャップは。

　ときめいちゃうじゃん。

「大丈夫？　なんだか顔色が悪いみたいだけど、もしかして寝不足なの？」

　即席メイドとなった涼すず月つきが俺おれの顔を覗のぞき込んできた。

　………。

　いやいや。

　この期ごに及んで何を言ってるんですかね、この人は。

「……俺が寝不足になったのは全部おまえのせいじゃねーか」

　欠伸あくびを噛かみ殺しながら答えた。

　当たり前だ。

　あんなシチュエーションに身を置かされたら眠れないに決まってる。

　なにせ――昨晩、俺はあのスバル様と一緒の部屋で寝かされたのだ――。



　　　♀×♂



「なあ、本気でここで眠るつもりなのか？」

「当たり前だろう。それしか方法がないんだ」

　ムスッとした態度。

　男装しているとはいえ、やはり男の部屋で眠るのには抵抗があるのだろう。

　俺の部屋のドアの前で、スバル様は腕を組みながら口をへの字に曲げていた。

　こうなった原因は、もちろん涼月奏かなで。

　涼月が家に押し掛けてきたことで、有あろうことか人数分の部屋がなくなってしまったのだ。やはりあいつは悪魔の化身に違いない。トラブルばっかり引き連れてきやがる。

「は、入るぞ」

　緊張しているのか、近この衛えは殺人現場に踏み込む新しん米まい刑事みたいな足取りで俺の部屋に入ってきた。着ているのは黒パジャマ。成長することを見越して買ったのか、若干サイズがブカブカである。

　その手には近衛が持参したヒツジのヌイグルミ。

　ファンシーなデザインのくせに歯がやけにギザギザしていて、なぜかほんのり口元が赤い。その名も沈黙ヒツジ。あの映画に出てくるあの博士をモデルに制作したとしか思えない、コワカワイイ系のヌイグルミである。

　近衛はこの猟りよう奇き系ヌイグルミにゾッコンで、なんでもこれがなくちゃ眠れないらしい。

　少女趣味なのは結構なんだが、一緒の部屋に置かれるとどうも落ち着かない。髪の伸びる日本人形みたいなもんだ。夜中にひっそりと動き出してきそう。

「やっぱり、おまえが母さんの部屋で寝た方がよかったんじゃないか？　涼すず月つきにはリビングのソファーを貸すとかさ」

「バカを言うな。お嬢様をそんなところで眠らせるわけにはいかない。だったら、ボクがソファーで眠った方がいい」

「いや、それも紅くれ羽はに却下されたじゃん」

　理由は涼月のときと同じ。近この衛え先輩をそんなところで眠らせるわけにはいかないとか。

「それなら近衛と涼月が一緒の部屋で眠ればいいんじゃないか？」と意見したが、その瞬間、妹の放った三み日か月づき蹴げりが俺おれのアバラに突き刺さっていた。

　考えてみれば紅羽は近衛が女の子だってことを知らないんだった。そりゃあ好きな男が自分の家で別の女の子と一緒の部屋で眠るのは嫌だよなぁ。

「だからって、俺の部屋で眠らなくても……」

「し、仕方ないだろう！　紅羽ちゃんはボクのことを男の子だと思ってるんだ。うっかりおまえの部屋で眠ることに反論したら、ボクが女の子だって感づかれるかもしれない」

　そりゃあそうだけどさ。

　確かに表向きは男同士だからなんら自然な行為である。黒くろ瀬せだって家に泊まったときはこの部屋で寝てたし。まぁ夜通しでゲームしててお互い力尽きただけなんだけど。

「あと言っておくが……」

　近衛はジト目でこちらをにらんで、

「変なことしたら、殺すからな」

「……しねえよ」

　いや、マジで。

　というのも二階の部屋順は紅羽→俺→涼月の並びで、ばっちりあいつらに挟まれている。

　あの二人なら壁際で聞き耳を立てていてもおかしくない。そんな状況で近衛に手を出してみろ。眠るどころか安らかに永眠することになる。

　俺は部屋の押し入れから予備の布ふ団とん一式を出して床に敷いた。

「それじゃあオヤスミ。俺はこっちで寝るから、おまえはそっちのベッドを使ってくれ」

　言って、さっさと布団に潜り込もうとしたら、

「ちょ、ちょっと待てジロー！」

　すぐさま近衛に呼び止められた。気のせいか、やけに表情が慌てている。

「どうして自分のベッドで眠らないんだ？」

「え？　だって、この布団はずっと押し入れに入れっぱなしだったからちょっと埃ほこりっぽいしさ。だから、遠慮しないでそっちを使ってくれ」

「しかし……」

　近この衛えはやけに剣けん呑のんな目つきで俺おれのベッドを見つめていた。

　そして、一言。

「こんなの、眠れるわけない……」

「？　ひょっとして、枕まくらが変わると眠れないタイプ？」

「そ、そういうわけじゃないが……おまえのベッドで眠るなんて……」

　なぜか近衛は恥ずかしそうにツンと目を逸そらしてしまった。なんだろう。そんなに俺のベッドで眠るのが嫌なのかな。寝心地は悪くないと思うんだが。

「なんならこっちで寝るか？」

「………。いや、やっぱりいい」

　ソワソワと不安げに目線をさまよわせた後あと、近衛は意を決したように俺のベッドに潜り込んだ。

　なんか珍しい眠り方だな。

　仰あお向むけでもうつ伏せでもなく横向き。

　まるで俺の角度から自分の顔を隠すみたいに、近衛は身体からだを壁の方に向けていた。

「……やっぱり、ジローの匂においがするな」

「？　まぁそりゃな。毎日使ってるし」

「………」

　無言で近衛は頭から布ふ団とんを被かぶってコタツの中の猫のように丸まってしまった。もしかしたら自分の寝顔を見られるのが嫌なのかもしれん。

「じゃあ、オヤスミ」

　丸くなった布団に言ってから部屋の電灯を消して布団の中に潜り込んだ。

　さぁ眠ろうと思って目を瞑つぶったが、やはりどこか落ち着かない。

　やはりあの不ぶ気き味みなヒツジのせいか、ひょっとしたら今晩金かな縛しばりにでもあうかもしれんとも思ったが、原因は意外なところにあった。

　匂い。

　鼻をくすぐるシャンプーの甘い香り。

　むむ、さすが紅くれ羽はの高級シャンプー。俺の使っている安物とはランクが違う。なんというか、女の子の匂いだ。

　その香りは、近衛の方から微かすかに漂ただよってきていた。

「………」

　いかん。

　なんか、意識したら急に気になってきた。普段は男装しているが、近衛は間違いなく女の子だからな。

　お、落ち着け俺。

　この程度の匂においでドキドキしてどうする。

　よし、ここは古典的方法に則のつとってヒツジでも数えよう。もちろん例のヒツジじゃなくて牧場で毛でも刈られていそうな普通のヒツジを。

　恥ずかしいので、近この衛えと同じように顔を背けてそっぽを向いてから深呼吸。

　そうさ。

　精神を集中すれば、きっと眠れるはずである……。

「――――」

　壁掛け時計のコチコチという音だけが鳴り響く。

　どれくらいの時間が経たっただろうか。

　時刻はすでに真夜中過ぎ。

　ここまで眠気が来ることをせつに祈ったこともないだろう。

　隣のベッドからはスゥスゥという穏やかな寝息。

　あの執しつ事じめ、何が眠れるわけがないだよ。

　まぁ昨日きのう公園で野の宿じゆくしたんだとしたら睡眠不足だったのかもしれないけど、それにしても安眠しすぎだ。俺おれだって昨日徹夜したのに。

「……というか、最初から俺がソファーで眠ればよかったんじゃねえか」

　今更ながらにそんなことを呟つぶやいてしまった。

　いや、もしかしたらまだ遅くないんじゃないか。

　今からでもリビングに行って、ソファーの上に寝転がった方が安眠できる気がする。

　だったら、さっさと行動を起こすべきだ。

　近衛を起こさないよう、なるべく音を立てないで布ふ団とんからの脱出を図る。まるで伊い賀が忍者にでもなった心境。抜き足差し足忍び足。

「……ふあぁ……」

　あとちょっとで抜け出せるというところで、背後から小さな声が響いた。

　思わず振り返ると、暗くら闇やみの中に薄うっすらと浮かび上がるシルエット――近衛がベッドから上半身を起こしていた。やべ、起こしちまったか。

「……むぅ……ジロー……どこかへ行くのか……」

　寝ボケているのか、ひどくおぼろげな声だった。

「ああ、ちょっとトイレに」

　もちろん嘘うそ。眠れないからソファーで寝てくるなんて言ったら変に気を使われそうだからな。ほら、いちおう今のコイツは俺の執事なんだし。

「……嘘だな」

　しかし、執事くんは寝ボケながらもすぐさま俺の嘘を見破った。むむ、さすがスバル様。こうも簡単にバレるとは。仕方ない、ここは本当のことを言って……。

「そんなことを言って……本当はお嬢様の部屋に行く気だろう」

「……は？」

「隠しても無駄だぞ……この変へん態たいめ……お嬢様の部屋に行きたかったら……このボクを倒してからにするんだなぁ……」

「…………」

　デンジャー、デンジャー。

　たぶん、これは逃げた方がいい。

　俺おれの思考回路が瞬間的にそう判断したときだった。

「ぐへえっ!?」

　暗くら闇やみの中、背後から首に細い腕が巻きついてきた。そしてそのままギリギリと気管を絞め上げる。プロレスでいう、チョークスリーパーの体勢であった。

「行かせない……行かせないぞ……お嬢様は、ボクがお護まもりするんだ……」

　耳元から近この衛えの声。うげえ、コイツ思ったよりもずっと寝ボケてるぞ。これから俺が涼すず月つきの部屋に真しん珠じゆ湾わん攻撃ばりの奇襲でもかけるんじゃねえかと勘かん違ちがいしてやがる。

「や、やめろ、俺は、涼月の部屋なんかに行かないから……」

「……なんだとぉ？」

　息も絶たえ絶だえに説得すると、フッと首に巻きついていた腕から力が抜ける。

　ああ……助かった。

　あのまま絞められてたら天国への片道特急列車に乗り込むとこだった。ホッとしながら、足りなくなった酸素を深呼吸で補給していると――。

「まさか……紅くれ羽はちゃんの部屋か」

　ガシッと。

　今度はちょうど後ろから抱きつくような形で、俺の胴に近衛の両腕が巻きついた。

「このド変態……いくら仲が良いからって、実じつの妹に手を出すなんて……」

「ちょ、何を言ってんだこのバカ執しつ事じ！　俺がそんなことするわけが……って、うおお!?」

　フワッという浮遊感が身体からだを襲う。

　驚くべきことに、近衛はぎゅっと腕に力を込めて俺の身体を持ち上げ、そのまま後ろに叩たたきつけるように投げ飛ばした。

　バックドロップ。

　悪役プロレスラーも真まっ青さおの豪快な投げであった。

「ぐおっ！」

　驚きながらも受け身を取る。柔らかい感かん触しよく。運良くベッドの上に落下できたみたいだ。

　だが、まだ危機は過ぎ去っていない。

　完かん璧ぺきな投げを繰り出したにもかかわらず、近衛は未いまだに俺の身体に抱きついていたのだ。

「こうなればこっちのものだ……このまま女性恐怖症の発ほつ作さで失しつ神しんさせてやるぅ……」

　ひいっ。この執しつ事じ、寝ボケてるくせに狙ねらいがやけに鋭いぞ。まさかこっちの弱点をついてくるとは……！

　ぎゅぅっと。

　言葉の通り、腰に回された腕に力が込められる。

　マ、マズイ。

　ふわりと漂ただようシャンプーの甘い香り。うなじの辺りにかすかに吹きかかる吐息。背中に押しつけられるふにゅふにゅとした……しかし、どこか慎つつましい感かん触しよく――。

「……あれ？」

　もしかして、パジャマの下にコルセットとかつけてないのかな。いや、それを言ったら眠るときだから何もつけていないのか？　だって、布越しに感じるこの感触はどう考えても――。

「ぐはあっ!?」

　鼻の辺りに感じる生温かい感触。

　鼻血だ。

　ひええ、なんてこった。このままじゃ出血多量で真まっ赤かな海に沈んじまうぞ。

「どうだぁ……思い知ったかぁ……これがしつじのじつりょくにゃんだぞぅ……」

　ゆっくりとフェイドアウトしていく近この衛えの声。

　代わりにスゥスゥという規則正しい寝息がフェイドイン。

　どうやら力尽きて眠ってしまったらしい。

　それでも肝心の腕の拘こう束そくは一向に解けない。

　すでに俺おれの鼻血は波浪洪水警報。荒れ狂うアマゾン川のごとく大量の血液がドクドクと流れだしているが、このまま意識を失うわけにもいかん。

　ここで失神したらたぶん朝までこの体勢のままだ。そしたら目覚めた近衛にどんな誤解をされるか。こっそりとベッドに潜り込んできた思春期野郎と勘かん違ちがいされて、チェーンソーとかでバラバラにされるかもしれん。

　そうならないためには、近衛が寝がえりとかを打って拘束を解くまで意識を保っていなければ。

　ああ、身体からだが自由になったら今度こそリビングに行こう。

　そんな死亡フラグじみた希望を胸に抱きながら、俺は襲い来る発作と柔らかな感触に耐えるために、強く奥歯を噛かみしめた。

　そうだ。リビングにさえ辿たどり着けば、きっと眠れるはずだ――。



　　　♀×♂



「……眠れるわけないよな」

　回想終了。

　結果がこのザマ。

　完かん徹てつである。

　案の定、俺おれは近この衛えに抱きつかれたままで神経をすり減らしながら一晩を過ごしたわけだ。なんとか朝方には拘こう束そくを解いてくれたんだが、もうそのときには窓の外で小鳥たちが一日の始まりを爽さわやかに告げていやがった。

　これじゃ夜通しで拷ごう問もんを受けていたに近い。しかもこれで二徹。極度の睡眠不足のせいか、ひどい頭痛までする。

「つーか、よく考えればおまえが紅くれ羽はの部屋で眠ればよかったんじゃねえのか」

　ぐびぐびとコップに注いだ牛乳を飲みながら涼すず月つきに訊たずねた。紅羽の部屋には拾ってきた子犬もいたが、それでも寝るスペースはあったはずだ。

「ダメよ。それじゃハンデにならないわ」

「は？」

「勝負はもう始まっているの。使用人に関してはスバルが本職じゃない。だったら、多少のハンデくらいあってもいいでしょう」

　デビル涼月め。

　今日の対決を見越して近衛を俺の部屋で寝かせたのか。あわよくば近衛を寝不足にして勝負を有利に進めようって腹だ。どこの孔こう明めいだよおまえは。おまけに目もく論ろ見みが外れて俺が寝不足になってるぞ。

「それよりジローくん」

　突然、涼月は小声になって、

「ちゃんと避ひ妊にんはしたんでしょうね？」

　俺は飲みかけの牛乳を思いっきり吹き出した。

「なによそのリアクション。牛乳なんか吹き出しちゃって。『もちろんしてないぜ！』ってアピールかしら」

「んなわけねーだろ！」

「そう、じゃあちゃんとしたのね」

「何もしてねえよ！　やましいことは一いつ切さいなかったよ！」

「一緒の布ふ団とんで眠ったりもしなかったの？」

「し、しなかったに決まってるでしょ!?」

　嘘うそは言ってない。一緒のベッドでは寝たけど、俺は眠ってないからな。

「なぁんだ。よかった。もし何かあったら私も然しかるべき手段を取らなくちゃいけなかったから」

　ひどく冷え切った薄笑いを浮かべる涼すず月つきさん。あの、然るべき手段って何？　すげえ気になるけど、訊きくのはやめておこう。俺おれもそのくらいには空気が読める。

「おはろー、兄さん」

　紅くれ羽はがリビングに入ってきた。その腕の中では昨日きのうの子犬が元気良く尻尾しつぽを振っている。すっかり我が家に馴染んでしまったらしい。

「……ん？」

　なんか……子犬の首に何やら見慣れない機械がついているのはなんだろう？　首輪かな。それにしちゃゴツいような。

「ああ、それはワンリンガルよ」

「ワンリンガル？」

「ええ。犬の鳴き声を人間の言葉に翻訳してくれる機械。子犬を拾ったって聞いて、屋敷にあったのを持ってこさせたの」

　朝食のリンゴをシャリシャリと頬ほお張ばってから涼月は応こたえた。

「すごいんだよ。コジローがなんて言ってるかわかるんだ」

「ふぅん」

　つーか……コジローね。

　やっぱりその名前が定着してんのかよ。

　昨日の涼月の宣戦布告のあと、改めて子犬の名前を決める会議をすることになったのだが、案の定ロクな名前が出なかった。

　持ち前のネーミングセンスの無さを発揮したのは近この衛え。『レバー』『ホルモン』『ハラミ』。なんで全部焼き肉の名前なんだよ。非常食か何かと勘かん違ちがいしてんのか。

　思いっきり趣味に走ったのが紅羽。『ハンセン』『ブロディ』『アンドレ』。全部往年の外国人プロレスラー。よっぽどコイツをプロレスラーにしたいらしい。

　極きわめ付つきが涼月。『エド』『ロイ』『アレックス』。わかったよ。おまえが漫画好きだってことはよくわかったから、軍の狗いぬの名前を付けるのはやめようよ。

　会議は難なん航こうを極め、不毛な議論が二時間半も続いた。そうして辿たどり着いた名前が『コジロー』だったわけだ。巌がん流りゆう島じまにでも決闘に行きそうな名前だが、当然俺の名前から取られた。まさかこの歳で弟ができるとは思ってなかったよ。

『お腹なかすいたよー』

　いきなりアニメみたいな女声が響いた。驚いて振り向くと紅羽がコジローにドッグフード（涼月が持ってこさせた）を食べさせていた。

　なるほど、これがワンリンガルか。

　犬が吠ほえるたびにその声を解かい析せきして翻訳、そしてそれをインプットされた人間の声で流すってわけね。この国の民主化もくるところまできたな。まさか犬の意見すら聞けるようになるとは。

　でも、ちょっとだけ面白そうだよな。

「紅くれ羽は、少しそいつと喋しやべらせてくれよ」

「いいよー。じゃあ兄さんがコジローを見てて。あたしは朝ごはん食べるから」

　言って、紅羽はテーブルの方に向かった。

　さて、どうしよう。もちろん犬と喋るのは初体験である。

　ファーストコンタクト。人間だったら趣味とか出身地やらを訊きくのがセオリーだろうが、そこまでの会話は望めまい。なのでここは……。

「おはよう、コジロー」

　とりあえずあいさつしてみた。するとコジローはお返しとばかりに「ワン」と一声。

　数秒の間があったあと、さきほどの可愛かわいらしいアニメ声で、

『うっせえ、ガキ』

「！」

『気安く話しかけんじゃねぇよ』

「………」

『自分の立場がわかってんのか？　この学歴社会の犬が』

「犬に犬って言われたぁ―――――っ！」

　あまりの返答に驚きよう愕がくする俺おれ。

　なんだコイツ！　めちゃくちゃ普通に会話してきたぞ！　ていうかさっきの『ワン』にこれだけの内容が含まれてたのか!?

「どうしたの兄さん。朝から叫んだりして」

　リンゴをしゃりしゃりかじりながら紅羽が戻ってきた。

「く、紅羽？　この犬おかしくない？　なんかこの国の教育制度についてすげえ批判してきたんだけど……」

「えーっ、そんなことないよ。ねぇコジロー」

　紅羽が笑顔で話しかけると、再びコジローは「ワンワン」と鳴いて――。

『助けておねえちゃん！　この人がぼくをいじめる！』

「!?」

『さっきからぼくのことを値ね踏ぶみするような目で見つめて……』

「………」

『ぐへへ、良い身体からだしてんなぁボウヤって、すっごくゲスな笑いを浮かべるんだ！』

「浮かべてねぇえええええええっ！」

　やっぱり変だよコイツ！　人に冤えん罪ざいをなすりつけてきたよ！　しかもさりげなく紅くれ羽はに取り入ろうとしてやがる！

「兄さん！　いくら犬が嫌いだからってコジローをいじめちゃダメでしょ！」

「バカかおまえは！　ツッコむべきポイントはそこじゃねぇだろ！」

「バ、バカってなによ！　もう、兄さんは朝ごはん抜きだからね！」

　プンスカ怒りながら食卓を片づける紅羽。あぁ、俺おれの朝メシが……。運ばれていくリンゴたちを悲しみにくれながらドナドナよろしく眺めていると……。

『――計画通り』

「!?」

　思わず下を見ると、コジローがニヤリとせせら笑っているように見えた。

　……怖こわっ。

　やはりコイツはただの犬じゃないのかもしれん。だとしたら早くテレビ局かサーカスに高値で売らねば。今も何も吠ほえていないのに喋しやべったし。

「……ん？」

　待てよ。

　さすがに何も吠えてないのに喋るのはおかしいんじゃないか。このワンリンガルは吠えた声を翻訳しているはずだ。

「いや……よく考えれば、さっき喋った内容もおかしいのか」

　さすがにメーカーがあんなパターンの音声を入れているとは思えん。……ってことは、まさか……。

　テーブルの陰かげに視線を移す。

　すると、そこには何やら小さな機械に向かって喋りかけるメイドの姿が――。

『あはは、バレちゃった？』

「やっぱり犯人はおまえかよ！」

『黙れ小僧！』

「うるせえ！　犬だからって何を言ってもいいってわけじゃねえぞ！」

『今週のビックリドッキリメカ～♪』

「お仕置きだべぇ～……って何を言わすんだよてめえは！」

　くそっ、わかってしまえば簡単なトリックだ。このワンリンガルから流れていたのはすべて加工された涼すず月つきの声だったのだ。

『なかなか凝っているでしょう。普通のワンリンガルじゃ面白くないから、トランシーバー機能も取り付けさせたの。ちょっとした改造よ』

　うふふっとアニメ声で得意げに笑う涼月。

　ごめんな、コジロー。悪いのは全部この冷れい血けつ動物だったよ。今度機会があったら存分に噛かみついてやれ。俺おれが許すから。

「つーか、本当に近この衛えと対決する気かよ」

　執しつ事じvsメイド。

　そんなことをする意義があるんだろうか。

　全部コイツの暇ひま潰つぶしな気がする。

　まぁ、見てる分にはちょっと楽しそうだけどさ。

「もちろん。私の目的はスバルを屋敷に帰すことだから」

「帰すこと？」

「そう。ここを追い出されたら屋敷に帰るしかないと思うの。さすがにもう野の宿じゆくには戻りたくないだろうし。だから――この勝負、絶対に負けられないわ。たとえ、どんな手段を選ぶことになっても」

　涼すず月つきは静かに闘志を燃やしていた。

　むー、やはり近衛には何か屋敷に帰りたくない理由があるらしい。しかもかなり個人的な。ただ追い出されただけなら、涼月がこんな方法を取るとは思えないし。

　にしても、周到に仕組まれた計画だ。一度家か屋おくの温ぬくもりを与えておいて、また奪う。そうすることで近衛を無む理り矢や理り屋敷に帰すよう仕向けるつもりか。

　いくら何でもやり過ぎだろと思ったが、まぁしょうがない気もする。

　そう……ここだけの話だが――涼月の初恋は何を隠そう近衛らしいのだ。

　俺も先月それをカミングアウトされたときは衝撃が走った。だって女の子同士なんですよ。いくら近衛が男装してるからってさ。

　案外、お得意のデタラメかもしれないが、真実だとしたら辻つじ褄つまがあう。コイツは好きな相手を取り戻しに家に乗り込んできたわけだ。なんかロマンチック。

「お嬢様」

　リビングに響くアルトボイス。

　視線を移すと、そこにいたのは近衛スバル。

　執事服である。

　白と黒の衣装を身に纏まといながら、近衛は真まっ直すぐに涼月を見つめていた。

「はっきり言わせてもらいます。いかに相手がお嬢様でも、この勝負――負けるわけにはいきません」

　おお。どうやら近衛にも執事としてのプライドがあるみたいだ。完全に本気モードである。これは、いくら涼月でも分ぶが悪いんじゃ……。

「奇遇ね。ちょうど私もそう思っていたところよ。でも――一つだけ。勝負を始める前にあなたに言いたいことがあるわ」

「……？　なんでしょうか？」

　訊きき返す近この衛えに、涼すず月つきはひどく冷れい淡たんな声で。

「私のことを、気安くお嬢様なんて呼ばないで」

「！」

「当然でしょう。今のあなたはこの家の執しつ事じ。とても私の執事とは言えない立場でしょう。だったら、私をお嬢様なんて呼ぶ理由もないわ」

「そ、そんな……」

　平然とした表情の涼月とは対照的に、近衛は世界の終わりが来たみたいに青ざめてしまった。

　……おいおい、いくらなんでも言い過ぎじゃないか。

　近衛は涼月の執事であることに強い拘こだわりを持っている。なのに、それを主あるじである涼月が真っ向から否定したんだ。勝負の前の揺さぶりにしても、やり過ぎな気がする。

「――勘違いしないで」

　けれど。

　不ふ穏おんになりかけた空気を、涼月は自ら払った。

「今の言葉は、あなたに私の執事でいて欲しくないって意味じゃないわ」

「……え？」

「この家にいる間だけはってことよ。少なくともこの家にいる間、私とあなたは対等な立場なの。だから、あなたにお嬢様なんて呼ばれたら調子が狂っちゃうのよ」

「………。じゃ、じゃあ、なんて呼べば……」

　困こん惑わくする近衛。

　深々と。涼月は大げさにため息を吐いてから。

「バカね。対等な立場なんだから『カナちゃん』って呼べばいいじゃない」

　当たり前のことのように、そう告げた。

「！　し、しかし、お嬢さ――」

「カナちゃん」

「……っ！　カ、カナちゃん！　でも、それは……」

「不満があるのかしら。私たちは敵同士なのよ。だったらお嬢様なんて呼ぶのはおかしいでしょう」

「で、ですが……」

「あと敬語も禁止にしましょう。私たちの立場は対等。そうよね？　スバル」

「………」

　近衛は。

　困った顔で少し黙ってから。

「……わかった。これでいいんだよね？　カナちゃん」

　照れ臭くさそうに、その名を呼んだ。

「ふふ。ありがとう。じゃあそろそろ勝負を始めましょうか。お互い、全力で戦いましょう、スバル」

「――うん。全力で戦おう、カナちゃん」

　見つめ合う執しつ事じとメイド。

　執事vsメイド。

　これから対決するっていうのに、向かい合う二人はどこか楽しそうに見えた。

　………。

　まあ、なんていうか。

　涼すず月つき奏かなで。

　やっぱり、素直じゃねえなぁコイツ。

　結局のところ、自分の執事と友だちとして遊びたかっただけじゃねえか。

　相変わらずのひねくれぶりに苦笑しながらも、俺おれはやれやれとため息を吐いた。



　　　♀×♂



「第１回チキチキ！　執事vsメイド！　どっちが我が家の使用人だ選手権～！」



    


  
    
      



    


  
    
      　なんともよくわからない紅くれ羽はの掛け声で、異色の対決は幕を開けた。

　ルールは簡単。

　審査員は俺おれと紅羽の二人。

　要は俺たちに、どっちがこの家の使用人として相応ふさわしいかをアピールすればいいのだ。

　アピール手段は各自自由。

　なんだかアイドルグループのオーディションみたいだが、競う二人が執しつ事じとメイドっていうのはきっと前例がないね。いくら不景気だからって我が家でこんな面接をするとは夢にも思わなかったよ。

「では、一回戦。まずはあたしからですね。ふふふ。どっからでもかかってきて下さい。ちょっとやそっとじゃこの坂さか町まち紅羽は籠ろう絡らくできませんよ！」

　そしてやけにノリノリなバカがここに一人。うん、悲しいことに俺の妹。そういやコイツ、昔から勝負とか対決って言葉が大好きだったっけ。

「じゃあ、最初はボクが」

　近この衛えが一歩踏み出した。

　ちなみにこの家の中にあるものなら何を使ってもオッケー。ただし凶器は禁止。プロレスのルールじゃないが、さすがに我が家でデスマッチをやらせるわけにもいかん。

「い、いきなり近衛先輩ですか……」

　あうあうと見事に狼ろう狽ばいしている。さっきまでの威勢はどこにいったんだよ。

　うーん、これって勝負になるのかな。よっぽど変なことをしない限り、紅羽が近衛に票を入れるのは確実なんじゃ……。

　リビングの視線が集まる中、近衛は一人キッチンへと向かった。やはり何か道具を使うのか。

　ほどなくして、戻ってきた執事の手には――リンゴ。

　今朝の朝食の残りである。綺き麗れいに六等分にカットされたリンゴを、喫茶店のウェイターよろしく皿に載せて持って来た。

「さあ、お嬢様」

　近衛はフォークに刺したリンゴを紅羽の顔の前に突き出して――。

「はい、あーん」

　夏の日差しの下に咲くひまわりのように、さわやかに微笑ほほえんだ。

「………」

　……しまった。

　思わず見とれてしまった。

　さすがは近衛――学園の王子様。

　あんな笑顔で迫られたら「お願いだから多額の借金の保証人になって！」って言われても首を縦に振る。俺おれだったら振る。たぶん全人類が振る。

　当然、その屈くつ託たくのない営業スマイルの直撃を受けた我が妹いもうと君ぎみは……。

「は、はわ、はわわっ……」

　頭ず蓋がい骨こつの中が沸ふつ騰とうしてるんじゃないかってくらい紅こう潮ちようした紅くれ羽はは、震える口唇くちびるでぱくっとリンゴを食べた。

　勝負あり。

　そんな幻げん聴ちようが聞こえた気がした。

　なんという直球勝負。

　どこまでもストレートに、近この衛えは紅羽を陥落してみせた。

　紅羽はとろんととろけそうな顔でいつまでもリンゴをもぐもぐしている。文字通り骨抜きにされたっぽい。禁断の果実とはよく言ったもんだよ。

　ともあれ。

　何にしてもこれは圧倒的リードだろう。

　一回戦。

　どう見たって、涼すず月つきの敗北は決まって――。

「さて、次は私の番ね」

　エプロンドレスを揺らして颯さつ爽そうと紅羽に歩み寄るメイドが一人。

　……冗談だろ。

　涼月奏かなで。

　この女、今の近衛のアプローチを見たあとだってのに、これっぽっちも動どう揺ようしてねえ。なんかすげえ不ぶ気き味み。すべてが想定内って顔してやがる。

「ねぇ紅羽ちゃん」

　どこか艶なまめかしい感じで、涼月は紅羽に話しかけた。

「昨日きのう私が貸してもらった部屋があったでしょう。あそこから持ってきたい物があるんだけど、ちょっと大きすぎて一人じゃ運べないの。だから、手伝ってくれない？」

「……？　はい、大丈夫ですけど」

「ふふ、じゃあ行きましょう」

　了承を得るなり、涼月は紅羽の手を引っ張って二階へと向かった。

　なんだ？

　涼月に貸した部屋ってことは母さんの部屋だよな。あの部屋にそんなでかい物があったか。考え付くのは重さ二○○キロのバーベルぐらいだが、そんなもん持ってきてどうするんだ。そりゃあ涼月があれを上げたらビックリするけど。

「ふっ。この勝負、勝ったな」

　隣では執しつ事じが勝ち誇っていた。

「いくらカナちゃんでも、今回はしょうがない。使用人としての勝負で、執しつ事じのボクが負けるはずがない」

　あのーさっきのアピールにあんまり執事は関係ないんじゃとツッコミを入れたかったが、やめておこう。それよりも今は、

「大丈夫なのか？　涼すず月つきのヤツ、また良からぬことを企たくらんでそうだったぞ」

「ふん、心配性だなジローは。さっきも言っただろう。この勝負で執事のボクが負けるわけがない」

　ならいいんだけどさ。

　けど、どうもさっきの涼月の顔が気になる。あの寒さむ気けがするほど余裕に満みちた表情。まるで、自分の勝利を確信しきったみたいな――。

「あっ、帰ってきた」

　とことことリビングに入ってくる涼月と紅くれ羽は……あれ？　二人とも手ぶらじゃん。結局持ってくるのは断念したのかな。

「……一つ、お知らせがあります」

　と。

　紅羽は心なしか感情の籠こもってない声で言った。……なんか、微妙に目の焦点が合ってないのは気のせいか？　それに頬ほっぺたも紅あかいような……。

　紅羽は、風ふ呂ろでのぼせたみたいにボーっとした表情で、



「この一回戦……お姉さまのＴＫＯ勝ちです」



　勝敗を告げるレフェリーのごとく、高々と涼月の手を掲げやがった。

「なっ――」

　あまりの事態に言葉に詰まる俺おれ。どうやら近この衛えも同じだったようで、腹話術で使うパペットみたいに口をパクパクさせている。

　そんな中でたった一人――涼月奏かなでだけが、納得の表情で頷うなずいていた。

「そ、そんな！　どういうことだ！」

　判定に納得がいっていないらしく、近衛が異議を申し立てた。うん、気持ちはわかる。俺だってわけわからん。考えられる可能性としては、二階に行ったときに涼月が何らかの方法で紅羽を懐かい柔じゆうしたとしか思えんが……。

「……紅羽？　おまえ、涼月になんかされたの？」

　謎なぞを解くため、未いまだに茫ぼう然ぜん自じ失しつな妹に話しかけてみた。

「………兄さん……あのね……」

　俺の問いかけに、紅羽はなぜか顔を耳まで真まっ赤かに染めてから、



「あたし、もうお嫁にいけないかも……」



「涼すず月つきぃいいいいいいっ！」

　脊せき髄ずい反はん射しやで、俺おれは絶叫していた。

「どうかしたの、ジローくん。そんなに叫んだりして」

「どうかしたのじゃねえよ！　おまえ、俺の妹に何をした!?」

「強しいて言うなら肩もみかしら」

「なぜに肩もみ!?」

「だって、紅くれ羽はちゃんったら合宿明けでとっても肩がこってたみたいだったから、ちょっとモミモミしてあげたの」

　ホントかよ。

　紅羽に確かめようと思ったが……時すでに遅し。妹はリビングのソファーの上で無ぶ様ざまに倒れ――否いな、とろけていた。

　ひでえ。

　完かん璧ぺきに腰が砕けてやがる。

　くぅっと俺は変わり果てた姿となった妹から目を逸そらした。もはや見るに堪たえん。その姿は真夏のアスファルトの上に落ちたアイスクリームを彷ほう彿ふつとさせる。

　一体どんなもみ方をすればこうなるんだ。いや、そもそも肩もみってのはコイツのデタラメで、本当はもっとやばいことしたんじゃないのか。

　思わず涼月をにらみつける。すると即席メイドは、チロリと真まっ赤かな舌先を出して微笑ほほえみ返してきやがった。

　……怖こわっ！

　涼月奏かなで。

　わかってたけど、やっぱりコイツただもんじゃねえ！

「ふふ、二回戦。次の審査員はジローくんね。さっきはスバルが先攻だったから、今度は私の番よね」

「………」

　寒さむ気けがする。いや、マジで。得え体たいの知れない悪お寒かんがぞわぞわと背筋を這はいあがって、身体からだ中じゆうの震えが止まらなくなってきた。もしかしたら背中に三年前に死んだ近所のバアさんでも憑ついてるのかもしれん。それか全部このオオカミ女のせい。

「そんなに怖がらなくても大丈夫よ。ジローくんはそんなに肩がこってなさそうだし、ここはスバルを見習って直球勝負でいくわ」

　言って、涼月はリンゴの乗った皿に手を伸ばした。

　ひょっとして、さっき近この衛えがやったアレか。だとしたら気を引きしめねば。今の涼すず月つきは格かつ好こうだけならどこに出荷しても恥ずかしくないメイド。気を抜けば、一瞬で意識を持っていかれる。

「………っ!?」

　だが。

　そんな俺おれの予測を、このお嬢様はあっさりと越えてきやがった。

　リンゴ。

　フォークでさらに小さくカットしたリンゴ。

　驚くことに、もはやビスケットくらいに小さくなってしまったそれを、涼月はちょこんと口にくわえたのだった。

「………」

　あまりの衝撃に絶句する俺。

　これは……あれか？　世に聞くポッキーゲームとかいうキャッキャウフフな闇やみのギャンブルか？　でもやばくない？　だってリンゴの欠片かけらだよ。二センチくらいしかないんですよ、あれ。

「カ、カナちゃん！　そ、それは、いくらなんでも……！」

　近衛が赤面しながら叫んだ。いや、赤面したいのはこっちだっつーの。

　直球勝負。

　文字通り、これは直球勝負に違いない。

　けど、さっき近衛がやったのとは差がありすぎる。それこそ高校野球とメジャーリーグ。一六〇キロオーバーの真っ直ぐストレート。ランディ・ジョンソンばりのファストボールだ。

　……悪魔め。

　そこまでして勝ちたいか、涼月奏かなで！

「ふぁい、あーん」

　いつまでもアクションを起こさない俺に業ごうを煮やしたのか、涼月がリンゴの欠片をくいくいっと上下に揺らした。

　やばい、このままじゃ俺の心臓がチェルノブイリになりかねん。ひょっとしてこの女、突発的な心臓発ほつ作さにみせかけて俺を葬ほうむる気じゃないだろうな。

　激しく脈動する鼓こ動どうを抑えながら、ゆっくりとリンゴに口唇くちびるを近づけた。

　逃げるわけにもいかん。

　さすがにここで逃げたらウルトラチキン野郎である。でも涼月に触るのもマズい。たぶんこの状態で触ったら一発で失しつ神しんする。

　気分は爆発物処理班。ニッパーでコードを切るノリで、俺はリンゴに口を付けた。

　うわー、この女、目をつむってるよ。つーか、まつ毛長なげぇ……って、そんなこと気にしてる場合じゃないな。ヒット＆アウェイ。さっさとこの場から離脱せねば。

　ポキッと小さな音を立ててリンゴが折れる。同時に俺おれは涼すず月つきから飛びのいた。

　ああ、心臓に悪い。頭までクラクラしてきたよ。

「さあ、次はスバルの番ね」

　何事もなかったように涼月は言いやがった。なんなのこの余裕。ジャッキー・チェンなみの修しゆ羅ら場ばをくぐってきているとしか思えん。

「くっ……」

　近この衛えは悔しそうに奥歯を噛かみしめた。

　無理もない。あんな豪速球を見せつけられたあとだ。ここは潔いさぎよく敗北を認めて、屋敷に帰った方がいいんじゃ。

「……まだだ。この程度の苦境で、執しつ事じはあきらめない！」

「いや、あきらめろよ」

「なっ――」

　俺の言葉に、近衛は息を飲み込んでから、思いっきり激げき昂こうした。

「なんてことを言うんだ！　この勝負にはボクの執事としてのプライドがかかってるんだぞ！」

「プライド？」

「考えてもみろ！　使用人の勝負で主あるじに負ける執事！　そんな執事がいたらどうする!?」

「俺だったら間違いなくクビにしてるな」

「ほら見ろ！　それに世間はいま就職氷河期！　このままじゃボクは明日あしたの朝一でハローワークへ駆け込むことになる！」

　やけに現実的なことを近衛は叫んだ。

　けど、もはやこの勝負、執事とかメイドとかは関係なくなってきたぞ。どっちがより過激なことができるかのチキンレースになってるよ。

「絶対に負けられない戦いが、そこにはあるんだ……」

　サッカーのＣＭみたいなことを言いながら、近衛はおもむろに皿の上のリンゴに手を伸ばした。

　さっきの涼月のマネをする気か。それはそれで破壊力があるだろうけど、同じことをしても勝てないんじゃ……。

「……んぐっ」

　しかし。

　何を思ったのか、近衛は手に取ったリンゴを自分の口に放り込んだ。

　そのまましゃりしゃりと頬ほお張ばっている。なにやってんだ？　ひょっとしてお腹なかが空いたのかな。昼メシまでまだ時間あるのに。

「なるほど、考えたわね」

　なぜか、涼すず月つきはリンゴを食べる近この衛えを見て感心していた。

「ジローくん、これは覚悟を決めた方がいいわよ」

「はい？　どういう意味だよ。おまえには近衛が何をするかわかるのか？」

　訊きき返すと涼月は少し黙ってから、

「マウス・トゥ・マウス」

「……は？」

「いや、だからマウス・トゥ・マウス。口移し。あの娘こ、ダイレクトであなたにリンゴを食べさせる気なんじゃない？」

「…………」

　そんなバカな。

　思わず近衛の方に視線を戻すと、彼女はリンゴをかみ砕くのをやめ、一直線にこちらを見つめてきた。

　……うわあ。

　この人、目がすわっちゃってるよ。

「は、はやまるな近衛！　それはもう直球どころかデッドボールだ！」

　いや、マジで。危険球である。そのボールをキャッチするのは無理だ。誰だれか急いで元ヤクルトの古×を呼んで来てくれ。

「別にいいんじゃない？　初めてじゃないんだし」

　向かい合う俺おれたちを見て涼月がこぼした。

　はあ？　どういう意味だ？

「……え？　まさか、スバルから聞いてないの？　先月行ったレジャーランドで、あなたが溺おぼれたとき――」

　そこまで言って、涼月はモゴモゴと黙った。

　近衛が鬼気迫る表情で手に持ったリンゴを涼月の口に押しこんでいた。

　なんだあれ。ずいぶん斬ざん新しんな食べさせ方だな。近衛は涼月の口にリンゴを押しこみ終わると、改めてこちらをギロリとひとにらみ。

　ひいっ、これは余計なことを考えてる場合じゃなさそうだ。

　反射的に逃げようとしたが、正面から猛もう然ぜんと迫って来た近衛に肩を掴つかまれた。

　うわあああこの野郎、完全にやけを起こしてやがる！　怖こええ！　両目が真夏の太陽みたいにギラギラしてる！

「………。………。……ん」

　無言で。

　近衛は目をつむった。

　けど、とてつもなく緊張してる。だって口唇くちびるが震えてるし、しがみつくみたいにぎゅっと俺おれの肩を掴つかんでる。

　うわー、どうすんだよこれ。

　もう何が何だかわからなくなってきた。

　さっきの涼すず月つきの後遺症が残ってるのか、寒さむ気けと頭痛は治まらない。おまけに視界までボヤけてきやがった。

　霞かすむ視界。

　そこに映る近この衛えの輪りん郭かく。

　花か弁べんのように柔らかそうな口唇。

　その小さな桃色が、ゆっくりと近づいてきて――。

「あっ――そうだ。気を付けてね、スバル」

　あと数センチというところで、涼月が口を開いた。

　横に目をやると、彼女はやけに真剣な表情で、



「彼、キスのときにきっと入れてくるから」



　ぶはっと。

　近衛は盛大にリンゴを吹き出した。ぎゃあああリンゴが！　リンゴの欠片かけらが俺の鼻の粘膜にダイレクトで！

　鼻を押さえながらリビングの床を転げ回っていると、隣では近衛がゲホゲホと咳せき込んでいた。

「カ、カナちゃん！　急に変なこと言わないで！」

「変なことって？」

「そ、その、入れてくるって！」

「あら、キスするんだから気合くらい入れてくるでしょう？　それとも、スバルは何か他ほかのものを入れられちゃうと思ったのかしら？」

「………っ！」

　頭から湯ゆ気げが出そうな勢いで近衛の顔面温度が急上昇。ちなみに俺はもう出ている気がする。顔がすげえ熱い。熱病にでもかかったみたいだ。

　とにかく、涼月のおかげで助かった。記録的にはワイルドピッチ。危うく俺の口唇の貞てい操そうが奪われるとこだった。いくらなんでもこんなアホなシチュエーションはないよね。

「はい、二回戦終了。どうやらこの勝負、私の勝ちみたいね」

　勝ち誇るメイド。

　もはや勝利の概念なんてわからなくなってしまったが、俺も涼月の勝ちでいいと思う。徹夜の連続で疲れが溜たまってるせいか、身体からだが凄すさまじくダルい。頼むからこんな勝負さっさと終わらせてくれ。

「というわけで、この家に相応ふさわしい使用人はこの私。約束通り、あなたには出て行ってもらおうかしら」

「うっ……」

　涼すず月つきの言葉に近この衛えは俯うつむいてしまった。よっぽど我が家を出て行きたくないらしい。まぁ単に涼月の屋敷に帰りたくないだけな気もするけど。

「なあ、そろそろ屋敷に帰ったらどうだ？」

「えっ……」

　驚いたように、近衛はぱっと顔を上げた。

「どうしてだ！　どうしてジローまでそんなことを言う！」

「いや、だってさ。なんで帰りたくないのかは知らないけど、それはおまえの個人的な理由なんだろ？」

　それに、いつまでもこの家に泊まるってわけにもいかないし。必要なのはきっかけだ。これがいいタイミングだと思う。

「それとも、このままずっと俺おれの家にいる気か？」

「そっ……それは……」

　ううっと近衛は唸うなった。

「おまえは涼月の執しつ事じなんだろ？　だったら、早く、屋敷に、帰って……」

　……あれ？

　おかしいな。

　なんか、急に口が回らなくなってきた。

「……ジロー？」

　近衛が心配そうにこっちを見ている。

　でも、目の前がボーっとしてその顔がよく見えない。さっきの寒さむ気けと頭痛が身体の中で暴あばれている。

　熱い。

　身体が、熱い。

　これじゃ、本当に熱病にでも侵されてるみたいな――。

「ジロー……、大丈夫か？」

　不安そうな声が聞こえた。

　大丈夫。

　必死にそう応こたえようとしたが――気付いたときには、俺の意識は物の見事にシャットダウンされていた。



    


  
    
      
　

第５話　彼女の理由





　熱い。

　そんな感覚で目が覚めた。

　虚うつろな視界に映ったのは見慣れた天井。どうやら自分の部屋のベッドで寝かされているらしい。

　部屋の時計を見ると、驚くことに時刻は夕方だった。なんてこった。半日近くも眠ってたのか、俺おれ。

「うっ……」

　枕まくら元もとにあった眼鏡めがねをかけて起き上がろうとした瞬間、身体からだを包む不快感に息を吐いた。

　ダルい。

　身体を起こすのも億おつ劫くうなくらいに全身が重い。おまけに頭を締め付けるひどい頭痛。昔母さんに無む理り矢や理り焼しよう酎ちゆうを飲まされたときもこんな感じだった。まるで二日酔いである。

　それに――寒い。

　中身はゆで上がった蟹かにみたく火ほ照てってるっていうのに、身体はぶるぶると寒さに震えている。なんなんだこの感覚は。不思議に思いながらも、襲い来る悪お寒かんに布ふ団とんを手た繰ぐりよせようとして――。

「……っ！」

　思わず息を飲んだ。

　近この衛え。

　近衛だった。

　執しつ事じ服を着た近衛スバルが、俺の身体に寄り添うように眠っていた。

「…………」

　えーっと、なんだこれ。こんな可愛かわいらしい抱だき枕まくらを購入した憶おぼえはないぞ。早めのクリスマスプレゼントか？　それだとサンタクロースが人じん身しん売ばい買ばいに関かかわってるっていう嫌な事実が浮き彫りになってしまうが……。

「……ん……ぅ……」

　何やら寝言を呟つぶやきながら、近衛がもぞもぞと俺の腰に抱きついてきた。もしかしたらヌイグルミか何かと勘かん違ちがいしてるのかもしれん。

　何にしてもマズい。

　華きや奢しやな身体にほっそりとした手足。整った輪りん郭かくにふわりと漂ただよう香り。

　女の子。

　間違いなく、今現在俺の横で眠っている近衛は女の子だ。さっさと離れないと、また鼻血が吹き出してしまう。

「………」

　ああ、でも――温かい。

　人肌のぬくもりとでも言うんだろうか。服越しとはいえ、しっかりと触れ合う肌と肌。そのぬるい温かさが、悪お寒かんに震える身体からだにはなんとも心地いい。

　もうちょっと、このままでもいいかな。

　熱に浮かされてボーっとする頭でそう判断して、それこそ抱だき枕まくらにするみたいに、彼女の小さな身体を抱きしめようとして――。

「兄さん、入るね」

　不意に、ガチャリと部屋のドアが開いた。

「く、紅くれ羽は!?」

　そう、坂さか町まち紅羽。

　ノックもなしに俺おれの部屋に足を踏み入れた我が妹いもうと君ぎみは、ベッドの上で抱き合う俺たちを見て目を丸くしていた。

「ち、違う！　俺はまだ何もしてないぞ！　この体勢は不ふ可か抗こう力りよくで……！」

　ぼやけていた思考が一瞬で覚かく醒せいする。ぬぬ、なんたる修しゆ羅ら場ば。さっさと弁解しないと命が危ない。両腕で近この衛えを引き剥はがそうとするが、ダルさのせいか上う手まく力が入らない。コラ、離れろよ。このままじゃどんな誤解されるか……。

「兄さん！」

　と、必死の抵抗も空むなしく、紅羽は行動を開始した。

　宙を舞う身体。

　何を思ったのか、紅羽は身体ごと勢いよく俺に突っ込んできた。その姿はアメリカ軍に特攻するゼロ戦を思わせる。ＮＦＬなみに見事なタッチダウンであった。

「ぐほっ!?」

　なんとか受け止めようとしたが、鉛なまりのごとく重い身体に拒否され、結果――俺の身体は紅羽に押し倒される形でベッドに帰還した。

　普段ならここから惨劇の幕が上がる。そう、紅羽によるプロレスごっこという名の残虐パーティーのイッツショータイムである。

　くそっ、せめて体調が万全であれば。

　迫りくる恐怖に俺が身体を固めたとき――。

「……ばか……兄さんのばかっ」

　待っていたのはそんな意外な一言だった。

「紅羽？」

　驚いて訊きき返すと、あろうことか紅羽は俺の胸に顔を埋うずめるようにしてえぐえぐと泣きじゃくりはじめてしまった。

　うわあああ、なんだよこの状況は。昨日きのうのエネルギーチャージの続きか？　それにしちゃ泣きすぎだ。エネルギーよりもポカリを補充した方がいいと思う。

「ほっ、ホントに……ホントに心配したんだから……っ」

　ひっくひっくと咽のどを鳴らしながら、紅くれ羽はは俺おれの身体からだを強く抱きしめた。

　……マズい。

　妹にマジ泣きされているのもマズいのだが、それよりも二人の女の子に思いっきり抱きつかれてるこのシチュエーションが何よりもマズい。鼻の奥がツンとする。明らかに女性恐怖症の発ほつ作さの前兆である。早く、なんとかしてコイツらから離れないと……。

「やっと目が覚めたのね」

　凛りんとした声。

　見ると、そこにいたのは涼すず月つき奏かなで。

　未いまだにメイド服を身に纏まとったお嬢様が、部屋の入り口で佇たたずんでいた。

「す、涼月……」

　掠かすれた声で助けを求め、俺は彼女に手を伸ばした。

　発作のせいで視界がウルトラマンのカラータイマーなみに点滅している。このままでは俺の精神は仲良く死神と手を繋つないで天国へのハネムーンに出かけてしまう。意識が飛ぶ前にレフェリーにギブアップを宣告しなければ――。

「…………あは」

　が。

　最悪なことに、涼月は人体実験の被験者でも見るみたいな目で俺を観察してから、ニヤリと口唇くちびるを吊つり上げやがった。

　……アーメン。

　俺は自らの愚考を呪のろい、キリスト教徒でもないのに神に祈りを捧ささげた。

　視界に映るのは、今まさにこちらに豪快なダイブをキメようとしているメイドの姿。

　このお嬢様に頼った自分がバカだったのだ。

　そう後悔した瞬間、顔面を襲う柔らかな感かん触しよくと共に、俺の意識は闇やみに落ちて行った。



　　　♀×♂



「38度１分。風邪ね」

　意識を取り戻した俺に、涼月は体温計を見ながら告げた。

　そう、風邪。

　電話で涼月が言っていた、例の流は行やり病である。

　はた迷惑なことに、俺おれの身体からだはこの病魔に絶賛蝕むしばまれていたのだった。わーい、流行に乗り遅れなかったぜ……って何も嬉うれしくないけどさ。

「最近不規則な生活でもしてたんじゃない？　あとは無理な運動で体力を消費したとか、栄養の偏かたよった食事をしたとか」

　げっ。まいったな。すげえ心当たりがあるぞ。

　思えば自覚症状もあった。

　朝起きたときからひどい頭痛はしていたし、近この衛えと涼すず月つきの勝負のときもずっと悪お寒かんがしていた。今考えれば、あれはすべて俺の身体がＳＯＳを出していたわけだ。

　ちくしょう、どうせならもっとわかりやすい方法で教えてくれ。モールス信号とか手て旗ばた信号とか。そうすればもっと早く気付けたのに。

　おまえもそう思うだろ？　と涼月に同意を求めたら、思いっきり怪け訝げんな顔をされた。

「どうやら熱が上がったみたいね。まぁ今は眠っていなさい。今はゴールデンウィークで病院が休診中だから、薬を飲んで大人おとなしくしてるのが一番よ」

　言って、俺の額に冷却シートを張る涼月。

　ぬぬ、なんだか気き色しよく悪いな。コイツに優しくされるとか初めてな気がする。ひょっとして天てん変ぺん地ち異いの前まえ触ぶれじゃないか。オタマジャクシが降ってくるぞ。

「早く元気になってね。正直、弱ってるあなたをいじめても全然楽しくないの」

「サディスト、このサディスト！」

「少しは感謝して欲しいわ。あなたが倒れたときは大変だったのよ。紅くれ羽はちゃんなんか真まっ青さおになって『どうしよう、兄さんが死んじゃう！』って大泣きしちゃって」

「……大げさなんだよ、あいつは」

　さっきもここでわんわん泣きじゃくってたしな。

　ちなみにあいつは目を覚ました近衛が隣の部屋……つまり紅羽の部屋に連れて行った。伝う染つったら面倒だし、さすがに骨折した上に風邪で寝込むとか災難すぎる。

「そういや、なんで近衛が俺のベッドで寝てたんだよ」

「さあ？　大方うなされてるあなたが心配だったんじゃない？　スバルったら付きっきりで看病してたから。ジローくんも眠りながらガタガタ震えてたし」

　どんだけだよ、と思ったがあながち嘘うそでもないんだろう。その証拠に今も震えが止まらない。高熱のせいか、さっきからひどい悪寒がするのだ。

「そうだ。結局、勝負はどうなったんだ？」

　記憶が正しければ、勝敗を決する前に俺がダウンしたはずである。まぁ近衛が未いまだに家にいるんだからだいたいの予想はつくけどさ。

「ノーコンテスト。あなたが倒れたせいでうやむやになっちゃったのよ。けど――そのせいで、状況は明らかに悪化したわ」

「は？　悪化って、どういう意味だ？」

「スバルよ。あの娘こ、身近な人間が病気になるとその人のことが、ほっとけなくなっちゃうの」

「？　なんだそりゃ。別にいいじゃねぇか。介抱してくれるって意味だろ？」

「それはそうなんだけど……まぁそのうちあなたにもわかるわ」

「………」

　おい、なんだよその不吉な言い方は。

　どういう意味だよと訊きき返そうとしたら、ちょうど部屋のドアが開いた。

　噂うわさをすれば何とやら。

　そこにいたのは近この衛えだった。

　なぜか、手には土ど鍋なべの載ったお盆を持っている。

「スバルも来たみたいだし、私は出ていくわ。それじゃあバイバイ、ジローくん。死なないでね」

　近衛と入れ替わりになって、涼すず月つきは部屋から去っていった。つーか、なんで『死なないでね』なんだ。普通は『お大事に』とかじゃないのか。戦地に赴く日本兵じゃあるまいし。

「身体からだは大丈夫か？」

　近衛が心配そうにこちらを覗のぞきこんできた。

「ああ。ちょっと熱が高いけど、だいぶ楽になった気がするよ。それにたかが風邪だぜ？　だからそんなに心配することは――」

　言いかけて、俺おれは黙った。

　近衛がやけに険しい目つきでこちらを見つめていた。

「――ジロー。風邪だからって軽く見てはダメだ。そんなことじゃいつまでも治らないぞ」

「あ、ああ、そうだな。悪かったよ」

　なぜか謝る俺。

　どうも気き迫はくに押されてしまったというか。

　近衛の口調からはやけに真剣な何かを感じたのだ。

「あと……さっきはすまなかった。その、勝手にベッドに潜り込んだりして……」

「いや、気にするなよ。それより悪かったな。付きっきりで看病してくれたんだろ？」

「えっ……あ、ああ。当然の義務だ。ボクはジローの執しつ事じだからな。主あるじの病はボクが治すんだ」

「……おう、サンキュー」

　涼月め。何が問題だよ。どこにも問題ないじゃねえか。こんな執事に看病されるんならむしろ喜んで風邪を引くぐらいだ。

「それで、実じつは……ジローのために料理を作ってきたんだが、食欲はあるか？」

「別に大丈夫だけど……って、料理って……おまえが作ってきたのか？」

　てっきり紅くれ羽はか涼すず月つきが作ったんだと思ったのに。よく見ると、近この衛えの指には絆ばん創そう膏こうが痛々しく施ほどこされている。

「作るのにちょっと苦労したが、一応病人食になってると思う。……食べてくれるか？」

「――ああ、もちろん」

　断るわけがない。あれほど料理を作るのが苦手な――刃物に触るのが苦手な近衛が頑張って作ってくれた料理だ。

　お盆ごと土ど鍋なべを受け取る。わざわざ家にある土鍋を使ったってことはお粥かゆ……もしくはおじやかな。何にしろ消化に良い雑ぞう炊すい系はありがたい。

　期待を膨らませながら、静かに土鍋のフタを取ると――。

「………っ！」

　瞬間、息を飲んだ。

　赤。

　真まっ赤かである。

　イメージ的には血の池地じ獄ごく。

　土鍋の中には真っ赤な謎なぞの物体Ｘがなみなみと注がれていたのだった。

「…………」

　キ、キムチチゲかな？　キムチなら家の冷蔵庫にも少し残ってたはずだし……。でも、それにしちゃ具が全く見当たらないんだが……。

「はい、あーん」

　未いまだに湯ゆ気げを立てるそれを近衛はレンゲで掬すくって俺おれの口まで運んできた。

　……ああ。

　覚悟を決めよう。

　俺にだって紅羽による壊かい滅めつ的な食生活に耐えてきたという自負がある。多少のゲテモノなら、食べられないことはないはずだ。

「い、いただきます」

　臭においを嗅かがないよう呼吸を止めながら、一気にそれを口に含んだ。

「……ぎっ!?」

　ぎあああっ！　辛からっ！　なんだこれ!?　すげえ辛い！　これはもうキムチとかそういうレベルじゃない！　一体何を入れればこうなるんだ!?　こんなの食べたらインド人でも卒倒するぞ！

「どうだ？」

「う、うん、悪くないんじゃないかな。ちょっと辛いけど……」

　されど、女の子の手料理を不ま味ずいと言えないのは男の子の悲しい性さがである。鼻水と涙が止まらない。野戦病院だってもうちょっとマシなものが出てくる気がする。

「そうか！　お粥かゆにしてはちょっとスパイスが効きすぎかなって思ったんだが……喜んでくれてよかった」

　あはは、すごいね。これってお粥だったんだ。絶対消化に良くないと思う。風邪薬より胃薬が欲しいや。

「どんどん食べてくれ。まだまだたくさんあるから」

「わ、わーい、やったー……」

　逃げちゃダメだ逃げちゃダメだ。

　もはや食事というより修行とか苦く行ぎように近いような気もするが、この笑顔を裏切るわけにはいかない。ぐぅぅ、せめて水があれば……っ。

「みっ、水……頼むから水をくれっ」

「ダメだジロー。すぐに水に頼るようじゃ立派なフードファイターになれないぞ」

「なれなくていいよ！　なんでもいいから水をくれ！」

「むー。しょうがないな。じゃあこれを全部食べたらあげるから」

「ほ、ホントだな……」

　近この衛えからレンゲを奪い取って無む理り矢や理り土ど鍋なべの中身を口にかっこんだ。

　ぐああ、舌がしびれる。だんだん口の中の感覚までなくなってきた。歯医者で麻ま酔すいでも打たれた気分だ。



    


  
    
      



    


  
    
      　なんとか完食し、近この衛えから水の入ったコップを受け取ってごくごくと嚥えん下かする。

「口にあってよかった。風邪を引いたときにはたくさん汗をかくのがいいって聞いたから、思い切ってスパイスを多めにしてみたんだ」

　ああ、それでか。さっきから脂汗が止まらないのは。しかも頭痛と悪お寒かんまでひどくなってきた。確実に病状が悪化してる。

「ご飯も終わったし、そろそろ眠った方がいいな。安静にしているのが一番だ」

「……うん、そうだね、ホントそう思うよ」

　息を吐きながらベッドに潜り込む。

　とりあえず今は睡眠を取ろう。あまり考えたくないが、明日あしたの朝食もあれが出てくる可能性はある。最悪の事態に備えて少しでも体力を蓄えておかねば。

「一人じゃ心細いだろうから、寝付くまで傍そばにいよう」

　近衛はベッドの横に椅い子すを持ってきて腰掛けた。うーん、なんか恥ずかしいな。そこまで重病人ってわけでもないんだが。

「それと、ジローがすぐに眠れるように、ボクの家に代々伝わる安眠グッズを持ってきた」

「へぇー、そうなんだ……」

　そんなもん使わなくても眠れると思うけどな。辛つらい戦いを乗り越えたせいか、すげえ眠い。ほら、考えてる間にも目の前がぼやけてきた……。

　と。

　うつろな視界の中で、近衛は懐ふところから何やら黒くて小さいプラスチックの塊を取り出した。

　なんだあれ？

　安眠グッズって言うからてっきり枕まくらとかの類たぐいだと思ったのに。でも……おかしいな。気のせいか、どことなく形がスタンガンに似ているような……。

「安心してくれ。これを使えば、一発で意識がフッ飛ぶから」

　パチン、と。

　何かのスイッチをＯＮにする音。

　瞬間、凶器の先端から発せられる猛烈な稲いな光びかり。

　――俺おれは。

　迷うことなく、布ふ団とんを剥はぎ取って立ちあがっていた。

「あれ？　どうしたジロー。急にベッドの上で土ど鍋なべのフタなんか構えたりして」

「うるせええええええっ！　てめえこそソレ下ろせ！　つーかどこが安眠グッズだ！　やっぱりスタンガンじゃねぇか！」

「そんなに怖こわがることはない。ばっちり改造が施ほどこしてあるから、ホッキョクグマでも二秒で仕留められる」

「死ぬ！　そんなの喰くらったら死んじまう！」

「むっ。なんてことを言うんだ。これはれっきとした執しつ事じの安眠グッズだぞ」

「だからそれに執事は関係ないよね！」

　どうかしてる。涼すず月つきが普段からこんな方法で眠っているとは到底思えん。まさかコイツ、医療事故に見せかけて俺おれを暗殺するつもりか。

「大丈夫だ。そんなの使わなくてもぐっすり眠れるから」

「うー……、そうか？　ジローがそこまで言うんなら無理には勧すすめないが……」

　渋々とスタンガンがしまわれる。

　とはいえ、今のやりとりで眠気は火星あたりまでフッ飛んでしまった。おまけに腹の辺りがやけに熱い。さっきのお粥かゆの効果か。発はつ汗かん作用があるのはいいかもしれんが、サウナばりに汗が吹き出してくるのはどうにかならないのかなぁ。

「ジロー。だいぶ汗をかいたみたいだから、ボクが拭ふいてあげようか？」

　きらーん、と横にいる執事の目が光った気がした。

　……マズイ。

　反射的に逃げようとしたが、遅かった。

　ガシャっという音とともに右腕の自由が奪われる。

　驚いて目をむけると、そこには手て錠じよう。

　先月保健室で見たアレである。

　鈍く輝く銀色の拘こう束そく具ぐが、俺の手首とベッドの柱をしっかりと繋つないでいた。

「動いたらダメだ。安静にしていなくちゃ、治るものも治らない」

　脳内で、ガキの頃ころに予防接種から逃げ出し、結果数名の看護婦にラグビーのごとく取り押さえられた嫌な思い出が鮮明に蘇よみがえった。いや、まだあのときの方がマシだ。今の状況は悪魔宗教の生いけ贄にえに近い。もしくは実験台に乗ったモルモット。

「あ、あの、近この衛えさん……？」

　あまりの事態に震える声で訊たずねると、近衛は幼い子供に向けるみたいな穏やかな顔で、



「さあ、脱ぎ脱ぎしようか」



　それは、どう考えても死刑宣告にしか聞こえなかった。

　前言撤回。モルモットどころじゃねえ。コイツ、俺を着せ替え人形か何かと勘かん違ちがいしてやがる。

「ちょ、ちょっと待て！　服ぐらい自分で脱げるから！」

「無む茶ちやを言うな。その繋がれた腕じゃ無理だ」

「繋いだのはおまえだろうが！」

「遠慮することはない。これも執しつ事じの務めだ」

「だからそれに執事は……って、おい！　どうして下着まで脱がそうとするんだよ！」

「……仕方ないだろう。ボクだってここまでしたくなかったが、これもおまえの風邪を治すためだ」

「いやだーっ！　やめてーっ！　パンツは……パンツは自分で脱げますからぁ―――っ！」

　響き渡る悲鳴。

　次々と俺おれの服を剥はいでいく執事。

　その魔の手が最終防衛ラインにかかったとき――俺は、やっと涼すず月つきの言葉の意味を理解した。

　――殺される。

　このままじゃ、俺は執事に殺される。



　　　♀×♂



「ほらね。だから言ったでしょう」

　やっと近この衛えが部屋から出て行ったあと、様子を見に来た涼月は嘆息した。

「あの娘こ、自分では一生懸命看病してるつもりなんだけど、どうも空回りしちゃうのよ。私もそのせいで、ただの風邪が肺はい炎えんまで悪化しかけたことがあったわ」

　……おい、そういうことは先に言えよ。

　おかげでこっちは危うく丸裸にされかけたんだぞ。

「そんなに恨うらめしそうな目をしないで。ほら、差し入れは持ってきたから」

　涼月はエプロンドレスのポケットからリンゴを一個取りだした。そのままかよ。せめて擦すりリンゴにして欲しかったが文句は言ってられん。受け取ってガリガリと咀そ嚼しやくする。

　うう、瑞みず々みずしくてすげえ美う味まい。今まで嫌っててごめんな。おまえのありがたみがよーくわかったよ……。

　皮ごとリンゴにかじりついていると、ピピッという電子音。

　発信源は腋わきの下に入れた体温計。

　測定が終了した合図である。

　どれどれ……って、うげえ、なんじゃこりゃあ。

「38度６分？　すごい。さっきより上がってるわ」

「どうりで頭がクラクラすると思った……」

「あら、やっとここにいるメイドの魅力に気付いた？」

　何らやスカートをギリギリまでたくしあげて色っぽいポーズを取る涼月。

　もはや冗談を返す気力もない。呼吸まで荒くなってきた。いえ、決して微妙に見え隠れするガーターベルトにハアハアしてるわけじゃないですよ？

「大丈夫？　何ならスバルを呼んできましょうか？」

「勘弁してくれ。今あいつを呼ぶのは霊れい柩きゆう車しやをデリバリーするのに近い」

「そう。じゃあ代わりに警察を呼びましょう」

「なんで!?」

「だってあなた、私のガーターベルトを見ながら『挟まりてぇ～、挟まりてぇよぉ～』って心の中で何度もお祈りしてたでしょう？」

「濡ぬれ衣ぎぬだ！　断じてそこまでのことは考えていない！」

「じゃあどこまで考えていたのかしら」

「そっ……そんなことより！　この状況をどうにかしてくれ！　おまえはあいつの主あるじなんだろ！」

　論点をずらすために強引に話題を変えた。今はコイツの会話に付き合ってる場合じゃない。そしてこれ以上ガーターベルトについての追及を受けるのは避けねば。

「無理ね。この家にいる間はスバルと私の立場は対等。そのルールがまだ生きてるみたいで、私の命令は何一つ受け入れてくれないの」

「そんな薄はく情じような」

「もういっそのこと楽になれば？」

「縁起でもねえこと言っちゃってんじゃねえよ！」

「ちゃんと遺体は火葬場で焼いてローストチキンにしてあげるわ」

「おまえは俺おれをクリスマスパーティーにでも出す気か!?」

「ごちそうさまでした」

「もう俺が食べられることは前提なの!?」

「あ、ごめんなさい、間違えちゃった。ご愁傷さまでした」

「間違ってないけど、正解でもねえんだよ！」

　叫ぶ俺を見ながら、涼すず月つきは無情にも掌てのひらを合わせて拝み始めやがった。コラ、シャレにならないからマジでやめろ。このままじゃ風邪が治るどころか悪化する一方。助けてブラックジャ×ク先生。

「けれど、こうなったのにはあなたにも原因があるのよ」

「どういう意味だよ」

　そりゃあ風邪を引いたのは俺の体調管理が悪かったんだろうけどさ。近この衛えがあそこまで躍起になるのは俺のせいじゃないぞ。

「いい？　元々、スバルが病人を看病したがるのは、あの娘この母親が病気で死んじゃったからなの」

　涼月は、ゆっくりと語り出した。

「スバルの母親は十年前に病気で亡くなったわ。これは私の個人的な考えだけど、普通はそういう嫌な思い出って忘れようとするものだと思うの。でも、スバルの場合は逆。きっと、あの娘こは母親を忘れたくない一心で、無意識に思い出を美化してるのよ」

「美化？」

「ええ。かなりね。だから歳を重ねるごとに、スバルの中で母親との楽しかった思い出は、色あせるどころか輝きを増していく」

　同時に――失ったときの感情もね。

　そう、付け足して。

　真剣なままの口調で、涼すず月つきは続けた。

「だから、必要以上にほっとけなくなっちゃうのよ。母親と同じように床とこに伏せってる人間を見るとね」

「………」

　それが、近この衛えがあんなに一生懸命になってる理由。それにしても張り切りすぎじゃないか。まるで俺おれが重病でも患ってるみたいじゃん。

「でも、その理由に俺は関係ないだろ」

「それが関係あるのよ。――ジローくん。あなた自分の父親が出張に行ってるって、スバルにデタラメを言ったでしょう？」

「げっ」

「やっぱり。おかしいと思ったのよ。あなたが倒れたとき、スバルがすごく青ざめてたから」

「青ざめてた？」

　俺が倒れたのを見てか？　でもなんでそれで俺の嘘うそがバレたんだ？

「さっきも言ったわよね。あなたが倒れたとき、紅くれ羽はちゃんがすごく取り乱してたって。あのとき、紅羽ちゃんは正確にはこう叫んでたわ。『どうしよう、兄さんまで死んじゃう！』って」

「………っ！」

　最悪。

　なんてミスだ。

　よりにもよって、一番タチの悪いパターンじゃねえか。

「さっき紅羽ちゃんから聞いたんだけど、あなたたちもお父さんを病気で亡くしてたのね。だから紅羽ちゃんにとっては割とショックだったんじゃない？　家族が病気で倒れたなんて光景は」

「………」

　ありえる。

　ただし、訂正するとするなら割とどころかかなりだ。

　母さんのスパルタ格闘教育のせいか、物心ついたころから俺おれも紅くれ羽はも病気になんてほとんどかかったことがなかった。

　だから、慣れていないのだ。

　家族が病気になるなんていう当たり前のトラブルに全く耐性がない。プロレス技を喰くらって倒れることはあっても、病気で倒れるなんてシチュエーションはまずなかった。

　けど、今回それは起きた。

　そうして、思い出してしまった。

　フラッシュバック。

　うろ覚えの記憶だが、親父おやじもよく体調を崩してぶっ倒れていたっけ。紅羽の目には、あのとき倒れた俺の姿が、そんな親父の記憶とぴったり重なってしまったわけだ。

　そして悪いことに――。

「スバルにも、あなたのデタラメがバレてしまった。最悪のタイミングでね。それともう一つ悪い要素があるの」

　唐突に。

　何の前まえ触ぶれもなく、涼すず月つきは俺の顔に手を掛けて、かけていた眼鏡めがねを外した。

「ジローくんって、眼鏡を外すとお父さんにそっくりなのね」

「！」

　そうか。

　紅羽はどちらかというと母さんの血が濃いように、俺は親父の方の血が濃いのだ。

　それこそ母さんは『ホントおまえってアイツの若いころにソックリ』なんて酒を飲みながらこぼしていた。

　思えば紅羽が取り乱したのもそれが大きかったんじゃないか。前に紅羽に言われたことがあったが、俺の顔は歳を取るごとに親父に似てきているとか。

　でも、どうしてそれを涼月と近この衛えが……。

「――あっ。リビングの写真か」

　リビングの写真。

　その中には子供の頃ころの俺と紅羽、それに母さんと親父が写っている物もある。

　自分で言うのも何だが、あの写真の親父はビックリするくらい俺に似て……いや、正確には俺が親父に似てるのか。

　ともかく。

　それを見て、近衛が余計な勘かん違ちがいをしたんだとしたら厄介だ。例えば、俺が親父と同じで身体からだがひどく弱いとか。

「もちろん、スバルだってあなたとあなたのお父さんが違うってことはわかってるわ。それは紅くれ羽はちゃんもちゃんと説明してくれたし。けど、どうしても意識しちゃうのよ。もしかしたらこの人も死んじゃうんじゃないか。この人にそっくりなお父さんみたいに――自分のお母さんみたいに」

「………っ」

　それが、真相。

　近この衛えがあそこまで必死に俺おれを看病しようとした理由――。

「問題はスバルがどんなに頑張って看病しても、それがことごとく裏目にでることよね。あなたもあの娘この治療法は体験したでしょう？」

　体験者は語るというヤツである。

　涼すず月つきの口調は昔を思い出したせいか、やたらと暗かった。

「安眠グッズって言ってスタンガンを押しつけられそうになったり、汗を拭ふくって言って無む理り矢や理り服を脱がされたり、薬だって言って雑草を食べさせられたり、熱を冷ますためって言って……ネギを……ネギを……っ！」

「お、おい、落ち着けよ涼月。わかったよ。おまえが数々の苦難を乗り越えてきたことは十分わかったから」

　過去の不発弾トラウマを発掘してしまったのか、涼月はガクガクと震えている。

　後半の方は俺もまだ体験してない。一体ネギをどうしたんだろう？　まぁそれも明あ日すは我が身だ。このままいけば直じかにわかるかもしれん。

「ちなみにその人の病状が悪化する分、スバルの看病もエスカレートするわ。よってまた病状が悪化する。そしたらまた……。うふふ、すごいでしょう。このマイナススパイラル」

「笑うなよ。マジで笑えないから」

　嫌なスパイラルだ。今の日本経済なみに終わってる。どんどん悪い方向に向かってるとことかソックリ。

「それじゃ、頑張ってね。あなたがスバルに看病されてる間、私は紅羽ちゃんとコジローと楽しく遊んでるから」

「ちょ、ちょっと待て！」

　部屋を出ようとした涼月のスカートに必死で手を伸ばした。街まち中なかでやったらツートンカラーのオシャレな車がサイレン鳴らしてすっ飛んでくるが、今はとやかく言ってられん。

「えっち。そんなに私のスカートを脱がせたいの？」

「バカなこと言うな！　メイドからスカートを脱がしたら存在意義がなくなるだろ！」

「また熱が上がったみたいね。それともそれが素すなのかしら？」

　涼月はやや複雑そうな顔をした。

「冗談言ってる場合じゃなくてさ。頼むから助けてくれ。さすがに病気で動けない所を襲われたら一ひと溜たまりもないんだよ。おまえだってわかるだろ？」

　涼すず月つきの場合は肺はい炎えんになりかけたんだっけ。俺おれの場合は危篤状態になるやもしれん。

「うーん、でもねぇ……」

「なんだよ。なんか困る理由でもあるのか」

「実じつは、さっきコジローがお手を覚えたの。このまま行けばきっとどうぶつ奇×天外に出るのも夢じゃないわ」

「犬に英才教育施ほどこしてる場合か。それにあの番組はもう放映終了してる」

「……えっ。嘘うそでしょ？　そんな……あの神番組が……」

「なんでそこまでショック受けてんだよ」

　そんなに好きだったのか。いや、確かにあの番組の中期は神懸かっていたが……。

「だって、可愛かわいいじゃない」

「まあ、確かに動物は見てて可愛いけどさ」

「思わず抱きしめたくなっちゃうのよね、みの×んた」

「そっち!?」

「私は朝ズ×ッを毎回ブルーレイに標準録画しているわ」

「あの番組ほぼ毎朝やってるのに!?」

「うふふ、可愛いわよねぇ、みの×んた」

「やめろ！　おまえが言うとなんかすげえイメージが壊れる！」

「でも、ジローくんも負けず劣らず可愛いと思うわ」

「このタイミングで言われても微妙に嬉うれしくねぇええっ！」

　叫んだあと、ゲホゲホと咳せき込んでしまった。なんてことだ、咽のどまで痛くなってきた。着々と身体からだが病びよう原げん菌きんに蝕むしばまれつつある。

「まあ、デタラメもほどほどにして」

　涼月はふふんと笑ってから。

「ギブ＆テイク。助けてもらいたいんだったら、私に協力してくれないかしら」

「協力？」

「そう。私がこの家に来た理由を考えればわかるでしょう？」

「………」

　涼月がこの家に来た理由。自分の執しつ事じと愉ゆ快かいに遊ぶこと……いや、違う。そもそもこのお嬢様がうちなんかに来た理由は……。

「……近この衛えを屋敷に連れて帰ること」

「ご名答。要はそういうことなの。では、スバルがあなたを看病している名目は何？」

「それは……あいつが俺の執事だから」

「そう。スバルがあなたの執事であり、あなたがスバルの主あるじでいる。それが、スバルがあなたを看病しなければならない理由。だったら、その関係そのものを壊せばいいのよ」

「！」

　そうか。あいつは俺おれの執しつ事じだから俺を看病しなくちゃいけない。なら俺の執事でさえなくなれば、看病をする必要もない。

「つまりは、近この衛えを屋敷に帰せば……」

「あの娘こはあなたの執事じゃなくなる。それに屋敷にさえ帰れば、あっちでの仕事が忙しくなって、あなたの家に看病に来ることもできなくなる。ご理解していただけましたでしょうか？　ご主人様」

　ニッコリと。

　涼すず月つきは、それこそ使用人よろしく完かん璧ぺきな表情で微笑ほほえんだ。

「………」

　……ああ。

　まったく、頼りになるメイドだよ、おまえは。

　最高だぜ、涼月奏かなで。

「でも、どうやってあいつを屋敷に帰すんだよ？　まさかまた執事vsメイドでもするのか？」

「違うわ。とりあえず、行きましょう」

　涼月は部屋のクローゼットから引っ張り出したジャケットを俺に渡した。

「おい、行くってどこにだよ」

　ジャケットに袖そでを通しながら訊たずねた。ただいまの時刻は夕方五時半。そろそろ外も薄うす暗ぐらくなり始めたころだ。

「決まってるでしょう。スバルがこの家に来た理由。その原因の所へよ」

「原因？」

「ええ。あなたにはまだ説明してなかったわね。スバルには言わないでくださいって口止めされてたんだけど、この際仕方がないわ」

　涼月は、重い雰囲気で俯うつむいてから、

「原因は――親おや子こ喧げん嘩かよ。ジローくん」

「親子喧嘩？」

　親子喧嘩って……あのオッサンとか？

「近衛流ながれ。あなたも一度会ったことがあったわよね。ちょっとした親子喧嘩があって、それがきっかけで屋敷を追い出されちゃったの。だから、あの親子が仲直りさえすれば問題はすべて解決するわ」

　さぁ――会いに行きましょう、近衛流に。

　わかり切ったことのように告げて、涼月はエプロンドレスをはためかせた。



    


  
    
      
　

第６話　ベイビー・プリーズ・ゴー・ホーム





　いや、さすがにエプロンドレスで外出させるわけにはいきませんよね。

　なので涼すず月つきはメイドから私服へとシフトチェンジすることとなった。大きなリボンが目立つ上着と上品そうなロングスカート。どうしてか本人は微妙に嫌がっていたが……。

「だって、メイド服で外出とか新鮮じゃない？」

「……やめてくれ。誰だれかに見られたらどんな誤解されるか」

　夕暮れ時にメイドを引きつれて街まちを闊かつ歩ぽする男。完かん璧ぺきに変へん態たいだよ。通報されてもおかしくねーぞ。

「どうしてそんなに怖こわがってるの。誰かに見られたらはっきり言ってやればいいじゃない」

「はっきり？」

「『何の問題がある！　俺おれは犬に服を着せて散歩しているだけだぞ！』って」

「変態だ！　どうしようもない変態だ！」

「ちなみに私は『助けて！　逆らえば家族の命はないって脅されてるんです！』って絶叫するわ」

「裏切り者！　一人だけ助かる気か！」

「飼い犬に手を噛かまれるとはこのことね」

「言っとくけどあんまし上う手まいこと言えてねぇからな！」

「がぶっ」

「ホントに噛むなぁ―――っ！」

　しかも耳を。

　はあはあと息が切れてしまう。チィ、この程度のツッコミに身体からだが耐えられんとは。フラフラと足元までおぼつかない。歩くのがやっとって感じだ。

「……ていうか、俺たちはどこに向かってるんだ？」

　真まっ直すぐ伸びる街灯もろくにない道を眺めた。

　土手。

　この街を縦断する大きな川の河か川せん敷じき沿いの土手である。

　その上のアスファルトで舗ほ装そうされた歩道を、俺と涼月はかれこれ十分くらい歩いていた。

　オッサンに会いに行くんなら、涼月の屋敷はこっちじゃないはずなのに。おまけに川と車道に土手が挟まれているから、車の騒音で会話もしづらい。

「今にわかるわ。それより、本当にスバルに見つからなかったんでしょうね？」

「心配ない。わざわざ部屋の窓から脱出したんだ。すぐには気付かれないさ」

　自分の部屋の窓から飛び降りるとか久しぶりだったよ。ちなみにかっこよくキメようとしたが、思いっきり着地をミスってしまった。やっぱり身体からだが本調子じゃないな。

「ならいいんだけど。スバル、あなたが抜け出したことを知ったらきっと怒るわね。もし見つかったら部屋に監かん禁きんされちゃうかも」

　うあー、言いながらもちょっと笑ってるよこの女。実じつは監禁とかしてみたいんじゃねえだろうな。嗜し虐ぎやく趣味だからわかんねーぞ。

「そもそもなんで俺おれの協力がいるんだ。ケンカしてるのは近この衛えとオッサンなんだろ？」

「………」

　俺の言葉に、涼すず月つきは少しだけ気まずそうに目を逸そらした。

「協力も何も、あの二人のケンカの原因があなたなのよ」

「はあ？」

　なんだそりゃ。ケンカの理由が俺って……俺がなんかしたか？

「先月、レジャーランドで事件があったでしょう。ほら、流ながれがあなたをボコボコにしちゃったときの」

「憶おぼえてるよ。オッサンが誘拐犯に化けて俺と戦ったヤツだろ。……って、まさか」

「そう、そのまさか。あの事件以来、スバルと流はずっと冷戦状態になってたの。それが今回限界を越えて親おや子こ喧げん嘩かにまで発展したわけ。つまり、このゴールデンウィークに起きたすべては、あの四月の事件の延長なの」

「――――」

　おいおい、やめてくれよ。

　だって――あれから何週間経たったと思ってんだ？

　こっちの怪け我がだってすっかり完治しちまったのに。

　あのオッサンに対する恨うらみもほとんどなくなっちまったのに。

　それなのに――あいつはまだ俺なんかのことでケンカしてくれてたのかよ。

「大変だったわ。スバルと流。二人ともとっても頑固でしょう。それはもう戦争みたいな親子喧嘩になっちゃって」

「戦争って……」

「そう、近寄るものすべてを巻き添えにした、嵐あらしのような大戦争――」

　言って、涼月は重々しく息を吐いた。

「まさか、最後は涼月家全体を巻き込んだパイ投げ大会になるとは、私も夢にも思わなかったわ」

「…………」

　なぜにパイ投げ大会？

　えらく緊張感のない親子喧嘩だな。

「ええ、まるで地じ獄ごくだったわ。まさかパイ投げで屋敷が半はん壊かいするなんて……」

「なんか、おまえらすげえ楽しそうだな」

　どんなパイ投げ大会だよ。

　ちょっとだけ、参加してみたかったり。

「けど、スバルにとっても初めてできた学園の友だちがボコボコにされたのはショックだったんでしょうね。計画じゃあそこまでやるはずじゃなかったのに。悪ノリした流ながれも悪いんだけど……」

　むむ、珍しくちょっと困った顔をしてるぞ。計画の発案者はコイツだったから少しは負い目があるのかもしれん。

　……よし。

　こうなったらさっさとオッサンを説得して二人を仲直りさせよう。さすがに親おや子こ喧げん嘩かの理由が俺おれじゃ居い心ごこ地ちが悪いしなぁ。

　それが終わったら、今度こそ精せい一いつ杯ぱい堕だ落らくしたゴールデンウィークを過ごそう。

　まさかの逆転満塁ホームラン。

　紅くれ羽はだって病人に鞭むちを打つようなマネはするまい。残り日数もあとわずかになってしまったが、これは俺だけのゴールデンウィークを取り戻す最初で最後のチャンスかもしれん。

「着いたわ。ここに流がいるはずよ」

「おう。じゃあ。さっそく――」

　……って、おい。

　ホントにここであってるのか？

　辿たどり着いたのは――橋。

　名前は忘れてしまったが、川にかかっている長さ五十メートルほどの割と大きな橋である。見た所近くに民家があるようには見えないんだが……。

「こっちよ」

　え？　こっち？　でもこっちは橋の下だぞ。こんなところに人が住んでるわけが……。

　薄うす暗ぐらい橋の下。

　その隅すみで不自然に固まっているダンボール。

　その中に体育座りになっている人影が――。

「――げっ」

　それを見た瞬間、ついつい声を上げてしまった。

　長身痩そう躯くに黒っぽいベストとぴっちりとしたパンツ。近この衛えと同じだが、どこかボロボロになった執しつ事じ服。乱れた黒髪に銀縁眼鏡めがね。そして顎あごには微かすかな無ぶ精しようヒゲ。

「……奏かなでお嬢様？」

　聞き覚えのあるハスキーボイス。

　人影は俺の隣にいる涼すず月つきを見て立ち上がった。

　そう、近この衛え流ながれ。

　橋の下で薄汚れたダンボールに包くるまっていたのは、紛まぎれもなく近衛の父親に違いなかった。



　　　♀×♂



「ふん。何やら薄うす汚ぎたない眼鏡めがねがいると思えば、いつかのクソガキか」

　こっちを見るなり、オッサンはあからさまに舌打ちしやがった。

　今のあんたにだけは薄汚いとか言われたくねえよ！　と言い返したかったが今はそんな場合でもないだろう。

「なんであんたがこんなところにいるんだよ……」

　キャラ変わり過ぎだろ。前に会ったときと印象が違い過ぎる。前はそれこそ整せい然ぜんとしてて、いかにも執しつ事じって感じだったのに。

「なに、たまには庶民の生活でも体験しようと思ってな。二日前からここでサバイバル生活をしている」

「嘘うそつけ。それにこんな生活を送ってる庶民はごく一部だけ……」

　……あれ？



    


  
    
      



    


  
    
      　二日前って言えば……近この衛えが屋敷を追い出されたのと同じ日だよな？

　………。

　まさか、このオッサンも近衛と同じで……。

「流ながれも親おや子こ喧げん嘩かの責任を取らされて、屋敷を追い出されちゃったのよ。結構な騒ぎだったからね。それが私の父の逆げき鱗りんに触れたわけ」

　平然と説明する涼すず月つき。

　コイツの父親ってことは、涼月の家の当主だっけか。喧けん嘩か両りよう成せい敗ばい。公平な判決を下したってわけね。

「まぁ逆鱗に触れたというより、ただ面白がってただけのような気もするけど」

「随分と変わった親父おやじさんなんだな」

　確かこのオッサンは涼月の父親の執しつ事じだったはずである。それを面白がって追い出すんだからかなりの変人な気がする。

「それでも、ちゃんとスバルと仲直りしたら帰ってきていいって言われてるの。なのに、二人とも意地を張って会おうともしない。だから困ってるのよ」

「意外と苦労してんだな、おまえ」

　俺おれだったらこんな不毛な親子喧嘩には巻き込まれたくない。いや、すでに巻き込まれてるのか。災害保険に入っとくべきだったね。

「ほう。おまえにもお嬢様の苦労を察する人並みの感情があったか。ならさっさと死ね。元はと言えば、オレの家庭がぶち壊されたのはおまえのせいだ」

「人聞きの悪いこと言うなよ」

「事実だ。最近スバルがオレを『パパ』って呼んでくれないのも、おはようのチューをねだると即座にフライパンを投げつけてくるのも、すべておまえのせいに違いない」

「明らかにあんたの接し方に問題があるんだよ！」

　俺が出てくる前から確実にヒビが入ってたんじゃねーか？

　人様の家庭の事情に介入なんかしたくないが、あんまりくっ付いてもウザいだけだぞ。

「なんだ？　オレの教育方針が間違っているとでも言うのか？」

「だってフライパン投げつけられるんだろ」

「ふっ。それが我が家のコミュニケーションだ」

「ずいぶん荒すさんだ親子関係だな」

　笑えないけどさ。俺の家じゃフライパンの代わりに人間が飛んでくる。

「はん。おまえに何がわかる。やり取りがあるだけまだいい。一番辛つらいのは無視されることだ」

「………」

「先月の事件以来、スバルはオレが何を言ってもことごとく無視するようになった。ううっ、あんなにいい子だったのに……。まさかグレてしまうなんて……」

　くぅぅっと涙を拭ぬぐうオッサン。ダメだ、完全に末期症状である。思いつめるあまり頭を丸めて出しゆつ家けしそうな勢いだ。

　そもそも、このオッサンの親バカっぷりはハンパじゃない。

　よく考えれば、オッサンは俺おれが近この衛えの秘密を知ってしまったことを自分の主あるじに報告していない。そうしないのは、きっと涼すず月つきと同じように近衛を庇かばっているからだろう。自分の娘のことを大事に想おもうのは別に悪いことじゃないんだが……。

「いい加減、仲直りしたらどうなの？　あなたもずっとこんなところにいるわけにはいかないでしょう。それとも児童相談所にでも駆け込む気かしら？」

「うっ……し、しかし……」

「大丈夫。あなたたち二人が仲直りできるよう、ちゃんと事件の被害者であるジローくんを連れてきたから。被害者であるジローくんが加害者であるあなたを許せば、スバルの怒りもきっと収まるわ」

　ああ、そういうこと。

　俺の協力が不可欠ってのはそれだったんですか。

「くっ……確かに仲直りはしたいですが……こんなクソガキなんぞに……」

「……仕方ないだろ。俺だってあんたを許したくないけど、近衛を俺の家から帰すためだ。協力はするさ」

　そう、今一番大事なのはそれだ。

　近衛をうちから屋敷に帰すこと。

　このままあいつの看病を受けてたら本当に病院送りである。そうなる前に、さっさとこのオッサンを説得して――。

「――待て、クソガキ」

　唐突に。

　オッサンは声のトーンを変えてきた。

「スバルを家から帰すとはどういう意味だ？　ス、スバルは……オレの娘はおまえの家にいるのか？」

「………あっ」

　しまった。

　二日前からここにいるってことは、このオッサンは近衛がどこに行ったかは知らなかったわけだ。

　涼月もあえて教えなかったんだろう。だって、この親バカに自分の娘が男の家に外泊してるなんて知れたらどんな行動を起こすか。

「こっ、このクソガキィイイイ！」

　案の定。

　オッサンは血に飢うえた獣けもののごとき俊しゆん敏びんさで俺おれに襲いかかってきた。

「きっ、ききき貴様っ！　オレの娘に何をしたっ!?」

「わ、バカ……やめろ！　何もしてないって！」

「嘘うそをつけ！　あんな可愛かわいい子を前にして何もしないだと!?　そんなチキン野郎がこの世に存在するはずがない！」

「悪かったな、チキン野郎で！」

　ガシッと迫りくるオッサンの手を掴つかむ。

　だが、わずかに反応が遅れてしまった。

　すでにオッサンの指は俺の首へと伸びていたのである。

「殺してやる！　オレの娘に手を出したケダモノは、一億と二千万回殺してやる！」

　うげっ。なんてこった。このオッサンマジだ。本気で俺をくびり殺す気でいやがる。

「………っ！」

　ギリギリと長い指に力が込められる。

　……くそっ。

　いつもならもうちょっと抵抗できるんだが、今の体調じゃかなり厳しい。

　だんだん意識が遠のいてきた。

　このままじゃ、本当に首を絞められて――。



「ジローから離れろ！」



　響き渡るアルトボイス。

　同時に、身体からだがフッと軽くなった。

　ライダーキックばりに見事なとび蹴げりである。

　俺の身体の上に馬乗りになっていたオッサンは、一瞬でそいつに蹴り飛ばされた。

「怪け我がはないか？」

　黒と白の執しつ事じ服。

　こちらを覗のぞきこむ透き通った瞳ひとみ。

　近この衛えスバル。

　そう、我が家の執事の登場であった。

「こ、近衛、どうしてここに……」

　ゴホゴホと咳せき込みながら訊きき返した。俺が部屋にいないことに気付いたんだとしても、来るのが早すぎる。どうやってここを突き止めたんだ？

「こんなこともあろうかと、ジローのケータイのＧＰＳ機能の設定を変えておいた。どこにいっても、ボクのケータイにその場所が知らされるようにな」

　言い切ると、近この衛えはジャケットの上から俺おれの腕を掴つかんだ。

「帰るぞ。こんなところにいたら熱が上がってしまう」

「ちょ、ちょっと待てよ、近衛！」

　身体からだを引っ張られながらも叫んだ。今ここで帰るのはマズい。たぶん、ここがコイツらを仲直りさせる最後のチャンスなのだ。だから、もっと粘らないと……。

「うるさい！　ボクに意見するな！」

「………っ！」

　――やばい。

　やっぱり無断で抜け出して来たのが相当頭に来てるらしい。

「どうして勝手に抜け出したりなんかしたんだ！　自分が病人だってわかってるのか!?」

　叱しつ責せきしながら、ぐいぐいと俺を引っ張っていく。

　抵抗しようとするが、いかんせん身体に力が入らない。

　その結果、あっさりと橋の下から土手の上の歩道まで連れて来られてしまった。

「待て、スバル！」

　後ろから追いかけてくるハスキーボイス。

　振り返ると、オッサンがはあはあと息を乱しながら土手を上ってきていた。

　まさか、この土壇場で説得する気か!?

「……よし」

　頼んだぞオッサン。

　すべてはあんたの肩にかかってる。

　ここらで一発、父親としての威厳を娘に見せつけてやれ！

「――嫌い」

　ボソッと。

　けれど、よく通る声で近衛は呟つぶやいた。

　そして、今度はたっぷりと息を吸ってから、



「お父さんなんか、大っっっ嫌い！」



　ガーン！　と雷が直撃したようにオッサンは硬直し、あろうことかそのままの体勢で土手を転げ落ちていった。

　……弱っ。

　もうちょっと頑張ろうよ、オッサン……。

「行くぞ、ジロー」

　また俺おれを引っ張ろうとする近この衛え。

　……畜ちく生しよう。

　こうなったら――俺がやるしかない。

　なんとかコイツを説得して――屋敷に帰すしかない。

「――近衛。もういいだろ？」

　なるべく刺激しないよう、静かに語りかけた。

「そろそろ許してやれよ。おまえと仲直りしたいって、あのオッサンも言ってたぞ」

「………」

「それに俺が殴られたことなら、もう気にしなくていいから。怪け我がだってすっかり治ったし、オッサンのことも全然恨うらんでもいないからさ」

「………っ！」

　ぎゅっと。

　近衛は俺の腕を強く掴つかんだ。

　沈黙。

　数秒の沈黙が流れた後あと――。



「――いやだ」



　彼女は、頑かたくなにそう告げた。

「ボクはジローの執しつ事じだ。だからジローの病気が治るまでは、屋敷には帰らない」

　それは、どこか泣いているような、絞り出すような声だった。

「ジロー。どうして……どうして家から勝手に抜け出したりしたんだ？　そんなに……そんなに、ボクに看病されるのが嫌だったのか？」

「………。いや、それは……」

　思わず黙ってしまった。

　そうだ。

　どんなに不器用に空から回まわりしても、コイツはただ一生懸命治そうとしてくれてたんだよな。

　ただただ一生懸命に、俺の病気を治そうとして……。

「……すまなかった。ボクの看病の仕方が悪かったんなら謝る。けど――ボクだって、心配だったんだぞ？」

　彼女は、不安げな瞳ひとみで俺の顔を覗のぞきこんだ。

「知らないだろうけど、ジローが倒れたとき、紅くれ羽はちゃんがすごく泣いていたんだ。それを見てたら急に昔の……お母さんが死んじゃったときのことを思い出してしまった。思い出したら……すごく、怖こわくなった……」

「………」

「だから……ジローも病気で死んじゃうんじゃないかって思ったら、とっても怖こわくなった。また自分の大切な人が死んじゃうのかもって考えたら、胸が張り裂けそうなくらい怖くなったんだ。だから、不安で仕方なくなっちゃうんだ……っ！」

　ジロー……お願いだから、一緒に帰ろう？

　涙に濡ぬれた声で、彼女は必死に訴えた。

　ああ――そうか。

　コイツは、決して大げさとかじゃなくて、本気で俺おれが死ぬんじゃないかって怖がってるんだ。

　不安で不安で仕方がないから、近この衛えは一生懸命俺の看病をしてくれる。

　きっと、本当に俺のことを心配してくれてるんだろう。

　だから、こんなに涙をこぼしてる。

　……うん。

　それは、すげえ嬉うれしい。

　けど――。

「………」

　それでいいのか？

　近衛は、俺のせいで泣いてるんだぞ？

　俺が倒れたりなんかしたせいで。

　俺が風邪なんか引いたせいで。

　俺が――弱いせいで。

「――――」

　だったら、違うだろ。

　四月の事件が終わったときに思ったはずだ。

　スタンド・バイ・ミー。

　その言葉を言えるようになるって親父おやじと約束したはずだ。

　――強くなろう。

　コイツが二度と泣かなくてもいいように、強くなろう。

　そう決めたのに。

　それなのに、このまま何もしなくていいのか。

　近衛がこんなに哀かなしんでるのに――俺は、何もしなくていいのか――。

「兄さん！」

　不意に呼びかけられて、我に返った。

　改めて前を見ると、そこにいたのは紅くれ羽は。

　もしかして、近この衛えのあとを追いかけてきたのか？

「よかった……抜け出したって聞いたから、すごく心配したよ……」

　安心したのか、ふうっと息を吐いた。

　腕の中にはコジロー。

　きっと家に一人きりにするのが心配で連れてきてしまったんだろう。

　――と。

「あっ、ダメだよコジロー！」

　不意に、コジローが紅くれ羽はの腕の中でバタバタと暴あばれた。

　必死に宥なだめようとする紅羽だったが、骨折のために片腕で抱えていたのが悪かった。上う手まく押さえられずにコジローを歩道に下ろしてしまう。

　そのまま、コジローはまるで何かに引っ張られるみたいに、一直線に川とは逆の方に土手を下っていって――。

「！」

　マズい。

　川と逆方向。

　そっちには、思いっきり車道がある。

「ダメ！　待って！」

　紅羽も気付いたのか、コジローを追いかけて土手を下りた。

「――バカ！」

　反射的に、俺おれは近衛の腕を振り払って駆けだしていた。

　近衛が何かを叫んだがよく聞こえなかった。

　最悪だ。

　土手を駆け下りながら毒づいた。

　視界の隅すみに映るのは――大型トラック。

　これは、あまりにもタイミングが悪すぎる……！

「コジロー！」

　やっと紅羽がコジローに追いついて、その小さな身体からだを抱きかかえた。

　そう――あろうことか、片側車線のど真ん中で。

「紅羽！」

　叫びながら、俺は妹の襟えり首くびを掴つかんで力いっぱい後ろに引っ張った。

　ほぼ同時に。

　甲かん高だかいクラクションが、夕ゆう闇やみを切り裂いた。



　　　♀×♂



　目が覚めたら、空を眺めていた。

　身体からだの下にはアスファルトの硬い感かん触しよく。

　あれ？

　俺おれ、どうしてこんなところで寝てるんだっけ？

「動かさないで！　頭を打っているかもしれないわ！」

　涼すず月つきの声が聞こえた。すげえ、珍しいことにえらく焦っている。こんな涼月を見るのは初めてだ。ケータイのムービーで撮りたいくらい。

「いっ、いやっ……兄さん！　兄さんっ！」

　虚うつろな視界に紅くれ羽はの顔が映った。

　……おかしいな。

　どうしてコイツは、こんなに泣きじゃくってるんだ？

「…………」

　ああ――そっか。

　俺は紅羽を助けようとして、そのままはねられたのか。うーん、それにしても中々に見事なふっ飛び方だったぞ。

　眼球を動かすと、土手にさっきのトラックが突っ込んでいた。

　俺をはねたときにハンドル操作を誤ったのかもしれん。大丈夫かなー、運転手が怪け我がしてなきゃいいけど。

　耳元で、ワンワンと犬の吠ほえる声。

　コジローか。

　そう言えば、俺がこうなったのもおまえのせいだよな。ったく、この犬っころめ。覚悟しろ。家に帰ったらおまえのドッグフードぶちまけてやるからな。

「やだっ、どうしよう、血が、血がこんなに……っ！」

　む、うるせえぞ紅羽。

　日ひ頃ごろのプロレスごっこで流りゆう血けつ沙ざ汰たは慣れてるくせに、何をそんなに騒いでるんだか。

　でも、ただ一つわかるのは、とりあえず紅羽が無事ってこと。

　見た所かすり傷一つないっぽい。

　……よかった。

　これなら……安心して眠れる。

　なんだろう。

　最近睡眠不足だったせいかひどく眠いのだ。きっと今眠ったらさぞかし心地よく眠れるに違いない。実じつに二日ぶりの睡眠である。

　ああ――それでは、オヤスミなさい。

　心の中で呟つぶやいて、ゆっくりと瞼まぶたを閉じようとして。



「ジロー……っ」



　くしゃくしゃになったアルトボイス。

　閉じかけた瞼を開けると、近この衛えが俺おれの顔を覗のぞき込んでいた。

　ボロボロと――大粒の涙をこぼしながら。

「――――」

　おいおい、やめてくれ。

　お願いだから、やめてくれ。

　どうして――またおまえが泣いたりしてんだよ。

「くっ……！」

　ラジオ体操第一よろしく、深く大きく深呼吸。

　痛いてえ。

　吸って吐いただけだってのに全身がバラバラになりそうだ。

　これは、たぶん内な臓かがイカれてる。

　口の中が血と鉄でいっぱいだ。

　まいったな、これほどのダメージは俺の人生の中でも初体験かもしれん。

　でも――まあ。

　この程度なら、立ち上がれないこともないはずだけど。

「……兄さん？」

　苦痛をこらえながら上体を起こすと、紅くれ羽はの間の抜けた声が響いた。

　心配すんな、と応こたえようとしたが、ヒューヒューという音しか出なかった。うえー、こりゃあやっぱり内臓をやられちまってるぞ。

「兄さん！　ダメっ……動いちゃダメっ！　そんなことしたら死んじゃうよ……っ！」

　何を言ってやがる。いつもは俺のことを散々サンドバッグにしてるくせにさ。

　でも――今だけは感謝してやるよ。

　おまえと母さんに鍛えられてなきゃ――身体からだを起こすこともできなかったからな。

「ぐっ……あっ……！」

　震える足で、懸命にアスファルトを踏みしめる。

　よし。

　立ち上がれたから、眠っちまうのはまた今度だ。

「待って！」

　艶つややかな黒髪が揺れる。

　涼すず月つきだ。

　彼女は、両手を広げながら俺おれの前に立っていた。

　ちょうど、俺の行く手を塞ふさぐように。

「動かないで！　あなた、今自分がどういう状態かわかって――」

「――どけ」

　ひどく掠かすれた声で告げると、涼月は「え？」と表情を凍りつかせた。

「聞こえなかったか？　そこをどいてくれ、涼月」

　威圧するように吐き捨てた。

　傷だらけの腕で、立ちつくしている涼月の身体からだをゆっくりと押しのける。彼女は、ただ茫ぼう然ぜん自じ失しつなままで、俺の前からどいてくれた。

　さあ、歩け。

　靴底をすり減らせ。

　そう――今、俺がすべきこと。

　俺に、できることは――。

「……こ、近この衛え」

　必死に息を整えながら、なんとか俺は涙を浮かべる執しつ事じの前まで辿たどり着いた。

　その顔に――手を伸ばす。

　血に染まった指先で、ゆっくりと頬ほおを伝う涙を拭ぬぐう。

「ジ、ジロー……？」

　彼女は、涙を堪こらえて俺の名前を呼んでくれた。

　さぁ――時間だ。

　たまには、チキンらしくないところも見せてやらなくちゃな。

　だって、そうじゃねえと格かつ好こう付かないだろ？

　――俺は。

　もう、コイツを泣かせるわけにはいかねえんだよ。

「さっ……さっきのヤツ、見たか？　やべーくらい飛んでたろ……？」

　震える口唇くちびるで言葉を紡いでから、俺は乾いた声で笑った。

　それだけでも全身が軋きしむ。

　激痛。

　まるで巨大な怪獣の顎あごで全身をゴリゴリと噛かみ砕かれている気分。

　けど――まだだ。

　まだ、倒れるわけにはいかない。

「まあ、相手が大型トラックだったからさ。身体がこうなっちまうのも無理ないよな。でもさ――」

　そこまで言って、ゴホゴホと咳せき込んでしまった。

　アスファルトに飛び散る淀よどんだ赤色。

　おまけに、ガタガタと両足まで震えてきやがった。

　そう、まるで、生まれたての小羊みたいに――。

「――――」

　いや――でも、ちょうどいいか。

　ヒツジ。

　今の俺おれは羊に似ている気がする。

　こんなにボロボロになった情けない姿。

　きっと今の俺はチキン野郎どころか――生まれたての小羊みたいに弱々しいに違いない。

　だけど――。

「でも……でもさ、近この衛え……」

　必死に言葉を紡ぐ。

　当たり前だ。

　いくら強くなくても、チキンでも、ヒツジでも。

　俺にだって、譲れないものがある。

　弱いヤツには、弱いヤツなりの――意地がある。

「聞いてくれ、近衛。俺の言葉を、聞いてくれ。……俺は――」



「――俺は、まだ死んでないぜ」



　はっきりと。

　自分の口唇くちびるで、俺は彼女にそう告げた。

「わかったろ？　あんな家庭で育ったせいか、俺はちょっとやそっとじゃ死ねないんだよ。トラックに思いっきりはねられても死なない。この程度じゃ死ねない。だから……だからさ――」



「病気なんかで、死ぬわけないだろ？」



　――そうだ。

　俺は死なない。

　なにせトラックにはねられても死んでないんだ。

　風邪なんかで――病気なんかで死ぬわけない。

　死んでたまるか。

　あいにく、そんなヤワな育てられ方はされてねえんだよ。

「だから――屋敷に帰れよ。もうあんなに心配しなくていい。泣かなくていい。哀かなしまなくていい。安心して、自分の家に帰ってくれ」

「………。でも、ジロー……」

　彼女は、不安げに表情を曇らせた。

　応こたえるように、俺おれは乾いた声で笑ってやる。

　そう、ただコイツを泣かせないために――。

「は、はは。そんな顔すんなよ。俺、こう見えてもめちゃくちゃ元気なんだぜ？」

「………」

「大丈夫。約束する。俺は――そう簡単にくたばったりしないからさ」

　振り絞った声で伝えてから、俺は――精せい一いつ杯ぱいの笑顔を浮かべた。

　……ああ。

　これで、近この衛えが少しでも安心してくれればいい。

　たぶんこれが、いま俺にできるすべて。

　強くない――まだまだ弱いだけの俺が、彼女にできる精一杯のすべて。

　我ながら、最高にかっこ悪い見み栄えっぱりである。

　でも、たまにはいいだろ？

　どんなにかっこ悪い見栄っぱりでも。

　コイツが泣いてるよりは――ずっとマシなのだから。

「………」

　沈黙。

　夕ゆう闇やみが埋め尽くす空の下。

　近衛は、俺の言葉にちょっとだけ沈黙してから、こぼれ落ちそうな涙を拭ぬぐい、精一杯の微笑ほほえみを浮かべて――。



「――はい。かしこまりました、ご主人様」



　深々と、頭を下げた。

　ああ――さよなら、俺の執しつ事じ。

　最後にそれだけ伝えて。

　俺は、笑顔のままで真まっ赤かなアスファルトへと豪快にダイブしていた。



    


  
    
      
　

第７話　ありがとうの伝え方





「まったく、ジローはどうしようもないバカなんだな」

　意識が回復するなり、直球でずばりと蔑さげすまれた。

　……というか、ここどこだ？

「病院だ。あの事故の後あと、おまえは救急車でここに運び込まれたんだ」

　説明される間にも徐々に回復するピント。

　周囲にあるのは、清潔感溢あふれる白い壁と、どこか懐かしい嗅かぎ慣れた薬品の臭におい。

　病室。

　声の主ぬしの言う通り、俺おれは病室のベッドに寝かされていた。

「……痛っ」

　身体からだを襲う痛みに呻うめき声が飛びだした。

　うえー、よく見れば全身ボロボロだ。眼鏡めがねをかけると、そこに現れたのはミイラ男なみに包帯まみれの俺。このままお化け屋敷でバイトできそう。

「お嬢様に感謝しろ。治療費と入院費は涼すず月つきの本家が出してくれることになった。その……ボクらの喧けん嘩かを止めてくれたお礼ということで」

　澄み切ったアルトボイス。

　声の方に視線を向けると、ベッドの横に置かれたパイプ椅い子すに近この衛えが座っていた。果くだ物ものの入ったバスケットを持ってるから見舞いにでもきてくれたのかな。

「ん？」

　と。

　目に映る意外な光景に俺はまばたきをした。

　近衛の隣。

　そこには、パイプ椅子に腰かけたまま毛布を掛けられてスヤスヤ眠る見なれた顔が……。

「騒ぐなよ。今さっきお休みになられたばかりなんだ」

　言って、近衛は慎重な手つきでずれかかった毛布を直した。

　そう、涼月奏かなで。

　驚くことに、俺のベッドの隣でおとぎ話の眠り姫みたいに無防備に寝息を立てているのは、近衛スバルの主あるじに違いなかった。

「きっとお疲れだったんだろう。おまえが起きない間、お嬢様はずっと心配なされていた」

「俺が起きない間って……今は何時なんだ？」

「ちょうど夕方の四時を回ったところだな。ほら、空がオレンジだろう」

　むむ、確かに。窓から見える空は見事に茜あかね色いろに染まっている。ってことは、あれか。時間が巻き戻るって奇跡が起きたんじゃなければ、俺おれは丸一日くらい眠ってたわけか。

「それにしても、ジローはどういう身体からだの構造してるんだ？」

「いきなりなんてこと訊きくんだよ」

「だって、大型トラックに思いっきりはねられたのに、今日にでも退院できるそうだぞ。さっき看護師さんが言っていた。それとも、そんなにこの病院の関係者に嫌われてるのか？」

「……まあ、似たようなもんだ」

　ようやくわかった。

　やけに見み憶おぼえがあると思ったら、ここって俺がよく担ぎ込まれてた総合病院じゃん。

　ガキの頃ころから怪け我が続きだったからなぁ。もちろん家庭の事情で。

　それこそ関係者の中にも顔見知りは大勢いる。なぜかみんな珍しい生き物を観察する目で俺を見るけど。

「まったく、人間とは思えない回復力だぞ。紅くれ羽はちゃんもそうだ。骨折が全治二週間ってだいぶおかしい」

「そうなのかな？」

「ジローだって十分異常だ。トラックの運転手もおまえが生きてるって知ってかなり青ざめていた」

「嫌な運転手だ。そこは素直に喜んどきゃいいのに」

「お嬢様も、おまえがＴウィルスとやらに感染したんじゃないかって心配なされていた」

　どこのバイオハザードだよ。

「それと、おまえの風邪はこの病院で点滴を打ってもらったらすぐに良くなった。まったく、これなら最初から救急車を呼んでおけばよかったかもしれないな」

「嫌なこと言うなよ。なんか俺の苦労が報われない気がするから」

　それにできるだけ入院は避けたかったからな。実じつを言うと、病院はあまり好きじゃない。ガキの頃からよくぶち込まれてきたせいか、あまり良いイメージがないのだ。

「あと、なるべく早く家に帰ってあげた方がいい。今頃紅羽ちゃんが落ち込んでいるだろうから」

「落ち込んでる？」

　なんで？　俺も助かったのに。ひょっとして近この衛えが家に帰ることになったのがショックだったのか。

　訊き返すと、近衛は若干寂さびしそうな表情を浮かべた。

「実は――コジローが、飼い主ぬしの所に帰っちゃったんだ」

「は？」

「憶えているか？　あのとき、コジローがすごい勢いで車道の方に走っていっただろう。あれは車道の向こうに飼い主ぬしがいたからだったんだ」

「………」

「ちなみに飼い主は小学生の女の子だったんだが、その子もちょうどコジローを探していたそうだ。というわけで、迷子のシベリアンハスキーは晴れて我が家へと――親のもとへと帰っていった」

「……はあん」

　なるほどね。

　かくして我が家のお姫様はブルーになったわけですか。

「可哀かわい想そうに。紅くれ羽はちゃん、すごく落ち込んでしまった」

「そんなにかよ」

「ああ。聞いたらジローが倒れたときよりショックだったって涙ぐんでた」

「…………」

　あの薄はく情じよう者ものめ。ずいぶんと軽い涙じゃねぇか。

「まぁ、それはあの娘こなりの強がりだろう。今日だって、ホントは紅羽ちゃんもお見舞いに来るって言ってたんだが、あんまり落ち込んでるから家にいるように勧めたんだ。おまえがいつ起きるかわからないから、病こ院こに来ても余計に落ち込むだけだと思ったから」

「ふん。じゃあ、さっさと帰ってやるか」

　怪け我がの感じから言って今からでも帰れそうだし。我ながら回復速度が速い。一日でここまで治ったのは新記録。

「それより、悪かったな。わざわざ見舞いにまで来てくれて。でも、もう大丈夫。こんな怪我すぐ治るだろうし――何より、俺おれにはしっかりとした生きる希望がある」

「？　なんだそれは。これから何か楽しみなことでもあるのか？」

　近この衛えは不思議そうに首を傾かしげた。

　ふふ、何を言っている。

　もはや三分の二近くが過ぎ去ってしまったが、とはいえ今日は五月三日。未いまだにゴールデンウィークなのだ。

　これこそ、俺が待ちに待った展開である。

　今日家に帰ったんなら、紅羽だってプロレスごっこは仕掛けてこれまい。さすがに病み上がりだし、怪我もしてるし。

　当初の予定からは大だい分ぶ遅れてしまったが、今日から俺の輝かしいゴールデンウィークはリスタートするのだ……！

「残念だが、それは無理だ」

　しかし。

　あっさりと、俺の希望は打ち砕かれた。

「だって、今日は五月五日だからな」

「――はい？」

　………。

　タイムタイム。

　コイツ、今ナンテ言イヤガッタ？

「本当だ。ほら、ボクのケータイの日付にもそう記されている」

　嘘うそでしょ？

　近この衛えからケータイを受け取って画面を覗のぞくと、確かにそこには五月五日の文字。

　え？　どういうこと？　だって丸一日眠ってたんだから、今日は五月三日のはずじゃ。

「その様子だと本当に気付いてないみたいだな。ジローがこの病院に運び込まれたのが五月二日。それから約三日間。おまえはずっと眠っていたんだ」

「なっ……」

「診察した先生は、命に別状はないからそのうち起きるだろうって言っていたんだが、まさかこんなに眠ってるとは思わなかったぞ。このネボスケめ」

「………」

「だから、今日でゴールデンウィークは終わり。というわけで、明日あしたからまた学校だ。よかったな、授業に遅れずに済んだぞ」

　退院おめでとう。

　そう告げて近衛は音の鳴らない控えめな拍手をしやがった。

　………。

　ひどすぎる。

　なんだよ、そのいらないオチは。

　ああ、俺おれのゴールデンウィークが……。今からでも風邪がぶり返して入院できないものか……。

「それじゃ、ボクはちょっと用事があるから席を外すぞ」

「用事？」

「ああ。実じつは、この病院に入院しているのはおまえ一人じゃないんだ」

　涼すず月つきを起こさないためなのか、近衛は静かに椅い子すから立ち上がった。

「おまえが倒れた後あと、その……お父さんも、風邪を引いて倒れてしまってな」

「…………」

　……おい。

　それって、まさか……。

「たぶんジローの風邪が伝う染つってしまったんだ。慣れない橋の下の生活で体力、精神力ともにすり減っていたことも原因だったみたいで、おまえと一緒にこの病院に担ぎ込まれた。だから……不本意だが、ちょっとお見舞いに行ってくる」

「うわー、そりゃなんとも……」

　お気の毒に。

　でも、あのオッサンのことだ。体調を崩した一番の原因は娘に思いっきり拒絶されたことのような気もするから、案外近この衛えが見舞いに行ったらすぐに元気になるんじゃねえか。

　親子水入らず。

　これで少しはあの親子の関係も修復されるかもしれん。

　たぶん、近衛だって意地になって言い出せなかっただけで、本当は仲直りしたかったんだと思う。

　だって――親なんてものは、いついなくなっちまうかわからないんだから。

　きっと、近衛だってそれは知っているはずである。

　それこそ、身にしみて。

「それに、ジローはボクの看病なんか必要ないんだしな」

「むっ」

　近衛の言い方はやけにトゲトゲしかった。なんだろう。もしかして強引に屋敷に帰れって言ったことに腹が立ってるのかな。

「でも――嬉うれしかったよ」

「え？」

「あのとき、ジローはあんなにボロボロになってたのに、ボクに『死なない』って言ってくれた。バカみたいに必死になって、ボクが涙を流さないように気き遣づかってくれた。だからボクも、あの言葉を、約束を――おまえを、信じてみることにした」

「……近衛」

「でも、その代わり――」

　彼女は。

　一度、何かを堪こらえるように深呼吸してから。

「おまえには、しっかりと責任を取ってもらうぞ」

「責任？」

「ああ。頼むから、約束を破らないでくれ。ジローは大切な……友だちだ。友だちが死んじゃうのは、すごく嫌だ。だから――もし、おまえがあの言葉を裏切ってすぐに死んじゃったりしたら……」

　――また、泣いちゃうんだからな。

　近衛は、今にも泣きそうな表か情おで――けど、ちゃんと涙を堪えながらそう告げた。

「――おう」

　しっかりと、俺おれは頷うなずいておいた。

　なんかかなり無む茶ちやなことを言われたような気もするが、言い出したのは俺おれなんだから仕方ない。

　それに――大丈夫。

　言われなくても、俺だってわかってるさ。

　もう、俺は絶対におまえを哀かなしませたりなんかしない。

　そうさせないように、もっと強くならなくちゃいけないんだから――。

「……うん。……あ、あの、ジロー」

「ん？　なんだ？」

　訊きき返すと、近この衛えは照れ臭くさそうに頬ほっぺたを赤く染めた。

　そして、そのまま「あ、あっ……」と何か言いたそうに口唇くちびるを動かして――。



「――ありがとう！」



　最後に。

　どこまでも一生懸命に。

　ちょっとだけ不器用なお礼を言って、近衛は病室から出ていった。

「……ありがとう、か」



    


  
    
      



    


  
    
      　ベッドの上で、近この衛えから受け取った言葉を口ずさんでみる。

　なんていうか――信じられない。

　まさか、あの無ぶ愛あい想そうで有名なスバル様が、クラスメイトにお礼を言うとは……。

「でも、なんかくすぐったいな」

　胸の辺りがふわふわして落ち着かない。

　なんか変な気分だ。

　なんてことのない、ただのお礼の言葉を言われただけなのに、心臓がドキドキしてたまらない。もしかしたら本当に風邪がぶり返したんじゃないか。

　近衛の去ったドアを見つめながら、ボーっと胸の中に去きよ来らいしたものの余よ韻いんに浸っていると――。



「――へぇ、珍しい」



　凛りんとした声が病室の空気を揺らす。

　驚いて声の方に目を向けると、椅い子すに座った涼すず月つきがパチリと目を開けていた。

「お、おまえ、いつから起きてたんだよ？」

「『騒ぐなよ。今さっきお休みになられたばかりなんだ』の辺りからかしら」

　ほとんど最初からじゃねえか。むむ、なんたる失態。まさかこの冷れい血けつ動物にさっきの独り言を聞かれるとは。後あとで脅迫のネタとかに使われるかもしれん。

「それしても、本当に珍しい――というか、驚いたわ。あのスバルが、私以外のクラスメイトに『ありがとう』なんて言うなんて。昔だったらとても考えられなかったのに」

　自分の身体からだにかかった毛布を取りながら、涼月はクスクスと笑った。

　ほらね。

　だから嫌だったんですよ。

　このお嬢様にあんな恥ずかしい独り言を聞かれたら、どれだけひやかされるか。

「けど――あんなの見せられたらしょうがないかもしれないわね」

「え？」

　意外にも、涼月の口から出たのはそんな言葉だった。

「あのときの――トラックにはねられて血ち塗まみれになった後、必死になってスバルを説得したあなたは、いつもと違って――ちょっとだけ、チキン野郎じゃなかったもの」

「？　なんだそりゃ。からかってんのか？　あ、さては『どけ』って言ったことを根に持ってんだろ」

　今思い出すとかなり乱暴な言い方だった気がする。このお嬢様のことだ。もしかしたらあんなぞんざいな口をきかれたのは初めてだったかもしれん。

「――ええ、そうね。男の人にあんなこと言われたの――初めてだったから」

　なぜか。

　涼すず月つきは、ずいっとベッドの上に身体からだを乗り出してきた。

　ちょうど、俺おれの身体に体重を預ける感じで。

「そう言えば、結局女性恐怖症の件はどうなったの？　スバルと一緒に生活することで少しは改善された？」

「ん？　ああ、おかげさまで。ちょっとだけ、女に触るのも慣れた気がするよ」

　なにせ色々あったからな。組み手やら風ふ呂ろ場ばの一件やら。さすがに前よりも少しは恐怖症も改善されたはずである。

「ふぅん。そうなんだ」

　俺の言葉を聞くと、何やら良からぬことでも思いついたのか、涼月は楽しそうに口唇くちびるを歪ゆがめた。

　と。

　その整った輪りん郭かくが、急に俺との距離を縮ちぢめてきて。

「じゃあ、試してみましょうか？」

「？　何をだよ？」

「決まってるでしょう。ジローくんが、どれくらい女の子に慣れたのかをよ」

　それは――あまりにも一瞬の出来事だった。

　突然。

　唐突に。

　何の前まえ触ぶれもなく。

　涼月の口唇が――俺の口唇と重なっていた。

「………っ!?」

　思わず、ベッドから飛とび退のいた。

　鼻の辺りに熱い感かん触しよく。

　鼻血である。

　案の定、俺は女の子に触られて発ほつ作さを起こしていた。

　………。

　いや。

　今はそれどころじゃなくてですね。

「なぁんだ。ぜんぜんダメじゃない。この程度で鼻血を出すようじゃ、まだまだ私たちの共犯関係は続きそうね」

　何事もなかったような顔で涼月は言った。

「おっ、おおおおまえっ！　い、いきなりななな何すんだよ!?」

　あまりのことに舌が上う手まく回らない。

　ていうか……え？　何？　今のって、まさか……。

「何を慌ててるの？　キスぐらいで」

「うわあああっ！」

　なんてこった！　はっきり言いやがったよこの女！

「軽いスキンシップよ。海外じゃ普通だわ」

「うるせえ！　ここは日本だぞ！」

「今はグローバル化の時代じゃない」

「知るか！　そんなことするくらいなら鎖国した方がマシだ！　それに……！」

「それに？」

「お、おまえ、初恋は近この衛えだって言ってたじゃねぇか！」

　そう、このお嬢様の初恋は近衛スバルだったはずである。

　さすがにさ。

　ちゃんと好きなヤツがいるのに、ただのクラスメイトにキスをするのは――。

「勘かん違ちがいしないで。確かに私はスバルを愛しているわ。でもね――」

　涼すず月つきは。

　不敵に言いきってから。



    


  
    
      



    


  
    
      

「初恋は初恋よ。今も続いているとは限らないじゃない」



　だから今の私が誰だれとキスしようと問題ないでしょう？

　そんな風ふうに問い返して、

　お嬢様は、真まっ赤かな舌先をちょこっと出して微笑ほほえんだ。

「…………」

　嘘うそだ。

　こんなの嘘だ。

　誰か嘘だって言ってくれ。

　だって、たぶん今のが、俺おれの初めての……。

「ちなみに、私は今のがファーストキスだったから」

「なっ……」

　驚きよう愕がくすると、彼女は悪戯いたずらっぽく笑った。

　それこそ小こ悪あく魔まのごとく。

「さて。それじゃ、私はそろそろ帰るわ」

　まるで何事もなかったかのように、

　涼すず月つきは、颯さつ爽そうと病室のドアへと向かう。

　このまま逃げる気かと思ったが、彼女は病室を出る寸前で、その艶つややかな黒髪を翻してくるりとターンした。

「さよなら、ジローくん」

　優ゆう雅がに。

　ドキッとするくらい可か憐れんな笑顔で別れを告げる。

　そして、

　たった一言だけ、

　まるで好きな歌でも口ずさむように、彼女は楽しそうに言葉を紡いで――。



「また明日あした、学園で会いましょう」



    


  
    
      


あとがき





　お久しぶりです！　先日、二年間愛用したダウンジャケットが行方不明になって帰って来なくなりました。あさのハジメです。

　いえ、この前クリーニングに出したダウンジャケットを取りに行ったときのことです。店に入った途と端たん、店員の方に何の容赦もなく「申し訳ありません、お客様のジャケットは行方不明になりました」と言われまして……。

「行方不明？　行方不明ってどういうことですか!?」と聞き返したところ、店員さんは無言で私の手にクシャッと一枚の紙幣を握らせてきました。

　ま、まさか、これで新しい物を買えと……？

　あまりの事態に戸惑いながらも、店員さんの発する強烈なプレッシャーに耐えきれなくなり、仕方なく私が店を出ようとすると、去り際の背中に一言。

「あ、でもジャケットが見つかったらそのお金は返してくださいねー、見つかるのはいつになるかわからないんですけどー」

「…………」

　もう私は何も言えませんでした。「神か奈な川がわの夜は今日も寒いなぁ……」そんなことを呟つぶやきながら、寒さに震える足でアスファルトを踏みしめるしかありませんでした。

　けれど……そんな私でも心までは冷え切ってはいません！

　なぜかと言うと……そう！　なんと『まよチキ！』の二巻がこうして出版されることになったからです！

　私もまさかこんなに早く二巻が出せるとは夢にも思っていませんでした。これもひとえにこの本を手に取ってくださっている読者の皆様のおかげです。誠にありがとうございます！　きっと私のダウンジャケットもこのコンクリートジャングルのどこかでひっそりと涙を流して喜んでいることでしょう！

　さてさて、この男装執しつ事じ系ラブコメも二巻目。今回のコンセプトはずばり「我が家に執事がやってきた！」です。今考えると、なんだか某インターネット会社の宣伝広告みたいになってしまった気もするのですが、内容はスバルがジローの家に押しかけてくるお話となっておりますのでご安心を。二巻目ということで彼らの人間関係にも色々と進展があったりしますので、まだお買い上げでない方は、この本を持ったままぜひぜひレジの方に豪快なタッチダウンを決めていただけるとありがたいです！

　そして、二巻を出すにあたり、今回も大勢の方に大変お世話になりました。

　まずは担当の庄しよう司じ様。表紙のメイド奏かなでを見た瞬間「あのネクタイやばいですね！」と趣味丸出しなメールを送ってすみませんでした。今後ともよろしくお願いします。

　一巻に引き続き、美麗なイラストでキャラクターたちに命を吹きこんでくださった菊きく池ち政せい治じ様。口絵の猫ねこ耳みみスバルが可愛かわいすぎてもう感無量です！　お忙しい中、本当にありがとうございました。

　編集長の三み坂さか様、編集部の皆様、出版や販売に関かかわってくださったすべての方々、様々なアドバイスや励ましをしてくださる新人賞同期の皆様。『まよチキ！』が私一人の力では決して完成しないという事実を痛感してばかりの日々が続いております。

　この本を手に取ってくださったすべての読者の皆様。作品のことや、一巻あとがきの教習所卒業のことについて、モバイルアンケートにて数々の温かいメッセージをいただき、もう感謝で頭が上がりません。『まよチキ！』を読んでくださっている皆様に、少しでも恩返しができるよう、もっともっと精進していきます！

　さて。最後にちょっとした予告なのですが、もし三巻が出せるのであれば、学園がメインのお話になりそうです。新キャラなんかも出てきて、ジローたちの日常はさらに賑やかになるのではないかと思われます。

　ではでは。また皆様とお会いできることを願いつつ、まだまだアクセル全開ノンブレーキで突っ走って行きたいと思いますので、どうぞよろしくお願いします。

あさのハジメ
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　あさのハジメ（あさの・はじめ）

　　第５回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞にて最優秀賞を受賞。

　　１９８８年生まれ、神奈川県在住。

　　最近の口ぐせ。

　「俺、この閉め切りが終わったらバルドスカイやるんだ……」



　イラスト

　菊池政治（きくち・せいじ）
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